
《
島
根
県
松
江
市
》

　松
江
市
街
地
中
心
部
に
あ
る
亀
田
山
に
建
つ
松
江

城
は
、
出
雲
・
隠
岐
の
領
主
と
な
っ
た
堀
尾
氏
に
よ

っ
て
築
城
さ
れ
た
平
山
城
で
あ
る
。

　天
守
は
、
外
観
は
四
重
、
内
部
五
階
、
地
下
一
階

の
形
式
で
、
正
面
の
南
側
に
は
彦
根
城
な
ど
と
同
じ

く
附
櫓
を
設
け
、
屋
根
は
す
べ
て
本
瓦
葺
き
と
な
っ

て
い
る
。

　構
造
上
の
特
色
と
し
て
挙
げ
ら
れ
る
の
が
、
軸
部

に
多
用
さ
れ
た
通
し
柱
で
あ
る
。
二
階
分
を
貫
く
通

し
柱
に
よ
り
、
上
層
の
重
さ
を
分
散
さ
せ
て
下
層
に

伝
え
る
構
造
と
な
っ
て
い
る
。
ま
た
、
柱
の
周
囲
に

板
を
張
り
、
鎹
や
釘
、
帯
鉄
で
留
め
た
「
包
板
」

も
多
く
見
る
こ
と
が
で
き
る
。

　昭
和
の
解
体
修
理
工
事（
昭
和
二
十
三
〜
三
十
年
）

で
は
、
取
り
外
さ
れ
た
部
材
の
木
口
に
堀
尾
家
の
家

紋
で
あ
る
分
銅
紋
に
「
富
」
の
文
字
が
入
っ
た
刻
印

が
確
認
さ
れ
た
。
松
江
城
築
城
に
は
、
安
来
市
に

あ
っ
た
月
山
富
田
城
の
部
材
を
一
部
転
用
し
た
と
い

う
伝
承
が
あ
る
。

　天
守
は
一
六
一
一
（
慶
長
十
六
）
年
に
完
成
し
た

と
い
わ
れ
て
い
た
が
、そ
れ
を
証
明
す
る
は
ず
の「
祈

禱
札
」
が
一
九
三
七
（
昭
和
十
二
）
年
以
降
、
行
方

不
明
と
な
っ
て
い
た
。

　し
か
し
、
二
〇
一
二
（
平
成
二
十
四
）
年
五
月
、

松
江
城
二
之
丸
に
あ
る
松
江
神
社
か
ら
二
枚
の
祈
禱

札
を
発
見
。札
か
ら
は「
慶
長
拾
六
年
正
月
吉
祥
日
」

な
ど
の
文
字
が
確
認
さ
れ
、
築
城
時
期
が
慶
長
十

六
年
正
月
以
前
で
あ
る
こ
と
が
確
実
と
な
っ
た
。

　松
江
城
天
守
は
、
一
九
五
〇（
昭
和
二
十
五
）
年

の
文
化
財
保
護
法
の
制
定
で
国
宝
か
ら
重
要
文
化
財

に
な
っ
た
が
、
近
年
の
こ
う
し
た
貴
重
な
資
料
の
発

見
に
よ
り
、
二
〇
一
五
（
平
成
二
十
七
）
年
七
月
に

再
び
国
宝
に
指
定
さ
れ
た
。

松
江
城
天
守

国
宝
の
旅
21
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青い海と緑の山々に恵まれた中国地域に、地域づくりの風が吹き始めています。

自分たちの大好きなこの街を少しでも良くし、子どもたちにしっかりと手渡したい。

こんな気持ちで頑張っている人たちがいっぱいいます。

「碧い風」は、そんなまちづくり人を結びながら、自分たちのまわりにある魅力を高め、

きらめくような中国地域にしていく媒体にしていきたいと思っています。

強くはないが、楽しい風。

そんな風を、みなさんと一緒に巻き起こしたいと考えています。

くはらだいじゅ

　
他
の
先
進
国
に
比
べ
、
日
本
は
起
業
へ
の

意
識
が
低
い
と
い
わ
れ
て
い
る
が
、
か
つ
て
の

日
本
に
は
偉
大
な
起
業
家
が
多
数
存
在
し
て

い
た
。
一
九
三
七
（
昭
和
十
二
）
年
に
ト
ヨ

タ
自
動
車
工
業
（
現
・
ト
ヨ
タ
自
動
車
）
を

創
業
し
た
豊
田
喜
一
郎
、
一
九
四
六
（
昭
和

二
十
一
）
年
に
東
京
通
信
工
業
（
現
・
ソ
ニ
ー
）

を
創
業
し
た
井
深
大
と
盛
田
昭
夫
、
一
九
四

八
（
昭
和
二
十
三
）
年
に
本
田
技
研
工
業
を

設
立
し
た
本
田
宗
一
郎
ら
、
歴
史
に
名
を
刻

む
起
業
家
に
よ
っ
て
生
ま
れ
た
企
業
は
今
日

も
日
本
を
牽
引
す
る
存
在
で
あ
り
、
大
企
業

の
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
に
対
す
る
期
待
は
、
メ

デ
ィ
ア
も
含
め
、
依
然
と
し
て
高
い
。

　
一
方
、
大
企
業
が
長
年
成
功
し
続
け
て
き

た
こ
と
で
、
新
し
い
ア
イ
デ
ア
や
技
術
を
基

に
ビ
ジ
ネ
ス
を
展
開
す
る
ベ
ン
チ
ャ
ー
企
業

に
対
す
る
大
企
業
の
目
線
は
、
同
じ
高
さ
で

は
な
く
な
っ
て
き
た
。
日
本
に
お
け
る
ベ
ン

チ
ャ
ー
企
業
の
位
置
付
け
に
は
今
も
そ
の
意

識
が
影
響
し
て
い
る
の
だ
ろ
う
。

　
し
か
し
、
大
企
業
も
今
、
さ
ま
ざ
ま
な
意

味
で
閉
塞
感
を
抱
え
て
お
り
、
こ
の
状
況
を

打
破
す
る
た
め
に
ベ
ン
チ
ャ
ー
企
業
の
存
在

が
よ
り
重
要
に
な
っ
て
き
て
い
る
。

　
二
〇
〇
四
（
平
成
十
六
）
年
、
国
立
大
学

が
法
人
化
さ
れ
、
従
来
の
教
育
研
究
に
加
え

大
学
の
研
究
成
果
を
社
会
に
生
か
す
こ
と
が

大
学
の
本
務
に
な
っ
た
。
こ
の
法
人
化
に
先

立
ち
、
一
九
九
九
（
平
成
十
一
）
年
に
は
産

業
活
力
再
生
特
別
措
置
法
第
三
十
条
に
よ

り
、
政
府
資
金
に
よ
る
委
託
研
究
開
発
か
ら

派
生
し
た
特
許
権
等
を
民
間
企
業
に
帰
属
さ

せ
る
こ
と
が
可
能
に
な
り
、
政
府
資
金
に
よ

る
民
間
企
業
や
大
学
で
の
研
究
開
発
等
を
活

性
化
さ
せ
る
こ
と
に
な
っ
た
が
、
国
立
大
学

の
法
人
化
に
よ
っ
て
そ
れ
が
実
質
的
に
動
き

始
め
た
。

　
そ
の
法
人
化
か
ら
十
二
年
が
経
ち
、
起

業
に
対
す
る
意
識
も
少
し
ず
つ
変
わ
り
つ
つ

あ
る
。

　
ま
ず
は
、
学
生
や
若
い
人
の
変
化
で
あ
る
。

東
京
大
学
の
産
学
連
携
本
部
で
は
二
〇
〇
五

（
平
成
十
七
）
年
か
ら
「
東
京
大
学
ア
ン
ト
レ

プ
レ
ナ
ー
道
場
」
を
実
施
し
て
い
る
が
、
初

年
度
に
は
二
百
八
十
名
も
の
学
生
の
参
加
が

あ
っ
た
。こ
の
道
場
は
、
学
部
生
や
大
学
院
生
、

博
士
研
究
員
（
ポ
ス
ド
ク
）
を
対
象
に
、
起

業
の
意
義
や
考
え
方
、
ど
う
や
っ
て
自
分
の

ア
イ
デ
ア
を
基
に
起
業
で
き
る
か
、
自
分
の

研
究
成
果
で
あ
る
発
明
な
ど
の
知
的
財
産
を

ビ
ジ
ネ
ス
に
ど
う
結
び
付
け
る
こ
と
が
で
き

る
か
に
つ
い
て
初
歩
か
ら
段
階
的
に
学
ぶ
プ

ロ
グ
ラ
ム
で
あ
る
。
卒
業
生
も
相
当
数
に
上

り
、
十
一
年
間
で
八
十
数
名
が
起
業
し
、
六

十
数
社
が
誕
生
し
た
。

　
第
一
期
に
参
加
し
た
朝
倉
祐
介
氏
は
、
在

学
中
に
同
級
生
と
技
術
ベ
ン
チ
ャ
ー
企
業
の

ネ
イ
キ
ッ
ド
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
を
立
ち
上
げ
た
。

同
社
は
後
に
ミ
ク
シ
ィ
に
買
収
さ
れ
、
朝
倉

氏
は
ミ
ク
シ
ィ
の
代
表
取
締
役
に
就
任
す
る

こ
と
と
な
る
。

　
道
場
の
卒
業
生
で
は
な
い
が
、
他
に
も
、

ユ
ー
グ
レ
ナ
を
創
業
し
た
出
雲
充
氏
、
ラ
イ

フ
ネ
ッ
ト
生
命
保
険
を
創
業
し
た
岩
瀬
大
輔

氏
、
オ
イ
シ
ッ
ク
ス
を
創
業
し
た
高
島
宏
平

氏
ら
、
ロ
ー
ル
モ
デ
ル
と
な
る
よ
う
な
起
業

家
が
出
て
き
て
、
ベ
ン
チ
ャ
ー
企
業
に
対
す

る
学
生
の
意
識
も
変
わ
っ
て
き
た
。

　
ま
た
、
東
京
大
学
で
は
法
人
化
の
年
に
、

ベ
ン
チ
ャ
ー
キ
ャ
ピ
タ
ル
（
V
C
）
も
立
ち

上
げ
、
こ
れ
ま
で
六
十
七
社
に
投
資
し
、

九
社
が
株
式
上
場
、
八
社
が
M
&
A
を
果
た

し
た
。

　
次
に
、
研
究
者
の
意
識
の
変
化
で
あ
る
。

基
礎
研
究
は
大
学
の
根
幹
を
な
す
部
分
で
あ

る
が
、
学
術
的
な
貢
献
だ
け
で
な
く
、
自
ら

の
研
究
を
世
の
中
に
ど
う
役
立
て
て
い
く
か

を
意
識
す
る
研
究
者
も
増
え
て
き
た
。

　
サ
イ
バ
ー
ダ
イ
ン
は
、
筑
波
大
学
大
学
院

の
山
海
嘉
之
教
授
の
研
究
成
果
を
基
に
設
立

さ
れ
た
ベ
ン
チ
ャ
ー
企
業
で
あ
る
。
サ
イ
バ

ニ
ク
ス
技
術
が
駆
使
さ
れ
た
ロ
ボ
ッ
ト
ス
ー
ツ

を
、医
療
・
介
護
・
福
祉
、重
作
業
、エ
ン
タ
ー

テ
イ
ン
メ
ン
ト
の
分
野
で
展
開
し
て
お
り
、

時
価
総
額
二
千
億
円
を
超
え
る
ま
で
の
企
業

に
な
っ
た
。

　
そ
し
て
、
最
後
に
変
化
が
み
ら
れ
て
き
た

の
が
大
企
業
で
あ
る
。か
つ
て
は
、ベ
ン
チ
ャ
ー

企
業
は
日
本
経
済
の
活
性
化
に
大
切
な
存
在

で
あ
る
と
い
う
見
方
だ
っ
た
の
が
、
最
近
で

は
ベ
ン
チ
ャ
ー
企
業
の
育
成
な
し
に
自
分
た

ち
は
生
き
残
れ
な
い
と
い
う
考
え
を
持
つ
企

業
も
み
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
き
た
。

　
事
実
、
一
九
九
八
（
平
成
十
）
年
の
設
立

な
が
ら
、
時
価
総
額
が
ト
ヨ
タ
自
動
車
の
二
・

五
倍
に
も
な
る
米
国
の
グ
ー
グ
ル
は
、
年
間

七
十
社
も
の
企
業
を
買
収
し
て
い
る
。
ま
た
、

ゼ
ネ
ラ
ル
・
エ
レ
ク
ト
リ
ッ
ク
（
G
E
）
は
、

ジ
ャ
ッ
ク
・
ウ
ェ
ル
チ
が
C
E
O
だ
っ
た
一
九

八
一
（
昭
和
五
十
六
）
年
か
ら
二
〇
〇
一
（
平

成
十
三
）
年
ま
で
で
八
百
九
十
件
も
の

M
&
A
を
行
っ
た
。
こ
う
し
た
米
国
で
の
動

き
を
背
景
に
、
外
部
の
技
術
や
ア
イ
デ
ア
を

自
社
の
中
に
積
極
的
に
取
り
入
れ
、
革
新
的

な
ビ
ジ
ネ
ス
モ
デ
ル
や
製
品
開
発
に
つ
な
げ

る
「
オ
ー
プ
ン
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
」
を
声
高
に

掲
げ
る
企
業
が
日
本
に
も
増
え
て
き
た
こ
と

は
、
こ
こ
数
年
の
大
き
な
変
化
だ
と
い
え
る
。

　
ベ
ン
チ
ャ
ー
企
業
の
出
口
戦
略
は
、
米
国

で
は
M
&
A
が
九
十
％
以
上
を
占
め
る
の
に

対
し
、
日
本
は
株
式
上
場
（
I
P
O
）
が
い

ま
だ
主
流
で
あ
る
。
し
か
し
近
年
で
は
、
企

業
が
自
己
資
金
で
自
ら
投
資
活
動
を
行
い
、

外
部
の
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
を
買
う
な
ど
、
コ
ー

ポ
レ
ー
ト
ベ
ン
チ
ャ
ー
キ
ャ
ピ
タ
ル
の
動
き
も

活
発
化
し
て
い
る
。

　
こ
う
し
た
流
れ
が
よ
り
強
ま
り
、
日
本
の

大
学
で
培
っ
た
技
術
が
国
内
企
業
で
生
か
し

て
も
ら
え
る
よ
う
に
な
れ
ば
、
技
術
の
海
外

流
出
も
防
げ
る
し
、
国
策
に
か
な
う
だ
ろ
う
。

　
起
業
家
教
育
と
は
、
決
し
て
会
社
を
つ
く

る
た
め
だ
け
の
教
育
で
は
な
い
。
問
題
を
発

見
し
て
再
定
義
し
、
解
決
方
法
を
考
え
、
お

金
が
回
る
よ
う
に
処
方
箋
を
書
く
能
力
は
、

水
泳
を
覚
え
る
の
と
同
じ
で
、
一
度
身
に
付

け
れ
ば
一
生
使
え
る
価
値
が
あ
る
。
そ
れ
は
、

経
営
者
だ
け
で
な
く
、
企
業
内
の
研
究
者
、

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
な
ど
、
さ
ま

ざ
ま
な
立
場
に
お
い
て
応
用
が
利
く
も
の
で

あ
る
。

　
最
近
で
は
、
自
治
体
主
催
や
、
企
業
が
関

わ
る
形
で
の
ビ
ジ
ネ
ス
プ
ラ
ン
コ
ン
テ
ス
ト
が

増
え
て
き
た
。
た
だ
、
プ
ラ
ン
が
で
き
た
だ

け
で
は
う
ま
く
い
く
こ
と
は
な
く
、
プ
ラ
ン

か
ら
実
際
の
ビ
ジ
ネ
ス
が
生
ま
れ
る
ま
で
に

は
、
経
験
則
で
い
っ
て
最
初
の
プ
ラ
ン
の
影

も
形
も
な
く
な
る
く
ら
い
の
練
り
直
し
が
必

要
に
な
る
。

　
そ
こ
で
大
切
な
の
は
、
ビ
ジ
ネ
ス
と
し
て

の
伸
び
し
ろ
を
見
い
だ
せ
る
メ
ン
タ
ー
（
指
南

役
）
を
見
つ
け
る
こ
と
で
あ
る
。
メ
ン
タ
ー
や

V
C
と
共
に
あ
ち
こ
ち
へ
と
駆
け
回
る
う
ち

に
、
既
存
の
競
争
企
業
と
の
違
い
や
、
資
金

が
調
達
で
き
る
製
品
・
サ
ー
ビ
ス
の
姿
が
見

え
て
く
る
。
当
然
、
そ
こ
に
至
る
に
は
あ
る

程
度
の
時
間
と
資
金
が
か
か
る
だ
ろ
う
。
ま

た
、
同
じ
志
を
持
っ
た
人
が
集
ま
る
イ
ン
キ
ュ

ベ
ー
シ
ョ
ン
施
設
も
重
要
な
存
在
で
あ
る
。

　
特
に
、
技
術
ベ
ン
チ
ャ
ー
の
場
合
は
、
学

術
論
文
と
し
て
は
面
白
い
け
れ
ど
も
、
い
つ

ま
で
た
っ
て
も
ビ
ジ
ネ
ス
の
匂
い
が
し
な
い

と
い
う
ケ
ー
ス
が
多
い
。
技
術
ベ
ン
チ
ャ
ー

を
成
功
に
導
く
た
め
に
は
、
ベ
ン
チ
ャ
ー
の

持
つ
技
術
を
学
術
の
世
界
に
と
ど
め
る
の
で

は
な
く
、
既
存
の
も
の
と
ど
う
競
争
し
、

お
客
さ
ま
か
ら
見
た
と
き
に
ど
ん
な
プ
ラ
ス

ア
ル
フ
ァ
に
な
る
か
を
考
え
、
そ
の
技
術
を

ベ
ー
ス
に
ビ
ジ
ネ
ス
の
匂
い
が
す
る
事
業
化

構
想
〝
シ
ョ
ー
ケ
ー
ス
〞
に
仕
立
て
上
げ
る

必
要
が
あ
る
。

　
こ
れ
は
大
学
発
ベ
ン
チ
ャ
ー
だ
け
で
な
く
、

企
業
と
の
共
同
研
究
で
も
重
要
な
こ
と
で
あ

る
。
東
京
大
学
で
は
年
間
千
六
百
も
の
共
同

研
究
を
行
っ
て
い
る
が
、
ニ
ー
ズ
や
シ
ー
ズ

と
い
う
見
方
よ
り
も
、
事
業
の
構
想
力
こ
そ

が
求
め
ら
れ
て
い
る
よ
う
に
感
じ
る
こ
と
が

多
い
。
シ
ー
ズ
を
ニ
ー
ズ
の
視
点
か
ら
再
定

義
し
、
事
業
構
想
に
結
び
付
け
る
力
で
あ
る
。

そ
う
し
た
プ
ロ
デ
ュ
ー
サ
ー
と
な
る
よ
う
な

イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
の
担
い
手
不
足
は
、
大
企

業
で
も
顕
著
で
あ
り
、
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー

や
目
利
き
人
材
が
今
大
学
や
企
業
に
も
求
め

ら
れ
て
い
る
の
だ
ろ
う
。

　
米
国
カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
州
は
二
十
世
紀
初

頭
ま
で
は
未
開
の
地
で
あ
っ
た
が
、
今
で
は

世
界
的
企
業
を
輩
出
す
る
地
と
し
て
広
く
知

ら
れ
て
い
る
。
こ
の
シ
リ
コ
ン
バ
レ
ー
の
形
成

の
裏
に
は
、
脈
々
と
続
く
歴
史
の
積
み
重
ね

が
あ
る
。

　
米
国
で
新
産
業
創
出
や
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン

に
大
き
く
寄
与
し
て
き
た
重
要
な
要
素
の
一

つ
が
大
学
で
あ
る
。
一
九
三
九
（
昭
和
十
四
）

年
に
ス
タ
ン
フ
ォ
ー
ド
大
学
の
教
授
と
大
学

院
卒
業
生
に
よ
り
設
立
さ
れ
た
ヒ
ュ
ー
レ
ッ

ト
・
パ
ッ
カ
ー
ド
、
同
大
学
と
カ
リ
フ
ォ
ル

ニ
ア
大
学
の
二
人
の
教
授
の
特
許
を
ベ
ー
ス

に
し
て
設
立
さ
れ
た
ジ
ェ
ネ
ン
テ
ッ
ク
、
ス
タ

ン
フ
ォ
ー
ド
大
学
の
大
学
院
生
ら
に
よ
っ
て

設
立
さ
れ
た
グ
ー
グ
ル
な
ど
、
大
学
は
イ
ノ

ベ
ー
シ
ョ
ン
の
大
き
な
源
に
な
っ
て
き
た
。

　
さ
ら
に
、
半
導
体
メ
ー
カ
ー
の
フ
ェ
ア
チ
ャ

イ
ル
ド
か
ら
独
立
し
た
人
が
イ
ン
テ
ル
を
設

立
す
る
な
ど
、
企
業
か
ら
の
独
立
の
連
鎖
も

大
き
な
流
れ
を
形
成
し
て
い
っ
た
と
い
え
る
。

　
た
だ
し
、
シ
リ
コ
ン
バ
レ
ー
の
イ
ノ
ベ
ー

シ
ョ
ン
・
エ
コ
シ
ス
テ
ム
は
、
単
に
大
学
の

技
術
が
ベ
ン
チ
ャ
ー
を
通
し
て
事
業
化
さ
れ
、

新
産
業
を
創
出
し
、
雇
用
を
生
み
出
し
た
こ

と
だ
け
で
生
ま
れ
た
も
の
で
は
な
い
。
社
会

の
さ
ま
ざ
ま
な
構
成
要
素
や
ス
テ
ー
ク
ホ
ル

ダ
ー
間
の
制
度
的
補
完
性
を
伴
っ
た
、
継
続

的
な
社
会
変
革
が
積
み
重
な
っ
た
か
ら
こ
そ
、

今
に
至
っ
て
い
る
こ
と
を
付
け
加
え
て
お
き

た
い
。

　
こ
う
し
た
形
成
の
過
程
を
日
本
が
そ
の
ま

ま
真
似
す
る
必
要
は
な
い
が
、
起
業
家
が
生

ま
れ
る
メ
カ
ニ
ズ
ム
を
つ
く
る
こ
と
は
非
常

に
重
要
で
あ
る
。

　
企
業
の
伝
播
と
い
う
点
で
は
、I
T
や
ゲ
ー

ム
の
企
業
で
は
そ
う
し
た
動
き
が
生
ま
れ
つ

つ
あ
る
。
楽
天
や
D
e
N
A
、
ミ
ク
シ
ィ
な

ど
に
い
た
人
が
起
業
し
、
さ
ら
に
そ
の
会
社

か
ら
次
の
起
業
家
が
生
ま
れ
る
と
い
う
連
鎖

で
あ
る
。
ま
た
、
成
功
し
た
起
業
家
が
V
C

を
始
め
る
こ
と
も
、
重
要
な
流
れ
で
あ
る
。

　
そ
う
し
た
メ
カ
ニ
ズ
ム
は
、
地
域
の
起
業

家
育
成
に
お
い
て
も
不
可
欠
で
あ
る
。
地
元

の
大
学
が
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
の
核
と
な
り
、

地
元
の
大
企
業
が
地
元
の
ベ
ン
チ
ャ
ー
企
業

を
応
援
す
る
仕
組
み
や
、
暮
ら
し
や
す
い
街

に
す
る
サ
ー
ビ
ス
を
担
う
N
P
O
を
行
政
が

支
援
す
る
と
い
う
仕
組
み
で
あ
る
。

　
し
か
し
、
制
度
が
で
き
れ
ば
起
業
家
が
育

つ
わ
け
で
は
な
く
、
ビ
ジ
ネ
ス
に
つ
な
げ
て

い
く
に
は
、
起
業
家
を
指
導
し
、
事
業
を
共

に
育
て
て
い
く
メ
ン
タ
ー
や
、
最
初
の
お
客

さ
ま
に
な
る
よ
う
な
パ
ト
ロ
ン
も
必
要
だ
ろ

う
。
事
業
開
発
の
経
験
者
や
コ
ン
サ
ル
タ
ン

ト
、
会
計
士
だ
け
で
な
く
、
地
元
の
商
工
会

議
所
や
ニ
ュ
ー
ビ
ジ
ネ
ス
協
議
会
に
メ
ン

タ
ー
と
し
て
力
を
借
り
る
こ
と
も
一
つ
の
方

法
で
あ
る
。

　
そ
し
て
、
地
域
か
ら
生
ま
れ
た
資
源
や
人

と
の
つ
な
が
り
を
ベ
ー
ス
に
、
連
鎖
を
生
ん

で
い
く
こ
と
が
重
要
で
あ
る
。
今
の
若
い
経

営
者
の
中
に
は
、
出
身
大
学
で
講
義
を
し
た

り
、
出
身
地
で
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
役
を
引

き
受
け
た
り
す
る
こ
と
に
熱
心
な
人
も
多
い
。

今
は
地
元
に
在
住
し
て
い
な
く
て
も
、
地
元

出
身
者
で
優
秀
な
経
営
者
が
い
れ
ば
、
そ
の

人
を
核
に
し
て
人
脈
を
広
げ
た
り
、
土
壌
を

つ
く
っ
て
い
く
こ
と
で
、
可
能
性
は
広
が
っ
て

い
く
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
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他
の
先
進
国
に
比
べ
、
日
本
は
起
業
へ
の

意
識
が
低
い
と
い
わ
れ
て
い
る
が
、
か
つ
て
の

日
本
に
は
偉
大
な
起
業
家
が
多
数
存
在
し
て

い
た
。
一
九
三
七
（
昭
和
十
二
）
年
に
ト
ヨ

タ
自
動
車
工
業
（
現
・
ト
ヨ
タ
自
動
車
）
を

創
業
し
た
豊
田
喜
一
郎
、
一
九
四
六
（
昭
和

二
十
一
）
年
に
東
京
通
信
工
業
（
現
・
ソ
ニ
ー
）

を
創
業
し
た
井
深
大
と
盛
田
昭
夫
、
一
九
四

八
（
昭
和
二
十
三
）
年
に
本
田
技
研
工
業
を

設
立
し
た
本
田
宗
一
郎
ら
、
歴
史
に
名
を
刻

む
起
業
家
に
よ
っ
て
生
ま
れ
た
企
業
は
今
日

も
日
本
を
牽
引
す
る
存
在
で
あ
り
、
大
企
業

の
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
に
対
す
る
期
待
は
、
メ

デ
ィ
ア
も
含
め
、
依
然
と
し
て
高
い
。

　
一
方
、
大
企
業
が
長
年
成
功
し
続
け
て
き

た
こ
と
で
、
新
し
い
ア
イ
デ
ア
や
技
術
を
基

に
ビ
ジ
ネ
ス
を
展
開
す
る
ベ
ン
チ
ャ
ー
企
業

に
対
す
る
大
企
業
の
目
線
は
、
同
じ
高
さ
で

は
な
く
な
っ
て
き
た
。
日
本
に
お
け
る
ベ
ン

チ
ャ
ー
企
業
の
位
置
付
け
に
は
今
も
そ
の
意

識
が
影
響
し
て
い
る
の
だ
ろ
う
。

　
し
か
し
、
大
企
業
も
今
、
さ
ま
ざ
ま
な
意

味
で
閉
塞
感
を
抱
え
て
お
り
、
こ
の
状
況
を

打
破
す
る
た
め
に
ベ
ン
チ
ャ
ー
企
業
の
存
在

が
よ
り
重
要
に
な
っ
て
き
て
い
る
。

　
二
〇
〇
四
（
平
成
十
六
）
年
、
国
立
大
学

が
法
人
化
さ
れ
、
従
来
の
教
育
研
究
に
加
え

大
学
の
研
究
成
果
を
社
会
に
生
か
す
こ
と
が

大
学
の
本
務
に
な
っ
た
。
こ
の
法
人
化
に
先

立
ち
、
一
九
九
九
（
平
成
十
一
）
年
に
は
産

業
活
力
再
生
特
別
措
置
法
第
三
十
条
に
よ

り
、
政
府
資
金
に
よ
る
委
託
研
究
開
発
か
ら

派
生
し
た
特
許
権
等
を
民
間
企
業
に
帰
属
さ

せ
る
こ
と
が
可
能
に
な
り
、
政
府
資
金
に
よ

る
民
間
企
業
や
大
学
で
の
研
究
開
発
等
を
活

性
化
さ
せ
る
こ
と
に
な
っ
た
が
、
国
立
大
学

の
法
人
化
に
よ
っ
て
そ
れ
が
実
質
的
に
動
き

始
め
た
。

　
そ
の
法
人
化
か
ら
十
二
年
が
経
ち
、
起

業
に
対
す
る
意
識
も
少
し
ず
つ
変
わ
り
つ
つ

あ
る
。

　
ま
ず
は
、
学
生
や
若
い
人
の
変
化
で
あ
る
。

東
京
大
学
の
産
学
連
携
本
部
で
は
二
〇
〇
五

（
平
成
十
七
）
年
か
ら
「
東
京
大
学
ア
ン
ト
レ

プ
レ
ナ
ー
道
場
」
を
実
施
し
て
い
る
が
、
初

年
度
に
は
二
百
八
十
名
も
の
学
生
の
参
加
が

あ
っ
た
。こ
の
道
場
は
、
学
部
生
や
大
学
院
生
、

博
士
研
究
員
（
ポ
ス
ド
ク
）
を
対
象
に
、
起

業
の
意
義
や
考
え
方
、
ど
う
や
っ
て
自
分
の

ア
イ
デ
ア
を
基
に
起
業
で
き
る
か
、
自
分
の

研
究
成
果
で
あ
る
発
明
な
ど
の
知
的
財
産
を

ビ
ジ
ネ
ス
に
ど
う
結
び
付
け
る
こ
と
が
で
き

る
か
に
つ
い
て
初
歩
か
ら
段
階
的
に
学
ぶ
プ

ロ
グ
ラ
ム
で
あ
る
。
卒
業
生
も
相
当
数
に
上

り
、
十
一
年
間
で
八
十
数
名
が
起
業
し
、
六

十
数
社
が
誕
生
し
た
。

　
第
一
期
に
参
加
し
た
朝
倉
祐
介
氏
は
、
在

学
中
に
同
級
生
と
技
術
ベ
ン
チ
ャ
ー
企
業
の

ネ
イ
キ
ッ
ド
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
を
立
ち
上
げ
た
。

同
社
は
後
に
ミ
ク
シ
ィ
に
買
収
さ
れ
、
朝
倉

氏
は
ミ
ク
シ
ィ
の
代
表
取
締
役
に
就
任
す
る

こ
と
と
な
る
。

　
道
場
の
卒
業
生
で
は
な
い
が
、
他
に
も
、

ユ
ー
グ
レ
ナ
を
創
業
し
た
出
雲
充
氏
、
ラ
イ

フ
ネ
ッ
ト
生
命
保
険
を
創
業
し
た
岩
瀬
大
輔

氏
、
オ
イ
シ
ッ
ク
ス
を
創
業
し
た
高
島
宏
平

氏
ら
、
ロ
ー
ル
モ
デ
ル
と
な
る
よ
う
な
起
業

家
が
出
て
き
て
、
ベ
ン
チ
ャ
ー
企
業
に
対
す

る
学
生
の
意
識
も
変
わ
っ
て
き
た
。

　
ま
た
、
東
京
大
学
で
は
法
人
化
の
年
に
、

ベ
ン
チ
ャ
ー
キ
ャ
ピ
タ
ル
（
V
C
）
も
立
ち

上
げ
、
こ
れ
ま
で
六
十
七
社
に
投
資
し
、

九
社
が
株
式
上
場
、
八
社
が
M
&
A
を
果
た

し
た
。

　
次
に
、
研
究
者
の
意
識
の
変
化
で
あ
る
。

基
礎
研
究
は
大
学
の
根
幹
を
な
す
部
分
で
あ

る
が
、
学
術
的
な
貢
献
だ
け
で
な
く
、
自
ら

の
研
究
を
世
の
中
に
ど
う
役
立
て
て
い
く
か

を
意
識
す
る
研
究
者
も
増
え
て
き
た
。

　
サ
イ
バ
ー
ダ
イ
ン
は
、
筑
波
大
学
大
学
院

の
山
海
嘉
之
教
授
の
研
究
成
果
を
基
に
設
立

さ
れ
た
ベ
ン
チ
ャ
ー
企
業
で
あ
る
。
サ
イ
バ

ニ
ク
ス
技
術
が
駆
使
さ
れ
た
ロ
ボ
ッ
ト
ス
ー
ツ

を
、医
療
・
介
護
・
福
祉
、重
作
業
、エ
ン
タ
ー

テ
イ
ン
メ
ン
ト
の
分
野
で
展
開
し
て
お
り
、

時
価
総
額
二
千
億
円
を
超
え
る
ま
で
の
企
業

に
な
っ
た
。

　
そ
し
て
、
最
後
に
変
化
が
み
ら
れ
て
き
た

の
が
大
企
業
で
あ
る
。か
つ
て
は
、ベ
ン
チ
ャ
ー

企
業
は
日
本
経
済
の
活
性
化
に
大
切
な
存
在

で
あ
る
と
い
う
見
方
だ
っ
た
の
が
、
最
近
で

は
ベ
ン
チ
ャ
ー
企
業
の
育
成
な
し
に
自
分
た

ち
は
生
き
残
れ
な
い
と
い
う
考
え
を
持
つ
企

業
も
み
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
き
た
。

　
事
実
、
一
九
九
八
（
平
成
十
）
年
の
設
立

な
が
ら
、
時
価
総
額
が
ト
ヨ
タ
自
動
車
の
二
・

五
倍
に
も
な
る
米
国
の
グ
ー
グ
ル
は
、
年
間

七
十
社
も
の
企
業
を
買
収
し
て
い
る
。
ま
た
、

ゼ
ネ
ラ
ル
・
エ
レ
ク
ト
リ
ッ
ク
（
G
E
）
は
、

ジ
ャ
ッ
ク
・
ウ
ェ
ル
チ
が
C
E
O
だ
っ
た
一
九

八
一
（
昭
和
五
十
六
）
年
か
ら
二
〇
〇
一
（
平

成
十
三
）
年
ま
で
で
八
百
九
十
件
も
の

M
&
A
を
行
っ
た
。
こ
う
し
た
米
国
で
の
動

き
を
背
景
に
、
外
部
の
技
術
や
ア
イ
デ
ア
を

自
社
の
中
に
積
極
的
に
取
り
入
れ
、
革
新
的

な
ビ
ジ
ネ
ス
モ
デ
ル
や
製
品
開
発
に
つ
な
げ

る
「
オ
ー
プ
ン
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
」
を
声
高
に

掲
げ
る
企
業
が
日
本
に
も
増
え
て
き
た
こ
と

は
、
こ
こ
数
年
の
大
き
な
変
化
だ
と
い
え
る
。

　
ベ
ン
チ
ャ
ー
企
業
の
出
口
戦
略
は
、
米
国

で
は
M
&
A
が
九
十
％
以
上
を
占
め
る
の
に

対
し
、
日
本
は
株
式
上
場
（
I
P
O
）
が
い

ま
だ
主
流
で
あ
る
。
し
か
し
近
年
で
は
、
企

業
が
自
己
資
金
で
自
ら
投
資
活
動
を
行
い
、

外
部
の
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
を
買
う
な
ど
、
コ
ー

ポ
レ
ー
ト
ベ
ン
チ
ャ
ー
キ
ャ
ピ
タ
ル
の
動
き
も

活
発
化
し
て
い
る
。

　
こ
う
し
た
流
れ
が
よ
り
強
ま
り
、
日
本
の

大
学
で
培
っ
た
技
術
が
国
内
企
業
で
生
か
し

て
も
ら
え
る
よ
う
に
な
れ
ば
、
技
術
の
海
外

流
出
も
防
げ
る
し
、
国
策
に
か
な
う
だ
ろ
う
。

　
起
業
家
教
育
と
は
、
決
し
て
会
社
を
つ
く

る
た
め
だ
け
の
教
育
で
は
な
い
。
問
題
を
発

見
し
て
再
定
義
し
、
解
決
方
法
を
考
え
、
お

金
が
回
る
よ
う
に
処
方
箋
を
書
く
能
力
は
、

水
泳
を
覚
え
る
の
と
同
じ
で
、
一
度
身
に
付

け
れ
ば
一
生
使
え
る
価
値
が
あ
る
。
そ
れ
は
、

経
営
者
だ
け
で
な
く
、
企
業
内
の
研
究
者
、

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
な
ど
、
さ
ま

ざ
ま
な
立
場
に
お
い
て
応
用
が
利
く
も
の
で

あ
る
。

　
最
近
で
は
、
自
治
体
主
催
や
、
企
業
が
関

わ
る
形
で
の
ビ
ジ
ネ
ス
プ
ラ
ン
コ
ン
テ
ス
ト
が

増
え
て
き
た
。
た
だ
、
プ
ラ
ン
が
で
き
た
だ

け
で
は
う
ま
く
い
く
こ
と
は
な
く
、
プ
ラ
ン

か
ら
実
際
の
ビ
ジ
ネ
ス
が
生
ま
れ
る
ま
で
に

は
、
経
験
則
で
い
っ
て
最
初
の
プ
ラ
ン
の
影

も
形
も
な
く
な
る
く
ら
い
の
練
り
直
し
が
必

要
に
な
る
。

　
そ
こ
で
大
切
な
の
は
、
ビ
ジ
ネ
ス
と
し
て

の
伸
び
し
ろ
を
見
い
だ
せ
る
メ
ン
タ
ー
（
指
南

役
）
を
見
つ
け
る
こ
と
で
あ
る
。
メ
ン
タ
ー
や

V
C
と
共
に
あ
ち
こ
ち
へ
と
駆
け
回
る
う
ち

に
、
既
存
の
競
争
企
業
と
の
違
い
や
、
資
金

が
調
達
で
き
る
製
品
・
サ
ー
ビ
ス
の
姿
が
見

え
て
く
る
。
当
然
、
そ
こ
に
至
る
に
は
あ
る

程
度
の
時
間
と
資
金
が
か
か
る
だ
ろ
う
。
ま

た
、
同
じ
志
を
持
っ
た
人
が
集
ま
る
イ
ン
キ
ュ

ベ
ー
シ
ョ
ン
施
設
も
重
要
な
存
在
で
あ
る
。

　
特
に
、
技
術
ベ
ン
チ
ャ
ー
の
場
合
は
、
学

術
論
文
と
し
て
は
面
白
い
け
れ
ど
も
、
い
つ

ま
で
た
っ
て
も
ビ
ジ
ネ
ス
の
匂
い
が
し
な
い

と
い
う
ケ
ー
ス
が
多
い
。
技
術
ベ
ン
チ
ャ
ー

を
成
功
に
導
く
た
め
に
は
、
ベ
ン
チ
ャ
ー
の

持
つ
技
術
を
学
術
の
世
界
に
と
ど
め
る
の
で

は
な
く
、
既
存
の
も
の
と
ど
う
競
争
し
、

お
客
さ
ま
か
ら
見
た
と
き
に
ど
ん
な
プ
ラ
ス

ア
ル
フ
ァ
に
な
る
か
を
考
え
、
そ
の
技
術
を

ベ
ー
ス
に
ビ
ジ
ネ
ス
の
匂
い
が
す
る
事
業
化

構
想
〝
シ
ョ
ー
ケ
ー
ス
〞
に
仕
立
て
上
げ
る

必
要
が
あ
る
。

　
こ
れ
は
大
学
発
ベ
ン
チ
ャ
ー
だ
け
で
な
く
、

企
業
と
の
共
同
研
究
で
も
重
要
な
こ
と
で
あ

る
。
東
京
大
学
で
は
年
間
千
六
百
も
の
共
同

研
究
を
行
っ
て
い
る
が
、
ニ
ー
ズ
や
シ
ー
ズ

と
い
う
見
方
よ
り
も
、
事
業
の
構
想
力
こ
そ

が
求
め
ら
れ
て
い
る
よ
う
に
感
じ
る
こ
と
が

多
い
。
シ
ー
ズ
を
ニ
ー
ズ
の
視
点
か
ら
再
定

義
し
、
事
業
構
想
に
結
び
付
け
る
力
で
あ
る
。

そ
う
し
た
プ
ロ
デ
ュ
ー
サ
ー
と
な
る
よ
う
な

イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
の
担
い
手
不
足
は
、
大
企

業
で
も
顕
著
で
あ
り
、
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー

や
目
利
き
人
材
が
今
大
学
や
企
業
に
も
求
め

ら
れ
て
い
る
の
だ
ろ
う
。

　
米
国
カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
州
は
二
十
世
紀
初

頭
ま
で
は
未
開
の
地
で
あ
っ
た
が
、
今
で
は

世
界
的
企
業
を
輩
出
す
る
地
と
し
て
広
く
知

ら
れ
て
い
る
。
こ
の
シ
リ
コ
ン
バ
レ
ー
の
形
成

の
裏
に
は
、
脈
々
と
続
く
歴
史
の
積
み
重
ね

が
あ
る
。

　
米
国
で
新
産
業
創
出
や
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン

に
大
き
く
寄
与
し
て
き
た
重
要
な
要
素
の
一

つ
が
大
学
で
あ
る
。
一
九
三
九
（
昭
和
十
四
）

年
に
ス
タ
ン
フ
ォ
ー
ド
大
学
の
教
授
と
大
学

院
卒
業
生
に
よ
り
設
立
さ
れ
た
ヒ
ュ
ー
レ
ッ

ト
・
パ
ッ
カ
ー
ド
、
同
大
学
と
カ
リ
フ
ォ
ル

ニ
ア
大
学
の
二
人
の
教
授
の
特
許
を
ベ
ー
ス

に
し
て
設
立
さ
れ
た
ジ
ェ
ネ
ン
テ
ッ
ク
、
ス
タ

ン
フ
ォ
ー
ド
大
学
の
大
学
院
生
ら
に
よ
っ
て

設
立
さ
れ
た
グ
ー
グ
ル
な
ど
、
大
学
は
イ
ノ

ベ
ー
シ
ョ
ン
の
大
き
な
源
に
な
っ
て
き
た
。

　
さ
ら
に
、
半
導
体
メ
ー
カ
ー
の
フ
ェ
ア
チ
ャ

イ
ル
ド
か
ら
独
立
し
た
人
が
イ
ン
テ
ル
を
設

立
す
る
な
ど
、
企
業
か
ら
の
独
立
の
連
鎖
も

大
き
な
流
れ
を
形
成
し
て
い
っ
た
と
い
え
る
。

　
た
だ
し
、
シ
リ
コ
ン
バ
レ
ー
の
イ
ノ
ベ
ー

シ
ョ
ン
・
エ
コ
シ
ス
テ
ム
は
、
単
に
大
学
の

技
術
が
ベ
ン
チ
ャ
ー
を
通
し
て
事
業
化
さ
れ
、

新
産
業
を
創
出
し
、
雇
用
を
生
み
出
し
た
こ

と
だ
け
で
生
ま
れ
た
も
の
で
は
な
い
。
社
会

の
さ
ま
ざ
ま
な
構
成
要
素
や
ス
テ
ー
ク
ホ
ル

ダ
ー
間
の
制
度
的
補
完
性
を
伴
っ
た
、
継
続

的
な
社
会
変
革
が
積
み
重
な
っ
た
か
ら
こ
そ
、

今
に
至
っ
て
い
る
こ
と
を
付
け
加
え
て
お
き

た
い
。

　
こ
う
し
た
形
成
の
過
程
を
日
本
が
そ
の
ま

ま
真
似
す
る
必
要
は
な
い
が
、
起
業
家
が
生

ま
れ
る
メ
カ
ニ
ズ
ム
を
つ
く
る
こ
と
は
非
常

に
重
要
で
あ
る
。

　
企
業
の
伝
播
と
い
う
点
で
は
、I
T
や
ゲ
ー

ム
の
企
業
で
は
そ
う
し
た
動
き
が
生
ま
れ
つ

つ
あ
る
。
楽
天
や
D
e
N
A
、
ミ
ク
シ
ィ
な

ど
に
い
た
人
が
起
業
し
、
さ
ら
に
そ
の
会
社

か
ら
次
の
起
業
家
が
生
ま
れ
る
と
い
う
連
鎖

で
あ
る
。
ま
た
、
成
功
し
た
起
業
家
が
V
C

を
始
め
る
こ
と
も
、
重
要
な
流
れ
で
あ
る
。

　
そ
う
し
た
メ
カ
ニ
ズ
ム
は
、
地
域
の
起
業

家
育
成
に
お
い
て
も
不
可
欠
で
あ
る
。
地
元

の
大
学
が
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
の
核
と
な
り
、

地
元
の
大
企
業
が
地
元
の
ベ
ン
チ
ャ
ー
企
業

を
応
援
す
る
仕
組
み
や
、
暮
ら
し
や
す
い
街

に
す
る
サ
ー
ビ
ス
を
担
う
N
P
O
を
行
政
が

支
援
す
る
と
い
う
仕
組
み
で
あ
る
。

　
し
か
し
、
制
度
が
で
き
れ
ば
起
業
家
が
育

つ
わ
け
で
は
な
く
、
ビ
ジ
ネ
ス
に
つ
な
げ
て

い
く
に
は
、
起
業
家
を
指
導
し
、
事
業
を
共

に
育
て
て
い
く
メ
ン
タ
ー
や
、
最
初
の
お
客

さ
ま
に
な
る
よ
う
な
パ
ト
ロ
ン
も
必
要
だ
ろ

う
。
事
業
開
発
の
経
験
者
や
コ
ン
サ
ル
タ
ン

ト
、
会
計
士
だ
け
で
な
く
、
地
元
の
商
工
会

議
所
や
ニ
ュ
ー
ビ
ジ
ネ
ス
協
議
会
に
メ
ン

タ
ー
と
し
て
力
を
借
り
る
こ
と
も
一
つ
の
方

法
で
あ
る
。

　
そ
し
て
、
地
域
か
ら
生
ま
れ
た
資
源
や
人

と
の
つ
な
が
り
を
ベ
ー
ス
に
、
連
鎖
を
生
ん

で
い
く
こ
と
が
重
要
で
あ
る
。
今
の
若
い
経

営
者
の
中
に
は
、
出
身
大
学
で
講
義
を
し
た

り
、
出
身
地
で
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
役
を
引

き
受
け
た
り
す
る
こ
と
に
熱
心
な
人
も
多
い
。

今
は
地
元
に
在
住
し
て
い
な
く
て
も
、
地
元

出
身
者
で
優
秀
な
経
営
者
が
い
れ
ば
、
そ
の

人
を
核
に
し
て
人
脈
を
広
げ
た
り
、
土
壌
を

つ
く
っ
て
い
く
こ
と
で
、
可
能
性
は
広
が
っ
て

い
く
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
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研
究
成
果
で
社
会
に
貢
献
す
る

起
業
の
連
鎖
を
つ
く
る

地
域
に
お
け
る
起
業
家
育
成

大
企
業
に
お
け
る

オ
ー
プ
ン
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョン
の

必
要
性

ビ
ジ
ネ
ス
の
匂
い
が
す
る

シ
ョ
ー
ケ
ー
ス
に
仕
立
て
上
げ
る
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一
九
九
〇
年
代
の
バ
ブ
ル
経
済
崩
壊
後
の

長
期
不
況
を
乗
り
切
り
、
日
本
経
済
を
活
性

化
す
る
た
め
に
大
学
の
知
を
活
用
し
よ
う
と

い
う
動
き
が
端
緒
と
な
っ
て
生
ま
れ
た
大
学

発
ベ
ン
チ
ャ
ー
。
二
〇
〇
二
（
平
成
十
四
）

年
に
は
経
済
産
業
省
に
よ
り
「
三
年
間
で
大

学
発
ベ
ン
チ
ャ
ー
を
一
千
社
創
出
す
る
」
と

い
う
目
標
が
掲
げ
ら
れ
、
そ
の
後
大
学
発
ベ

ン
チ
ャ
ー
が
本
格
的
に
全
国
で
立
ち
上
げ

ら
れ
た
。

　
広
島
大
学
で
は
バ
イ
オ
や
ナ
ノ
テ
ク
、
材

料
や
も
の
づ
く
り
分
野
を
強
み
に
、
二
〇
一

五
（
平
成
二
十
七
）
年
三
月
末
時
点
で
累
計

五
十
一
社
の
ベ
ン
チ
ャ
ー
が
設
立
さ
れ
た
。
そ

の
う
ち
、
ヒ
ト
肝
細
胞
キ
メ
ラ
マ
ウ
ス
を
用

い
た
新
規
医
療
品
開
発
の
受
託
試
験
サ
ー
ビ

ス
や
遺
伝
子
改
変
動
物
作
製
の
受
託
サ
ー
ビ

ス
、
培
養
毛
乳
頭
細
胞
の
自
家
移
植
に
よ
る

毛
髪
再
生
療
法
の
開
発
事
業
を
展
開
す
る
株

式
会
社
フ
ェ
ニ
ッ
ク
ス
バ
イ
オ
、
ヒ
ト
血
清
を

用
い
た
安
全
な
間
葉
系
幹
細
胞
の
超
増
幅
の

成
功
を
基
に
設
立
さ
れ
た
株
式
会
社
ツ
ー
セ

ル
は
、
今
後
の
株
式
公
開
（
I
P
O
）
も
も

く
ろ
ん
で
い
る
。

　
大
学
発
ベ
ン
チ
ャ
ー
は
二
〇
〇
四
年
度
末

ま
で
に
目
標
の
一
千
社
を
超
え
た
も
の
の
、

単
年
度
設
立
数
は
二
〇
〇
五
年
度
を
ピ
ー
ク

に
減
少
し
、
現
在
は
全
国
で
も
年
平
均
で
四

十
〜
五
十
社
ほ
ど
に
な
っ
て
い
る
。
大
学
発

ベ
ン
チ
ャ
ー
に
立
ち
は
だ
か
る
壁
に
つ
い
て
、

同
大
学
の
産
学
・
地
域
連
携
セ
ン
タ
ー
の
セ

ン
タ
ー
長
を
務
め
、
現
在
は
シ
ニ
ア
ア
ド
バ

イ
ザ
ー
の
髙
田
忠
彦
氏
は
以
下
の
よ
う
に
分

析
す
る
。

「
壁
の
一
つ
は
人
材
不
足
。
ビ
ジ
ネ
ス
プ
ラ
ン

を
つ
く
り
、資
金
を
調
達
し
、販
路
を
開
拓
し
、

経
営
し
て
い
く
に
は
、
そ
れ
ぞ
れ
に
長
け
た

人
材
が
必
要
で
す
。
も
う
一
つ
の
壁
は
、
外

部
環
境
、
す
な
わ
ち
市
場
を
し
っ
か
り
と
分

析
し
、
優
位
性
を
見
い
だ
せ
る
か
ど
う
か
。

要
は
売
れ
る
製
品
や
サ
ー
ビ
ス
に
な
っ
て
い

る
か
ど
う
か
で
す
」

　
そ
も
そ
も
大
学
は
、
研
究
成
果
を
基
に
し

た
シ
ー
ズ
志
向
が
強
い
。
シ
ー
ズ
を
ニ
ー
ズ

の
視
点
か
ら
見
て
再
解
釈
し
、
ビ
ジ
ネ
ス
に

つ
な
げ
て
い
く
に
は
経
験
の
あ
る
メ
ン
タ
ー

（
指
南
役
）
が
不
可
欠
で
あ
る
。

「
一
時
期
に
比
べ
、
大
学
発
ベ
ン
チ
ャ
ー
が
勢

い
を
失
っ
て
い
る
要
因
の
一
つ
に
は
、
失
敗
を

恐
れ
ず
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
て
い
く
『
マ
イ
ン

ド
セ
ッ
ト
』
の
欠
如
が
あ
る
の
で
は
な
い
で

し
ょ
う
か
。
こ
う
し
た
背
景
が
E
D
G
E
プ

ロ
グ
ラ
ム
の
発
足
に
も
つ
な
が
っ
て
い
る
と
思

い
ま
す
」

　
E
D
G
E
プ
ロ
グ
ラ
ム
と
は
、
文
部
科
学

省
が
主
導
す
る
グ
ロ
ー
バ
ル
ア
ン
ト
レ
プ
レ

ナ
ー
育
成
促
進
事
業
の
略
称
で
、
幅
広
い
視

野
や
課
題
発
見
・
解
決
能
力
、
起
業
家
マ
イ

ン
ド
、
事
業
化
志
向
を
持
つ
人
材
の
育
成
や
、

大
学
発
ベ
ン
チ
ャ
ー
が
成
長
す
る
た
め
の
イ

ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
・
エ
コ
シ
ス
テ
ム
の
構
築
を
目

的
に
二
〇
一
四
年
度
よ
り
始
ま
っ
た
。
広
島

大
学
は
、
こ
の
E
D
G
E
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
採

択
さ
れ
た
全
国
十
三
大
学
の
一
つ
で
あ
る
。

　
広
島
大
学
の
「
ひ
ろ
し
ま
ア
ン
ト
レ
プ
レ

ナ
ー
シ
ッ
プ
プ
ロ
グ
ラ
ム
」
で
は
、「
平
和
を

希
求
し
、
人
類
の
福
祉
向
上
を
志
す
」
と
い

う
大
学
理
念
に
基
づ
き
、
起
業
社
会
を
生
き

抜
く
ベ
ン
チ
ャ
ー
マ
イ
ン
ド
を
持
っ
た
イ
ノ

ベ
ー
シ
ョ
ン
人
材
の
育
成
を
ミ
ッ
シ
ョ
ン
の
一

つ
に
掲
げ
て
い
る
。

「
も
う
一
つ
の
ミ
ッ
シ
ョ
ン
は
、
エ
コ
シ
ス
テ
ム

の
構
築
。
大
学
か
ら
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
人
材

を
輩
出
し
、
そ
の
人
材
が
ベ
ン
チ
ャ
ー
企
業

を
設
立
し
た
り
、
企
業
内
で
新
事
業
を
立
ち

上
げ
た
り
、
新
製
品
を
開
発
す
る
こ
と
で
利

益
を
生
み
出
し
、
そ
こ
で
生
ま
れ
た
利
益
が

社
会
や
産
学
官
金
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
に
還
元

さ
れ
る
と
い
う
循
環
を
生
む
こ
と
で
す
」
と
、

産
学
・
地
域
連
携
セ
ン
タ
ー
で
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー

タ
ー
を
務
め
る
佐
々
木
宏
氏
は
話
す
。

　
同
プ
ロ
グ
ラ
ム
で
は
、
米
国
の
著
名
な
研

究
者
ク
リ
ス
テ
ン
セ
ン
の
理
論
を
基
に
、
ア

ン
ト
レ
プ
レ
ナ
ー
シ
ッ
プ
に
必
要
な
能
力
を
、

強
靭
力
、
決
断
力
、
問
題
発
見
・
解
決
力
、

リ
ス
ク
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
力
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
力
、
挑
戦
力
、
学
際
力
の
七
つ
の
力

に
分
け
、
一
年
間
か
け
て
こ
の
力
を
育
む
カ

リ
キ
ュ
ラ
ム
を
作
成
し
た
。

　
最
初
の
フ
ェ
ー
ズ
で
あ
る
「
起
業
化
能
力

育
成
科
目
」
で
は
、
平
和
共
存
学
や
リ
ー
ダ
ー

シ
ッ
プ
論
、
大
学
発
ベ
ン
チ
ャ
ー
の
経
営
体

験
講
義
な
ど
を
学
び
、

次
の
「
起
業
化
ト
レ
ー

ニ
ン
グ
科
目
」
で
は
、

経
営
戦
略
論
や
フ
ァ

イ
ナ
ン
ス
論
、
マ
ー
ケ

テ
ィ
ン
グ
論
な
ど
を

学
ぶ
。
そ
の
後
「
起

業
化
実
践
型
研
修
科

目
」
で
は
対
話
型
イ

ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
ワ
ー
ク

シ
ョ
ッ
プ
や
課
題
発
見
型
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ

プ
・
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
を
行
い
、
最
後
の

「
フ
ェ
ニ
ッ
ク
ス
ア
ン
ト
レ
プ
レ
ナ
ー
コ
ン
ペ
」

で
は
参
加
者
が
実
際
に
ビ
ジ
ネ
ス
プ
ラ
ン
を

発
表
す
る
。

　
第
一
期
の
二
〇
一
四
年
度
に
は
、
学
部
生

や
大
学
院
生
、
企
業
に
勤
め
る
社
会
人
ら
十

六
名
が
参
加
。
主
要
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
と
並
行

し
、
コ
ン
ペ
や
海
外
視
察
に
も
参
加
し
た
。

　
一
年
間
の
成
果
を
発
表
す
る
「
フ
ェ
ニ
ッ
ク

ス
ア
ン
ト
レ
プ
レ
ナ
ー
コ
ン
ペ
」
に
は
、
バ
イ

オ
ベ
ン
チ
ャ
ー
株
式
会
社
M
O
L
C
U
R
E
の

小
川
隆
社
長
や
地
元
の
株
式
会
社
ソ
ア
ラ

サ
ー
ビ
ス
の
牛
来
千
鶴
社
長
ら
が
審
査
員
と

な
り
、
各
プ
ラ
ン
を
創
造
性
、
実
現
可
能
性
、

市
場
導
入
性
、
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
の
四

つ
の
基
準
か
ら
審
査
し
た
。
ベ
ス
ト
ア
ン
ト

レ
プ
レ
ナ
ー
賞
に
は
、
伝
統
工
芸
の
和
紙
を

フ
レ
ー
ム
に
使
っ
た
自
転
車
の
製
造
販
売
の

ビ
ジ
ネ
ス
プ
ラ
ン
（
野
田
慶
司
氏
）
が
選
ば

れ
た
。

「
研
究
シ
ー
ズ
を
基
に
ベ
ン
チ
ャ
ー
を
立
ち
上

げ
る
こ
と
は
、
学
生
に
は
ハ
ー
ド
ル
が
高
い
。

起
業
が
し
や
す
い
環
境
を
つ
く
り
、
興
味
の

あ
る
学
生
の
背
中
を
押
す
こ
と
が
ま
ず
第
一

歩
で
、
そ
こ
か
ら
少
し
ず
つ
上
の
レ
ベ
ル
を

目
指
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
」（
佐
々

木
氏
）

　
ま
た
、
二
〇
一
五
（
平
成
二
十
七
）
年
八

月
に
は
、
韓
国
、
台
湾
の
大
学
と
連
携
し
、

ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
デ
ザ
イ
ン
を
テ
ー
マ
に
学
生
に

よ
る
課
題
発
見
・
解
決
型
の
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー

ク
を
実
施
し
た
。
第
二
期
で
は
、
さ
ら
に
海

外
の
大
学
を
増
や
し
、
企
業
と
の
関
わ
り
も

計
画
し
て
い
る
と
い
う
。

「
例
え
ば
車
椅
子
で
あ
れ
ば
、
メ
ー
カ
ー
の
方

に
レ
ク
チ
ャ
ー
し
て
も
ら
い
、
フ
ィ
ー
ル
ド

ワ
ー
ク
で
生
ま
れ
た
良
い
ア
イ
デ
ア
を
製
品

に
生
か
し
て
も
ら
う
。
そ
う
い
う
ス
キ
ー
ム

も
今
後
は
作
っ
て
い
き
た
い
」
と
佐
々
木
氏

は
話
す
。

　
第
二
期
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
は
、
現
在
四
十

三
名
が
参
加
し
て
お
り
、第
一
期
の
コ
ン
ペ
後
、

実
際
に
起
業
化
を
進
め
て
い
る
受
講
生
も
い

る
と
い
う
。
プ
ロ
グ
ラ
ム
が
学
生
に
ど
ん
な

変
化
を
与
え
る
か
、
今
後
の
動
き
が
楽
し
み

で
あ
る
。

ご  

ら
い

韓国、台湾の大学と協働した「ISS夏の学校」

プログラムには学生や社会人が参加

リーダーシップ論授業風景

1年間の成果を発表するフェニックスアントレプレナーコンペ
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起
業
マ
イ
ン
ド
の
育
成
と

イ
ノ
ベ
ー
シ
ョン・エ
コ
シ
ス
テ
ム
の
構
築

広
島
大
学

ひ
ろ
し
ま
ア
ン
ト
レ
プ
レ
ナ
ー
シ
ッ
プ
プ
ロ
グ
ラ
ム  

《
広
島
県
東
広
島
市
》

二
〇
〇
五
年
度
を
ピ
ー
ク
に
減
少
傾
向
に
あ
る
大
学
発
ベ
ン
チ
ャ
ー
。
文
部
科
学

省
の
グ
ロ
ー
バ
ル
ア
ン
ト
レ
プ
レ
ナ
ー
育
成
促
進
事
業
に
採
択
さ
れ
た
広
島
大
学
で

は
、
ベ
ン
チ
ャ
ー
マ
イ
ン
ド
の
育
成
と
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョン
・
エ
コ
シ
ス
テ
ム
の
構
築
を
目

指
し
、
起
業
家
育
成
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
実
施
し
て
い
る
。

地
域
の
起
業
家
育
成

特集

起
業
に
必
要
な
マ
イ
ン
ド
セ
ッ
ト

全
国
十
三
大
学
で
起
業
家
育
成

プ
ロ
グ
ラ
ム
を
実
施

地
元
企
業
と
関
わ
り

ス
キ
ー
ム
を
生
む

※…Enhancing Development of Global Entrepreneur Program7 －碧い風 Vol 86／2016.3－ 6－碧い風 Vol 86／2016.3－



　
島
根
県
江
津
市
を
拠
点
と
す
る「
て
ご
ね
っ

と
石
見
」
は
、
過
疎
化
や
少
子
高
齢
化
、
雇

用
喪
失
が
著
し
い
石
見
地
方
に
お
け
る
、
次

世
代
の
地
域
や
産
業
の
担
い
手
の
育
成
を
目

的
と
し
た
N
P
O
で
あ
る
。
教
育
関
係
者
や

起
業
家
、
行
政
担
当
者
ら
に
よ
っ
て
二
〇
一
一

（
平
成
二
十
三
）
年
四
月
に
設
立
さ
れ
た
。
創

業
支
援
や
人
材
育
成
、
中
心
市
街
地
の
活
性

化
を
主
な
事
業
と
す
る
。

　
活
動
の
中
で
も
特
に
注
目
さ
れ
て
い
る
の

が
、
江
津
市
が
主
催
し
、
て
ご
ね
っ
と
石
見

が
運
営
す
る
ビ
ジ
ネ
ス
プ
ラ
ン
コ
ン
テ
ス
ト

「
G
o-

C
o
n
」
で
あ
る
。

　
実
は
、
て
ご
ね
っ
と
石
見
が
誕
生
し
た
の

も
、こ
の
コ
ン
テ
ス
ト
が
き
っ
か
け
で
あ
っ
た
。

市
は
、
移
住
・
定
住
対
策
に
は
雇
用
創
出
が

不
可
欠
と
考
え
、
二
〇
一
〇（
平
成
二
十
二
）

年
に
コ
ン
テ
ス
ト
を
初
開
催
し
た
。
そ
の
と

き
の
受
賞
者
で
あ
り
、
の
ち
に
N
P
O
の
理

事
に
も
な
る
本
宮
理
恵
さ
ん
は
、
若
い
人
た

ち
が
地
元
に
帰
っ
て
こ
ら
れ
る
地
域
に
す
る

た
め
に
、
意
欲
あ
る
人
が
集
ま
れ
る
基
盤
と

な
る
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
形
成
を
提
案
し
た
。

そ
れ
が
ベ
ー
ス
と
な
っ
て
、
て
ご
ね
っ
と
石
見

が
立
ち
上
げ
ら
れ
、
翌
年
か
ら
は
コ
ン
テ
ス

ト
の
運
営
も
担
当
す
る
よ
う
に
な
っ
た
。

　
コ
ン
テ
ス
ト
は
「
江
津
市
の
地
域
資
源
の

活
用
や
、
地
域
の
課
題
解
決
に
つ
な
が
る
ビ

ジ
ネ
ス
プ
ラ
ン
」
を
募
集
テ
ー
マ
と
し
、
受

賞
者
は
最
低
一
年
間
江
津
市
で
活
動
す
る
こ

と
が
条
件
と
な
る
。
応
募
者
は
プ
ラ
ン
と
と

も
に
資
金
・
収
支
計
画
書
を
提
出
し
、
一
次

審
査
を
通
過
し
た
人
は
最
終
審
査
会
に
向
け
、

ブ
ラ
ッ
シ
ュ
ア
ッ
プ
の
た
め
の
勉
強
会
に
参
加

す
る
。

「
少
し
ハ
ー
ド
ル
を
高
く
し
な
い
と
、
賞
金
だ

け
が
目
的
の
実
現
性
の
な
い
プ
ラ
ン
な
ど
も

集
ま
っ
て
き
て
し
ま
い
ま
す
。
条
件
を
厳
し

く
し
た
こ
と
で
応
募
数
は
減
り
ま
し
た
が
、

大
切
な
の
は
量
よ
り
質
。
本
気
で
江
津
に
関

わ
っ
て
く
れ
る
人
に
絞
り
込
ん
で
い
ま
す
」

と
て
ご
ね
っ
と
石
見
の
渡
辺
諭
さ
ん
は
話
す
。

　
ハ
ー
ド
ル
は
高
く
し
た
が
、
興
味
が
あ
る

人
に
は
全
力
で
サ
ポ
ー
ト
し
て
い
る
。
江
津

市
で
は
、
支
援
制
度
や
支
援
機
関
、
空
き

家
の
紹
介
を
行
う
ほ
か
、
共
催
の
江
津
商
工

会
議
所
や
桜
江
町
商
工
会
で
は
起
業
・
経

営
相
談
、
日
本
海
信
用
金
庫
で
は
資
金
計

画
指
導
、
て
ご
ね
っ
と
石
見
で
は
協
力
者
の

紹
介
、
プ
ラ
ン
の
相
談
な
ど
を
行
う
。
地
域

の
機
関
が
そ
れ
ぞ
れ
の
専
門
を
生
か
し
、
総

合
的
な
フ
ォ
ロ
ー
を
行
っ
て
い
る
の
も

「
G
o-

C
o
n
」
の
特
徴
と
い
え
る
。

　
毎
年
の
応
募
者
は
十
名
前
後
で
、
二
〇
一

五
（
平
成
二
十
七
）
年
は
六
名
が
一
次
審
査

を
通
過
し
た
。
江
津
市
や
出
雲
市
な
ど
県
内

在
住
者
だ
け
で
な
く
、
東
京
都
や
兵
庫
県
な

ど
遠
方
に
住
み
、
縁
あ
っ
て
江
津
に
出
合
っ

た
人
の
応
募
も
あ
っ
た
。

「
応
募
者
と
は
緊
密
に
コ
ン
タ
ク
ト
を
と
り
、

勉
強
会
の
後
に
は
懇
親
会
も
設
け
て
い
ま
す
。

審
査
を
通
過
し
た
応
募
者
同
士
で
非
常
に
仲

良
く
な
る
の
も
、
江
津
の
コ
ン
テ
ス
ト
な
ら

で
は
と
い
え
ま
す
。
勉
強
会
で
本
番
を
想
定

し
、
実
際
に
プ
レ
ゼ
ン
を
し
て
も
ら
い
、
関

係
者
や
て
ご
ね
っ
と
石
見
で
意
見
を
出
し
て

い
き
ま
す
」
と
渡
辺
さ
ん
は
話
す
。

「
G
o-

C
o
n
」
は
江
津
市
の
地
域
資
源
の

活
用
や
課
題
解
決
を
目
的
と
し
て
い
る
コ
ン

テ
ス
ト
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
プ
ラ
ン
を
評
価

す
る
上
で
地
域
へ
の
還
元
力
や
メ
リ
ッ
ト
が

よ
り
重
要
と
な
る
。

　
二
〇
一
五
年
の
一
次
審
査
通
過
者
の
一
組
、

桝
智
裕
さ
ん
と
理
沙
さ
ん
の
プ
ラ
ン
「
走
れ
、

フ
ー
ド
ト
ラ
ッ
ク
！
」
で
は
、
移
動
販
売
が

ま
ち
の
人
の
食
事
の
選
択
肢
に
な
る
だ
け
で

な
く
、
イ
ベ
ン
ト
を
通
じ
て
中
山
間
地
域
の

高
齢
者
と
の
つ
な
が
り
を
生
む
な
ど
、
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
の
醸
成
や
広
が
り
に
つ
な
が
る
こ
と

を
プ
ラ
ン
に
織
り
込
む
よ
う
、
勉
強
会
で
ア

ド
バ
イ
ス
し
た
。

　
東
京
か
ら
応
募
し
た
江
上
尚
さ
ん
が
提
案

し
た
プ
ラ
ン
は
、
江
の
川
沿
い
の
ゲ
ス
ト
ハ
ウ

ス
を
核
と
し
た
ツ
ア
ー
事
業
「
株
式
会
社
ゴ

ウ
ツ
ゲ
ス
ト
ハ
ウ
ジ
ー
ズ
と
は
？！
」
で
あ
る
。

日
頃
忙
し
く
充
実
し
た
生
活
を
送
り
な
が
ら

も
、
心
身
共
に
疲
れ
て
い
る
都
市
部
の
人
を

タ
ー
ゲ
ッ
ト
と
し
、
川
下
り
や
座
禅
、
健
康

食
の
マ
ク
ロ
ビ
オ
テ
ィ
ッ
ク
の
食
事
や
地
域

住
民
と
の
触
れ
合
い
な
ど
で
心
を
満
た
し
て

い
く
ツ
ア
ー
で
あ
る
。
江
の
川
沿
い
の
八
つ
の

市
町
に
そ
れ
ぞ
れ
オ
ー
ナ
ー
が
異
な
る
ゲ
ス

ト
ハ
ウ
ス
を
設
け
、
参
加
者
は
そ
れ
ぞ
れ
の

環
境
や
ス
タ
イ
ル
を
選
ん
で
楽
し
め
る
一
方
、

管
理
・
オ
ペ
レ
ー
シ
ョ
ン
を
統
一
し
て
い
く
こ

と
で
コ
ス
ト
を
下
げ
、
収
益
性
を
高
め
る
こ

と
も
考
慮
し
た
。

　
江
上
さ
ん
は
経
営
大
学
院
に
通
っ
て
い
る

こ
と
も
あ
り
、
プ
ラ
ン
の
完
成
度
は
最
初
か

ら
非
常
に
高
か
っ
た
。
し
か
し
、
プ
ラ
ン
の

説
明
が
論
理
的
す
ぎ
た
た
め
、
地
元
の
人
に

は
理
解
し
づ
ら
く
、「
本
当
に
江
津
で
活
動
し

て
く
れ
る
の
だ
ろ
う
か
」
と
少
し
距
離
が
生

ま
れ
て
い
た
と
い
う
。

　
そ
こ
で
、
市
内
外
か
ら
約
百
五
十
名
が
聴

講
に
集
ま
っ
た
最
終
審
査
会
の
プ
レ
ゼ
ン
で

は
、
ど
う
し
て
自
分
が
江
津
に
惹
か
れ
た
の

か
、
ど
う
い
う
ま
ち
に
し
て
い
き
た
い
か
と

い
う
思
い
を
丁
寧
に
語
り
か
け
て
い
っ
た
。

そ
の
結
果
、
聴
講
者
も
大
い
に
共
感
し
、
見

事
大
賞
を
受
賞
し
た
。

「
プ
レ
ゼ
ン
で
は
戦
略
だ
け
で
な
く
、
そ
の
人

の
熱
意
が
感
じ
ら
れ
る
こ
と
が
大
事
で
す
。

逃
げ
出
さ
ず
に
実
行
で
き
る
か
、
そ
の
本
気

度
や
人
柄
も
評
価
さ
れ
ま
す
」
と
渡
辺
さ
ん

は
語
る
。

　
実
際
に
事
業
を
立
ち
上
げ
る
に
は
、
地
域

の
人
の
協
力
が
不
可
欠
で
あ
る
。
人
に
わ
か

り
や
す
く
伝
え
、
共
感
を
得
る
こ
と
は
事
業

を
進
め
て
い
く
上
で
も
大
切
な
能
力
な
の
だ

ろ
う
。

　
コ
ン
テ
ス
ト
も
六
回
目
を
迎
え
、
過
去
に

受
賞
し
た
江
津
市
在
住
の
デ
ザ
イ
ナ
ー
が
他

の
受
賞
者
の
店
舗
を
設
計
し
た
り
、
そ
う
し

た
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
に
憧
れ
て
移
住
者
が
増
え

る
な
ど
、
好
循
環
が
生
ま
れ
つ
つ
あ
る
。
こ

の
よ
う
に
地
域
を
盛
り
上
げ
る
一
方
で
、
小
・

中
学
生
向
け
の
起
業
体
験
プ
ロ
グ
ラ
ム
や
出

前
講
座
な
ど
に
も
、
今
後
は
力
を
入
れ
て
い

き
た
い
と
渡
辺
さ
ん
は
話
す
。

「
コ
ン
テ
ス
ト
を
や
れ
ば
自
然
に
起
業
家
が
生

ま
れ
る
と
い
う
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
稲

作
に
例
え
た
ら
、
コ
ン
テ
ス
ト
は
い
わ
ば
稲

刈
り
。
稲
を
育
て
な
け
れ
ば
、
刈
る
も
の
が

な
く
な
っ
て
し
ま
い
ま
す
。
他
の
地
域
の
人

に
江
津
を
訪
れ
て
も
ら
っ
た
り
、
地
元
で
講

座
や
創
業
塾
を
開
い
た
り
し
て
き
た
か
ら
こ

そ
、
六
年
も
コ
ン
テ
ス
ト
が
続
い
て
き
た
と

思
い
ま
す
」

　
今
で
は
全
国
か
ら
視
察
が
相
次
い
で
い
る

江
津
市
の
「
G
o-

C
o
n
」
だ
が
、
そ
の
成

功
の
裏
に
は
し
っ
か
り
〝
種
ま
き
〞
が
さ
れ
て

い
る
こ
と
を
見
逃
し
て
は
な
ら
な
い
だ
ろ
う
。

い
わ    

み

さ
と
し

え 

が
み
た
か
し

◆NPO法人てごねっと石見：0855（52）7130  URL http://www.tegonet.net　写真提供：NPO法人てごねっと石見

地
域
に
好
循
環
を
生
む

ビ
ジ
ネ
ス
プ
ラ
ン
コ
ン
テ
ス
ト

N
P
O
法
人
て
ご
ね
っ
と
石
見  

《
島
根
県
江
津
市
》

昨
今
、
全
国
各
地
で
開
催
さ
れ
て
い
る
ビ
ジ
ネ
ス
プ
ラ
ン
コ
ン
テ
ス
ト
。
江
津
市
の

N
P
O
法
人
て
ご
ね
っ
と
石
見
が
運
営
し
て
い
る
「
G
o-

C
o
n
」
は
、
若
い
人

が
事
業
に
挑
戦
で
き
る
仕
組
み
を
つ
く
り
、
地
域
の
盛
り
上
げ
に
つ
な
が
って
い
る
。

地
域
の
起
業
家
育
成

特集

雇
用
創
出
の
た
め

ビ
ジ
ネ
ス
プ
ラ
ン

コ
ン
テ
ス
ト
を
実
施

地
域
へ
の
還
元
力
を
評
価

稲
を
育
て
る
こ
と
が
大
事

支
援
機
関
と
協
力
し

応
募
者
を
総
合
的
に
サ
ポ
ー
ト

ビジネスプランコンテストの公開プレゼンテーションには市民ら150名が参加

コンテストで受賞したデザイナーが設計した飲食店が商店街にできるなど良い連鎖が生まれている

ゲストハウスを核にしたツアー事業を提案した江上尚さんが大賞を受賞

古民家を改装したレ
ストラン「風のえんが
わ」。国内外で修業し
たシェフが江津にU
ターンし、コンテストで
受賞して立ち上げた

「風のえんがわ」はレ
ストランだけでなく、
コミュニティの場でも
ある
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大
学
に
お
け
る
ゲ
ー
ム
開
発
者
教
育
に
取

り
組
ん
で
い
る
の
は
、
岡
山
市
に
あ
る
岡
山

理
科
大
学
の
総
合
情
報
学
部
情
報
科
学
科

だ
。
こ
の
教
育
プ
ロ
グ
ラ
ム
は
デ
ジ
タ
ル
メ

デ
ィ
ア
コ
ー
ス
と
し
て
二
〇
一
三
（
平
成
二
十

五
）
年
四
月
か
ら
ス
タ
ー
ト
し
た
。
そ
こ
に

山
根
信
二
さ
ん
が
ゲ
ー
ム
開
発
者
教
育
の
講

師
の
一
人
と
し
て
加
わ
っ
た
。
山
根
さ
ん
は

Ｉ
Ｔ
企
業
に
就
職
し
た
後
、
東
北
大
学
や
東

京
大
学
の
大
学
院
で
デ
ジ
タ
ル
ゲ
ー
ム
を
研

究
し
、
岩
手
県
立
大
学
ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア
情
報

学
部
助
手
と
な
っ
た
経
歴
を
持
つ
。
ま
た
、

ゲ
ー
ム
開
発
者
ら
を
会
員
と
す
る
Ｉ
Ｇ
Ｄ
Ａ

日
本
（
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
国
際
ゲ
ー
ム
開
発
者
協

会
日
本
）
の
理
事
も
務
め
て
い
る
。

「
海
外
、
特
に
米
国
で
は
大
学
で
の
ゲ
ー
ム
研

究
や
ゲ
ー
ム
開
発
者
教
育
が
活
発
化
し
て
い

ま
す
が
、
日
本
で
は
ほ
と
ん
ど
行
わ
れ
て
い

ま
せ
ん
。
ゲ
ー
ム
を
総
合
科
学
と
し
て
専
攻

し
た
の
は
、
私
が
い
わ
ば
第
一
世
代
。
岡
山

理
科
大
学
は
、
ゲ
ー
ム
を
通
じ
て
情
報
科
学

を
学
ぶ
こ
と
に
踏
み
出
し
た
日
本
で
最
初
の

大
学
だ
と
い
え
ま
す
。
実
は
、
ゲ
ー
ム
の
概

念
を
広
げ
た
超
大
作
『
シ
ェ
ン
ム
ー
』
な
ど

の
大
ヒ
ッ
ト
作
を
数
多
く
開
発
し
て
き
た
鈴

木
裕
氏
の
出
身
校
で
あ
り
、
そ
の
大
学
で
高

度
な
ゲ
ー
ム
開
発
者
教
育
が
始
ま
っ
た
こ
と

は
意
義
が
あ
る
」
と
山
根
さ
ん
。
ゲ
ー
ム
は

最
新
の
デ
ジ
タ
ル
技
術
が
真
っ
先
に
実
用
化

さ
れ
る
実
験
場
で
あ
り
、
ゲ
ー
ム
開
発
者
教

育
に
よ
っ
て
、
ゲ
ー
ム
業
界
だ
け
で
な
く
、

さ
ま
ざ
ま
な
分
野
で
活
躍
で
き
る
人
材
育
成

が
可
能
に
な
る
と
強
調
す
る
。

　
山
根
さ
ん
は
、
ゲ
ー
ム
デ
ザ
イ
ン
や
ゲ
ー

ム
ア
ル
ゴ
リ
ズ
ム
、
セ
ン
サ
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ

な
ど
の
科
目
を
担
当
し
、
ゲ
ー
ム
開
発
者
・

研
究
者
の
育
成
に
乗
り
出
し
て
い
る
。

　
山
根
さ
ん
は
大
学
内
の
教
育
だ
け
で
な
く

学
外
と
の
連
携
も
図
り
、
岡
山
U
n
i
t
y

勉
強
会
に
参
加
し
て
交
流
を
深
め
て
い
る
。

同
勉
強
会
は
デ
ジ
タ
ル
ゲ
ー
ム
開
発
エ
ン
ジ

ン
の
U
n
i
t
y
に
つ
い
て
情
報
交
換
し
よ
う

と
地
元
Ｉ
Ｔ
事
業
者
な
ど
が
立
ち
上
げ
た
集

ま
り
で
、
山
根
さ
ん
も
積
極
的
に
関
わ
っ
て

定
期
的
な
勉
強
会
を
企
画
し
て
い
る
。
そ
こ

で
の
活
動
が
、
二
〇
一
五
（
平
成
二
十
七
）

年
の
「
福
島Gam

eJam

」
の
岡
山
会
場
開

設
と
「
ゲ
ー
ム
ジ
ャ
ム
高
梁
」
の
開
催
に
つ

な
が
っ
た
。

　
ゲ
ー
ム
ジ
ャ
ム
は
、「
ハ
ッ
カ
ソ
ン
」
と
同

様
の
手
法
で
、
参
加
者
が
そ
の
場
で
チ
ー
ム

を
つ
く
っ
て
限
ら
れ
た
時
間
内
で
ゲ
ー
ム
を

試
作
す
る
催
し
で
あ
る
。
ハ
ッ
カ
ソ
ン
と
は
、

さ
ま
ざ
ま
な
分
野
の
人
材
が
チ
ー
ム
を
組
み
、

短
期
間
で
一
定
の
テ
ー
マ
に
基
づ
く
製
品
や

サ
ー
ビ
ス
な
ど
の
開
発
を
競
う
米
国
発
の
共

創
型
イ
ベ
ン
ト
で
、
日
本
で
も
新
規
事
業
や

商
品
の
開
発
、
自
治
体
の
ま
ち
づ
く
り
な
ど

で
活
用
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
一
方
の
ゲ
ー

ム
ジ
ャ
ム
で
は
、
未
経
験
者
が
開
発
に
加
わ
っ

た
り
、
開
発
中
の
ゲ
ー
ム
を
一
般
市
民
に
テ

ス
ト
し
て
も
ら
い
、
そ
の
場
で
改
良
す
る
こ

と
も
珍
し
く
な
い
と
い
う
。

　
日
本
で
初
め
て
行
わ
れ
た
ゲ
ー
ム
ジ
ャ
ム

は
二
〇
〇
九
（
平
成
二
十
一
）
年
の
「Global 

Gam
e Jam

」
で
、
二
〇
一
一
（
平
成
二
十
三
）

年
に
は
東
日
本
大
震
災
で
被
災
し
た
福
島

の
復
興
支
援
に
向
け
「
福
島Gam

eJam

」

が
開
催
さ
れ
た
。Ｉ
Ｇ
Ｄ
Ａ
日
本
理
事
の
山
根

さ
ん
は
そ
れ
ら
の
運
営
等
に
関
わ
っ
て
い
た

の
だ
。

「
二
〇
一
一
年
以
降
、
毎
年
福
島Gam

eJam

は
行
わ
れ
、
国
内
外
の
サ
テ
ラ
イ
ト
会
場
で

同
時
開
催
さ
れ
て
い
ま
す
。
そ
こ
で
、
ゲ
ー

ム
ジ
ャ
ム
会
場
を
つ
く
っ
て
中
国
地
域
の

ゲ
ー
ム
開
発
人
材
が
集
ま
る
場
に
し
よ
う
と
、

岡
山
開
催
を
呼
び
か
け
ま
し
た
」

　
岡
山
で
の
ゲ
ー
ム
ジ
ャ
ム
は
、
二
〇
一
五
年

八
月
二
十
二
日
と
二
十
三
日
に
開
催
。
三
十

二
人
が
参
加
し
、
五
チ
ー
ム
に
分
か
れ
て
ゲ
ー

ム
開
発
に
挑
戦
し
た
。

　
一
方
、
ゲ
ー
ム
ジ
ャ
ム
高
梁
は
十
月
十
七

日
と
十
八
日
に
行
わ
れ
、
十
七
人
が
参
加
し

て
三
チ
ー
ム
で
ゲ
ー
ム
開
発
に
取
り
組
ん
だ
。

Ｉ
Ｔ
に
よ
る
地
域
振
興
を
推
進
す
る
高
梁
市

議
会
議
員
の
尽
力
も
あ
り
、
高
梁
市
や
高
梁

市
に
あ
る
吉
備
国
際
大
学
な
ど
の
後
援
の
下
、

高
梁
市
役
所
市
民
ホ
ー
ル
を
会
場
に
地
域
ぐ

る
み
で
開
催
し
た
の
が
特
徴
だ
。

「
ゲ
ー
ム
ジ
ャ
ム
を
開
催
す
れ
ば
、
県
内
外
の

ゲ
ー
ム
開
発
者
や
イ
ラ
ス
ト
レ
ー
タ
ー
か
ら

音
楽
家
ま
で
さ
ま
ざ
ま
な
ク
リ
エ
イ
タ
ー
が

集
ま
り
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
形
成
の
き
っ
か
け
に

な
る
。
ユ
ー
ザ
ー
と
の
つ
な
が
り
も
生
ま
れ
、

地
域
の
子
ど
も
た
ち
も
開
発
中
の
ゲ
ー
ム
の

テ
ス
ト
に
参
加
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

四
年
間
の
大
学
教
育
で
実
現
で
き
な
か
っ
た

高
度
な
人
材
育
成
や
、
業
種
を
超
え
た
広
域

連
携
の
コ
ン
テ
ン
ツ
開
発
も
期
待
で
き
ま
す
。

実
際
、
岡
山
の
ゲ
ー
ム
ジ
ャ
ム
に
は
世
界
的

に
知
ら
れ
た
倉
敷
在
住
の
イ
ン
デ
ィ
ー
ゲ
ー

ム
開
発
者
が
参
加
し
て
い
ま
す
」
と
山
根
さ

ん
は
中
国
地
域
で
の
ゲ
ー
ム
開
発
の
可
能
性

の
高
さ
を
あ
ら
た
め
て
確
信
し
た
と
話
す
。

　
今
、
地
方
で
の
ゲ
ー
ム
開
発
に
は
追
い
風

が
吹
い
て
い
る
と
い
う
。
そ
の
背
景
に
あ
る

の
が
、
イ
ン
デ
ィ
ー
ゲ
ー
ム
ム
ー
ブ
メ
ン
ト
で

あ
る
。

　
こ
れ
ま
で
ゲ
ー
ム
は
、
ゲ
ー
ム
会
社
が
制

作
し
供
給
し
て
き
た
た
め
、
ゲ
ー
ム
開
発
者

に
な
る
一
般
的
な
方
法
は
ゲ
ー
ム
会
社
へ
就

職
す
る
こ
と
で
あ
っ
た
。
だ
が
、
著
名
な
ゲ
ー

ム
開
発
者
が
独
立
し
て
ス
タ
ジ
オ
を
つ
く
り
、

少
額
資
金
で
ゲ
ー
ム
を
開
発
す
る
動
き
が
起

こ
っ
た
。
ま
た
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
進
展

に
伴
い
、
ア
マ
チ
ュ
ア
が
開
発
し
た
ゲ
ー
ム

も
世
界
へ
配
信
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
。
そ

れ
に
伴
い
、
個
人
が
つ
く
っ
た
ゲ
ー
ム
は
大

手
企
業
で
は
製
品
化
で
き
な
い
よ
う
な
大
胆

な
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
を
起
こ
せ
る
と
い
う
期

待
も
高
ま
っ
て
い
る
。
そ
の
動
き
を
受
け
て
、

世
界
最
大
規
模
の
デ
ジ
タ
ル
ゲ
ー
ム
展
示
会

で
あ
る
東
京
ゲ
ー
ム
シ
ョ
ウ
に
も
、
イ
ン

デ
ィ
ー
ゲ
ー
ム
コ
ー
ナ
ー
が
設
け
ら
れ
る
よ

う
に
な
っ
た
。

「
二
〇
一
五
年
九
月
の
東
京
ゲ
ー
ム
シ
ョ
ウ
で

は
、
ゲ
ー
ム
ジ
ャ
ム
岡
山
会
場
で
開
発
さ
れ

た
ゲ
ー
ム
も
展
示
さ
れ
、
私
た
ち
の
士
気
は

大
い
に
高
ま
り
ま
し
た
」
と
山
根
さ
ん
。

　
岡
山
の
個
人
開
発
者
が
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

を
介
し
て
ゲ
ー
ム
開
発
資
金
を
調
達
し
た
り
、

開
発
し
た
ゲ
ー
ム
を
直
接
海
外
の
ゲ
ー
ム
会

社
に
売
り
込
む
動
き
も
始
ま
っ
て
お
り
、
地

方
で
の
起
業
に
ゲ
ー
ム
開
発
は
極
め
て
有
望

だ
と
い
う
。

「
ゲ
ー
ム
の
面
白
さ
は
体
験
し
な
い
と
伝
え
ら

れ
ま
せ
ん
。
そ
れ
を
売
り
込
む
に
は
プ
レ
ゼ

ン
テ
ー
シ
ョ
ン
力
が
不
可
欠
な
の
で
、
大
学

で
は
そ
の
講
義
も
行
っ
て
い
き
ま
す
」
と
山

根
さ
ん
は
話
す
。

　
ゲ
ー
ム
開
発
者
教
育
と
共
創
型
ゲ
ー
ム
開

発
イ
ベ
ン
ト
の
広
が
り
に
よ
っ
て
、
中
国
地

域
に
鈴
木
裕
氏
に
続
く
ゲ
ー
ム
開
発
人
材
が

次
々
と
誕
生
す
る
こ
と
が
期
待
さ
れ
て
い
る
。

市民ホールを会場に地域ぐるみで開催したゲームジャム高梁2015

ゆ
う

※
3

※
2

※
1
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ゲ
ー
ム
開
発
者
教
育
と
共
創
型
イ
ベン
ト
で

起
業
の
可
能
性
を
拓
く

岡
山
理
科
大
学
で
は
、デ
ジ
タ
ル
ゲ
ー
ム
研
究
の
第
一
人
者
に
よ
る
本
格
的
な
ゲ
ー

ム
開
発
者
教
育
が
進
め
ら
れ
て
い
る
。
ま
た
、
地
元
の
開
発
者
や
学
生
と
の
勉
強

会
や
、
さ
ま
ざ
ま
な
参
加
者
で
ゲ
ー
ム
を
開
発
す
る
共
創
型
イ
ベ
ン
ト
の
開
催
に

よ
り
、
岡
山
発
の
ゲ
ー
ム
の
開
発
と
起
業
家
育
成
の
動
き
が
始
ま
って
い
る
。

地
域
の
起
業
家
育
成

特集

ゲ
ー
ム
で
情
報
科
学
を
学
ぶ

ゲ
ー
ム
開
発
は
起
業
に
有
望

岡
山
で
ゲ
ー
ム
ジ
ャ
ム
を
開
催

32人が参加した福島GameJam岡山会場

デジタルゲーム開発エンジンUnityの情報交換の場として
立ち上げられた岡山Unity勉強会

地元企業向けフォーラムでゲームジャム
を紹介する山根信二氏

※1…International Game Developers Association
※2…Hackathon＝コンピュータシステムの解析やプログラムの改良・改造を
 指すハック（Hack）とマラソン（Marathon）の造語。
※3…Independent game（独立系ゲーム）の略称。個人や小規模なチーム、
 ベンチャー系企業などによって開発されたゲーム。

  

《
岡
山
県
》
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女
性
の
感
性
を
生
か
し
た
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン

グ
や
商
品
開
発
、
イ
ベ
ン
ト
企
画
な
ど
の
支

援
事
業
を
柱
に
し
た
株
式
会
社
ハ
ー
ス
ト
ー

リ
ィ
プ
ラ
ス
は
、
二
〇
〇
九
（
平
成
二
十
一
）

年
十
一
月
十
一
日
に
創
業
し
た
。
代
表
取
締

役
の
佐
藤
緑
さ
ん
が
五
十
歳
を
機
に
、
さ
ら

な
る
夢
の
実
現
に
向
け
て
立
ち
上
げ
た
地
域

密
着
型
の
企
画
会
社
だ
。
実
は
ハ
ー
ス
ト
ー

リ
ィ
プ
ラ
ス
設
立
は
、
佐
藤
さ
ん
に
と
っ
て

二
度
目
の
起
業
に
な
る
。
最
初
の
起
業
は
、

二
児
の
子
育
て
を
し
な
が
ら
イ
ラ
ス
ト
レ
ー

タ
ー
を
目
指
し
パ
ー
ト
勤
務
を
し
て
い
た
一

九
九
〇（
平
成
二
）
年
で
、
同
じ
職
場
で
働
い

て
い
た
一
歳
児
の
母
親
の
日
野
佳
恵
子
さ
ん

に
誘
わ
れ
て
一
緒
に
会
社
を
起
こ
し
た
。
株

式
会
社
ハ
ー
・
ス
ト
ー
リ
ィ
で
あ
る
。

「
主
婦
目
線
、
子
育
て
目
線
を
も
っ
と
企
業
や

社
会
に
届
け
る
事
業
を
行
お
う
と
広
島
で
起

業
し
ま
し
た
。
し
か
し
、
主
婦
二
人
の
会
社

に
責
任
あ
る
仕
事
は
任
せ
ら
れ
な
い
と
苦
戦
。

そ
こ
で
、
主
婦
や
母
親
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を

つ
く
っ
た
ら
面
白
い
事
業
が
で
き
る
か
も
し

れ
な
い
と
会
員
制
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
を
つ
く
り
ま

し
た
」
と
佐
藤
さ
ん
は
振
り
返
る
。

　
狙
い
は
的
中
し
、
女
性
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

を
生
か
し
た
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
な
ど
で
業
績

を
伸
ば
し
、
東
京
に
進
出
。
広
島
と
東
京
で

ビ
ジ
ネ
ス
を
展
開
し
た
が
、ハ
ー・ス
ト
ー
リ
ィ

創
業
二
十
周
年
を
一
つ
の
節
目
に
事
業
を
再

構
築
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。

「
東
京
の
ビ
ジ
ネ
ス
を
強
化
し
よ
う
と
い
う
流

れ
に
な
っ
た
の
で
す
が
、
私
自
身
は
広
島
に

根
を
張
り
、
地
域
と
深
く
つ
な
が
り
た
か
っ

た
。
そ
こ
で
、
店
づ
く
り
を
核
に
し
た
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
の
形
成
と
街
に
賑
わ
い
を
も
た
ら
す

仕
掛
け
、
女
性
の
思
い
を
反
映
し
た
商
品
づ

く
り
、
起
業
を
目
指
す
女
性
の
応
援
を
目
的

に
、
ハ
ー
・
ス
ト
ー
リ
ィ
か
ら
独
立
し
た
の

で
す
」
と
佐
藤
さ
ん
は
笑
顔
で
話
す
。

　
ハ
ー
ス
ト
ー
リ
ィ
プ
ラ
ス
は
、
広
島
市
に

本
社
を
構
え
、
カ
フ
ェ
・
交
流
ス
ペ
ー
ス
の

「H
erstoryH

ouse

」
を
直
営
す
る
と
と
も
に
、

地
元
の
食
品
製
造
・
卸
企
業
と
連
携
し
た
食

材
店「
く
ら
し
マ
ル
シ
ェ
/
3
6
5
」を
運
営
。

カ
フ
ェ
に
は
育
児
中
の
母
親
が
子
ど
も
と
一

緒
に
く
つ
ろ
げ
る
キ
ッ
ズ
優
先
ル
ー
ム
を
設

け
、
食
材
店
で
は
安
心
・
安
全
な
食
品
な

ど
を
提
供
し
て
い
る
。
佐
藤
さ
ん
の
ほ
か
、

社
員
・
パ
ー
ト
は
三
十
人
で
、
全
員
女
性
な

の
が
特
徴
だ
。
家
庭
と
両
立
し
て
働
き
た
い

と
い
う
母
親
や
料
理
自
慢
の
主
婦
ら
を
積
極

的
に
雇
用
し
、
女
性
の
観
点
、
生
活
者
の
視

点
か
ら
、
こ
だ
わ
り
の
食
や
サ
ー
ビ
ス
を
提

供
し
て
い
る
。

　
ま
た
、
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
や
商
品
企
画
・

開
発
、店
舗
や
イ
ベ
ン
ト
の
企
画・プ
ロ
デ
ュ
ー

ス
、
広
告
宣
伝
な
ど
も
手
掛
け
て
い
る
ほ
か
、

自
社
企
画
で
親
子
を
テ
ー
マ
に
取
り
組
む
イ

ベ
ン
ト
や
交
流
会
な
ど
を
開
催
し
て
い
る
。

そ
の
一
つ
が
、「
働
く
」
を
テ
ー
マ
に
二
カ
月

に
一
度
行
っ
て
い
る
「m

am
a’s cafe 

ミ
ー

テ
ィ
ン
グ
」
で
あ
る
。

「
働
き
た
い
と
考
え
て
い
る
子
育
て
中
の
母
親

ら
が
対
象
で
、
お
店
の
経
営
者
や
マ
マ
起
業

家
た
ち
を
招
い
て
、
ラ
ン
チ
や
お
茶
を
楽
し

み
な
が
ら
話
を
聞
い
た
り
、
意
見
交
換
し
て

い
ま
す
。
毎
回
、
十
〜
二
十
人
が
参
加
し
て

い
ま
す
」
と
佐
藤
さ
ん
。

　
二
〇
一
三
（
平
成
二
十
五
）
年
〜
二
〇
一
四

（
平
成
二
十
六
）
年
に
は
、
公
益
財
団
法
人
ひ

ろ
し
ま
産
業
振
興
機
構
の
委
託
事
業
と
し
て
、

創
業
支
援
イ
ベ
ン
ト
「
ワ
タ
シ
の
店
づ
く
り

物
語
」
と
題
す
る
連
続
イ
ベ
ン
ト
を
実
施
。

広
島
市
や
尾
道
市
な
ど
の
店
舗
オ
ー
ナ
ー
の

ト
ー
ク
シ
ョ
ー
や
店
め
ぐ
り
ツ
ア
ー
、
起
業

家
ら
の
セ
ミ
ナ
ー
な
ど
を
行
っ
た
。

　
こ
れ
ら
の
創
業
支
援
イ
ベ
ン
ト
を
踏
ま
え
、

二
〇
一
五
（
平
成
二
十
七
）
年
九
月
十
九
日

に
は
「
マ
マ
の
シ
ュ
ー
カ
ツ
１
０
０
０
名
交
流

会
」
を
開
催
し
た
。

「
働
き
た
い
女
性
の
後
押
し
を
目
的
に
、
女
性

の
ア
ナ
ウ
ン
サ
ー
や
職
業
ナ
ビ
ゲ
ー
タ
ー
た

ち
に
よ
る
仕
事
と
子
育
て
の
両
立
を
考
え
る

ト
ー
ク
シ
ョ
ー
や
再
就
職
の
た
め
の
準
備
セ

ミ
ナ
ー
、
働
く
女
性
の
悩
み
相
談
な
ど
を
行

い
ま
し
た
。
多
く
の
参
加
者
が
あ
り
、
働
き

た
い
、
自
分
の
店
を
持
ち
た
い
と
考
え
て
い

る
女
性
が
多
い
こ
と
を
実
感
し
ま
し
た
」
と

佐
藤
さ
ん
は
手
応
え
を
話
す
。

　
佐
藤
さ
ん
と
日
野
さ
ん
が
ハ
ー
・
ス
ト
ー

リ
ィ
を
創
業
し
た
当
時
は
、
男
女
雇
用
機

会
均
等
の
取
り
組
み
が
進
め
ら
れ
て
間
も
な

い
時
代
で
、
女
性
の
社
会
進
出
に
対
す
る
理

解
は
十
分
で
は
な
か
っ
た
。
子
育
て
主
婦
に

よ
る
会
社
は
、
資
金
面
や
ビ
ジ
ネ
ス
面
で
さ

ま
ざ
ま
な
困
難
に
直
面
し
た
こ
と
は
間
違
い

な
い
。

「
主
婦
に
仕
事
は
任
せ
ら
れ
な
い
と
い
う
現
実

に
対
し
て
、
で
は
、
主
婦
に
で
き
る
こ
と
は

何
か
と
発
想
し
、
空
い
た
時
間
に
何
か
し
た

い
と
思
う
主
婦
を
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
で
つ
な
い

だ
こ
と
で
道
は
大
き
く
開
け
ま
し
た
。『
一
人

一
人
は
弱
い
け
れ
ど
、
集
ま
れ
ば
パ
ワ
ー
に

な
る
』
が
合
い
言
葉
で
し
た
」
と
佐
藤
さ
ん
。

　
そ
れ
か
ら
二
十
五
年
、
佐
藤
さ
ん
た
ち
と

共
に
働
き
、
関
わ
っ
た
女
性
の
中
か

ら
三
十
人
以
上
が
新
し
い
ビ
ジ
ネ
ス

を
立
ち
上
げ
た
り
、
店
を
開
い
た
り

し
て
い
る
と
い
う
。

「
独
立
に
向
け
た
研
修
を
行
っ
て
い

た
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
仕
事
に

対
し
て
前
向
き
で
、
夢
を
持
っ
た
女

性
が
自
然
に
集
ま
っ
て
き
た
の
だ
と

思
い
ま
す
。
あ
る
い
は
、
起
業
す
る

気
に
さ
せ
た
り
、
背
中
を
押
す
社
風
・
文
化

が
あ
っ
た
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
」

　
佐
藤
さ
ん
た
ち
の
起
業
精
神
を
受
け
継
い

だ
女
性
た
ち
は
、
広
島
を
は
じ
め
、
全
国
に

広
が
っ
て
い
る
。
そ
の
経
験
と
実
績
を
見
込

ま
れ
て
、
女
性
の
起
業
や
ビ
ジ
ネ
ス
に
関
す

る
講
演
や
セ
ミ
ナ
ー
講
師
の
依
頼
も
多
い
。

「
夢
は
大
事
で
、〝
好
き
だ
か
ら
〞
は
困
難
を

乗
り
越
え
る
力
に
な
る
。
し
か
し
、
過
信
や

妄
想
は
禁
物
で
す
。
人
を
雇
う
の
で
あ
れ
ば
、

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
力
を
高
め
、
人
間
性
を

磨
く
必
要
が
あ
る
。
自
戒
を
込
め
て
、
そ
ん

な
ア
ド
バ
イ
ス
も
し
て
い
ま
す
」
と
話
す
佐

藤
さ
ん
の
目
標
は
、
輝
く
女
性
を
地
域
に
増

や
し
、
活
気
を
も
た
ら
す
こ
と
。

「
地
域
の
企
業
や
商
店
と
協
力
し
て
、
こ
の
広

島
か
ら
〝
面
白
い
〞
を
発
信
し
、
次
世
代
に

つ
な
い
で
い
く
会
社
に
す
る
こ
と
が
私
の
使

命
」
と
言
い
切
る
。
女
性
の
パ
ワ
ー
と
ア
イ

デ
ア
を
生
か
し
た
ハ
ー
ス
ト
ー
リ
ィ
プ
ラ
ス
の

ビ
ジ
ネ
ス
の
進
化
が
注
目
さ
れ
る
。

◆株式会社ハーストーリィプラス：082（942）1191  URL http://www.hs-plus.jp　写真提供：株式会社ハーストーリィプラス

地
域
に
根
づ
き
、

女
性
起
業
家
が
巣
立
つ
文
化
を
育
む

株
式
会
社
ハ
ー
ス
ト
ー
リ
ィ
プ
ラ
ス  

《
広
島
市
》

女
性
起
業
家
に
よ
って
設
立
さ
れ
た
株
式
会
社
ハ
ー
ス
ト
ー
リ
ィ
プ
ラ
ス
は
、
地
域

密
着
と
生
活
者
の
視
点
を
大
切
に
し
、
地
方
発
の
商
品
・
サ
ー
ビ
ス
の
開
発
や

暮
ら
し
に
役
立
つ
情
報
を
提
供
。
ま
た
、
女
性
の
人
生
に
プ
ラ
ス
の
提
案
を
、
と

働
き
た
い
女
性
を
後
押
し
す
る
講
演
会
や
交
流
会
を
活
発
に
開
催
し
、
女
性
起

業
家
が
生
ま
れ
、
活
躍
す
る
地
域
文
化
を
醸
成
し
て
い
る
。

地
域
の
起
業
家
育
成

特集

地
域
と
深
く
つ
な
が
る
た
め

第
二
の
起
業
を
決
意

子
育
て
ママ
の
起
業
を
後
押
し

輝
く
女
性
を
地
域
に
増
や
す

他県からゲストを呼んだ創業支援イベントには、起業意識の高い多くの女性たちが集まった。
参加者の中から起業した人も

ハーストーリィプラス オフィス

地元の食品製造・卸企業と連携した食材店「くらしマルシェ／365」

起業家を招いて起業までの話を聞くイベントで、自身の経験を踏まえて話を聞き出す
ナビゲーター役となり進行する佐藤緑さん

カフェ・交流スペース「HerstoryHouse」で2カ月に1度
「働く」をテーマに交流・意見交換する「mama’s cafe 
ミーティング」
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企
業
家

群

　像

地
域
に
生
き
る

岡空 晴夫〈おかそら・はるお〉
p r o f i l e

1949（昭和24）年鳥取県境港市生まれ。広島大学工学部発酵工学科卒業後、
大阪での酒問屋の勤務を経て、千代むすび酒造株式会社に入社。
1994（平成6）年代表取締役に就任。千代むすび酒造は、従業員数32名、
売上高5億2,000万円。

文：城市 奈那    写真撮影：白根 俊彦（鳥取県米子市在住）

千
代
む
す
び
酒
造
株
式
会
社

　代
表
取
締
役

　岡
空 

晴
夫 

《
鳥
取
県
境
港
市
》

売
る
喜
び
を
嚙
み
し
め
、世
界
へ
挑
戦

境
港
か
ら
世
界
へ

桶
売
り
の
代
償
で

地
方
酒
造
は
次
々
倒
産

境
港
の
歴
史
と
と
も
に

歩
む
酒
造

　
耳
の
奥
ま
で
響
く
よ
う
な
低
い
音
の
汽
笛

を
鳴
ら
し
、
白
い
船
体
は
ゆ
っ
く
り
と
港
を
離

れ
た
。
そ
し
て
海
の
向
こ
う
へ
進
み
出
し
、
い

つ
し
か
そ
の
姿
は
海
原
に
消
え
て
い
く
。

　
二
〇
〇
九
（
平
成
二
十
一
）
年
、
境
港
と

韓
国
の
東
海
港
、
ロ
シ
ア
の
ウ
ラ
ジ
オ
ス
ト
ッ

ク
港
を
結
ぶ
国
際
定
期
貨
客
船
「
D
B
S
ク

ル
ー
ズ
フ
ェ
リ
ー
」
が
就
航
し
た
。
韓
国
東

海
岸
と
日
本
を
結
ぶ
初
め
て
の
航
路
で
あ
り
、

境
港
は
韓
国
か
ら
の
観
光
客
の
玄
関
口
に
も

な
っ
た
。

　
港
は
、
彼
方
へ
の
あ
こ
が
れ
や
不
安
、
期

待
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
気
持
ち
を
生
む
場
所
で

あ
る
。
企
業
家
が
海
の
向
こ
う
を
目
指
し
た

の
は
、
小
さ
い
こ
ろ
か
ら
慣
れ
親
し
ん
で
き
た

境
港
の
土
地
柄
が
影
響
し
て
い
る
の
か
も
し
れ

な
い
。

　
し
か
し
な
が
ら
、
海
外
で
の
ビ
ジ
ネ
ス
は
決

し
て
容
易
で
は
な
い
。
失
敗
を
重
ね
、
も
う

や
め
よ
う
と
思
っ
た
こ
と
は
な
い
か
と
尋
ね
る

と
、
企
業
家
は
「
ま
っ
た
く
思
わ
な
か
っ
た
」

と
は
っ
き
り
答
え
た
。
道
を
模
索
す
る
中
で

芽
生
え
た
仲
間
と
の
絆
や
若
い
こ
ろ
の
経
験

が
、
決
心
を
揺
る
ぎ
な
い
も
の
に
し
た
の
だ
ろ

う
。
鳥
取
県
境
港
市
の
老
舗
、
千
代
む
す
び

酒
造
の
岡
空
晴
夫
社
長
で
あ
る
。
名
前
の
と

お
り
、
晴
れ
晴
れ
と
し
た
表
情
で
答
え
て
く

れ
た
。

　
千
代
む
す
び
酒
造
は
、一
八
六
五
（
慶
応
元
）

年
に
創
業
し
た
。
現
在
地
で
あ
る
大
正
町
は
、

か
つ
て
は
畑
し
か
な
か
っ
た
が
、一
九
〇
二（
明

治
三
十
五
）
年
に
境
駅
と
御
来
屋
駅
を
結
ぶ

鉄
道
が
開
通
す
る
と
、
徐
々
に
ま
ち
と
し
て

栄
え
て
い
っ
た
。
昭
和
初
期
、
岡
空
社
長
の
祖

父
で
三
代
目
の
岡
空
林
太
郎
氏
が
大
正
町
に

酒
造
を
移
転
。
以
来
、
こ
の
地
で
ま
ち
の
変

化
を
見
続
け
て
き
た
。

　
終
戦
の
四
カ
月
ほ
ど
前
、
百
メ
ー
ト
ル
先
の

港
で
弾
薬
を
積
ん
だ
船
が
爆
発
し
、
百
十
五

人
が
亡
く
な
る
玉
栄
丸
爆
発
事
故
が
発
生
し

た
。
辺
り
一
帯
は
壊
滅
的
な
被
害
を
受
け
、

千
代
む
す
び
酒
造
も
社
屋
が
全
壊
し
た
。
戦

地
か
ら
帰
っ
て
き
た
岡
空
社
長
の
父
の
昇
氏

は
、
倒
壊
状
態
の
製
造
場
か
ら
、
酒
造
を
立

て
直
し
て
い
っ
た
。
戦
時
中
、
酒
造
を
守
っ
て

き
た
林
太
郎
氏
は
、
昇
氏
に
酒
造
を
明
け
渡

す
と
、
灘
で
の
酒
造
り
を
目
指
し
、
夫
婦
で

神
戸
に
引
っ
越
し
た
。
結
局
、
酒
造
り
は
叶

わ
な
か
っ
た
が
、酒
販
店
を
経
営
し
た
と
い
う
。

「
林
太
郎
は
今
で
い
う
実
業
家
。
酒
造
だ
け
で

な
く
、
金
物
屋
や
銀
行
な
ど
、
い
ろ
ん
な
事

業
を
行
っ
て
い
た
そ
う
で
す
。
そ
れ
に
対
し
、

父
の
昇
は
売
れ
る
分
だ
け
売
る
と
い
う
、
堅
実

な
商
売
人
。
そ
れ
が
私
に
は
物
足
り
な
く
感

じ
ら
れ
た
の
で
す
」

　
岡
空
社
長
が
ま
だ
小
学
生
だ
っ
た
昭
和
三

十
年
代
は
、
酒
造
に
と
っ
て
は
売
り
手
市
場

だ
っ
た
。
少
量
の
米
を
全
国
の
蔵
元
に
公
平
に

配
分
す
る「
原
料
米
の
割
り
当
て
制
度
」が
あ
っ

た
た
め
、造
れ
ば
売
れ
る
と
い
う
状
態
だ
っ
た
。

「
親
戚
が
来
る
の
で
お
酒
を
分
け
て
ほ
し
い
、

お
店
を
開
く
か
ら
お
酒
を
売
っ
て
ほ
し
い
と
た

く
さ
ん
の
人
が
訪
れ
て
い
た
こ
と
を
覚
え
て
い

ま
す
。
そ
の
と
き
に
お
酒
を
分
け
て
い
た
老
舗

の
方
は
、
義
理
人
情
で
今
も
う
ち
の
お
酒
を

買
っ
て
く
だ
さ
っ
て
い
ま
す
」

　
こ
う
し
た
華
や
か
な
時
代
は
長
く
は
続
か

な
か
っ
た
。
昭
和
四
十
年
代
に
な
る
と
、
自
主

流
通
米
制
度
が
登
場
し
、
造
石
数
量
の
自
由

化
の
波
に
さ
ら
さ
れ
た
。
実
力
の
あ
る
蔵
は
自

由
に
必
要
量
の
酒
を
造
れ
る
こ
と
に
な
り
、
小

さ
な
蔵
が
桶
ご
と
大
手
に
売
る
〝
桶
売
り
〞
が

盛
ん
に
行
わ
れ
た
。
新
幹
線
が
開
通
し
、
道

路
網
が
発
達
す
る
と
、
灘
や
伏
見
の
酒
造
メ
ー

カ
ー
が
全
国
で
日
本
酒
を
販
売
す
る
よ
う
に

な
り
、
カ
ラ
ー
テ
レ
ビ
の
コ
マ
ー
シ
ャ
ル
が
大

手
酒
造
の
席
巻
を
さ
ら
に
加
速
さ
せ
た
。

　
父
・
昇
氏
は
「
二
階
に
唾
を
吐
く
よ
う
な
も

の
だ
」
と
桶
売
り
に
は
断
じ
て
応
じ
な
か
っ
た
。

そ
の
予
感
ど
お
り
、
大
手
酒
造
メ
ー
カ
ー
の
生

産
能
力
が
上
が
る
と
、
電
話
一
本
で
仕
事
を
失

う
蔵
元
が
頻
出
し
、
多
く
の
蔵
元
が
倒
産
し
た
。

　
こ
う
し
た
酒
造
業
界
の
大
き
な
変
化
を
目

の
当
た
り
に
し
な
が
ら
、
岡
空
社
長
は
一
九
七

三
（
昭
和
四
十
八
）
年
に
、
広
島
大
学
工
学

部
発
酵
工
学
科
を
卒
業
。
営
業
を
学
び
に
大

阪
の
酒
問
屋
に
就
職
し
、
四
年
半
働
い
た
。

日
本
酒
の
出
荷
量
は
一
九
七
五
（
昭
和
五
十
）

年
に
九
百
九
十
八
万
石
と
ピ
ー
ク
を
迎
え
、

そ
の
後
は
ワ
イ
ン
や
ビ
ー
ル
、
ウ
イ
ス
キ
ー
な

ど
洋
酒
の
台
頭
に
よ
っ
て
、
減
少
の
一
途
を
た

ど
っ
て
い
っ
た
。

「
そ
の
と
き
酒
問
屋
の
社
長
に
は
、『
こ
れ
か
ら

の
日
本
酒
業
界
は
本
当
に
厳
し
い
。
特
に
地

方
の
酒
造
は
や
め
た
方
が
い
い
』
と
力
を
込
め

て
言
わ
れ
た
こ
と
を
今
で
も
覚
え
て
い
ま
す
」

　
二
十
七
歳
で
境
港
に
戻
る
と
、
営
業
で
お

得
意
さ
ま
を
回
り
な
が
ら
、一
生
懸
命
働
い
た
。

し
か
し
二
、
三
年
が
経
過
す
る
と
、
た
だ
が
む

し
ゃ
ら
に
働
く
の
で
は
な
く
、
業
態
変
化
を
し

な
け
れ
ば
い
け
な
い
と
思
う
よ
う
に
な
る
。

　
そ
し
て
最
初
に
注
目
し
た
の
が
、
焼
酎
だ
っ

た
。
一
九
八
五
（
昭
和
六
十
）
年
ご
ろ
、
真
空

蒸
留
装
置
の
登
場
で
飲
み
や
す
い
焼
酎
が
ブ
ー

ム
と
な
っ
た
。
真
空
に
近
い
状
態
に
す
る
と
沸

点
が
四
十
〜
五
十
度
に
下
が
る
た
め
、
く
さ
み

の
な
い
焼
酎
が
製
造
で
き
る
。
機
械
を
導
入

し
て
米
焼
酎
を
出
し
た
と
こ
ろ
、
ヒ
ッ
ト
商
品

と
な
っ
た
。

　
変
化
の
波
は
さ
ら
に
や
っ
て
き
た
。
一
九
九

二
（
平
成
四
）
年
に
日
本
酒
の
級
別
制
度
が

廃
止
と
な
る
。
特
級
、
一
級
、
二
級
と
い
う
格

付
け
が
な
く
な
り
、
日
本
酒
は
級
数
で
は
な

く
、
銘
柄
勝
負
の
時
代
に
突
入
し
た
。

「
そ
れ
ま
で
の
日
本
酒
は
、
酔
う
た
め
の
酒
と

い
う
存
在
で
、
お
客
さ
ま
も
銘
柄
よ
り
も
級

数
に
関
心
を
持
っ
て
い
ま
し
た
。
銘
柄
勝
負

と
は
つ
ま
り
品
質
勝
負
。
品
質
を
向
上
さ
せ

て
い
き
ま
し
た
が
、
販
路
が
地
元
だ
け
で
は

な
か
な
か
出
荷
量
は
伸
び
ず
、
売
上
高
前
年

比
七
〜
八
％
減
の
年
が
続
い
て
い
き
ま
し
た
」

　
当
時
、
日
本
酒
を
指
導
し
て
も
ら
っ
て
い
た

上
原
浩
先
生
か
ら
は
「
こ
の
ま
ま
で
は
鳥
取

県
の
酒
蔵
は
全
滅
す
る
」
と
厳
し
い
言
葉
が

飛
ん
で
き
た
。
事
実
、
毎
年
一
割
の
酒
造
が
廃

業
す
る
状
態
に
追
い
込
ま
れ
て
い
た
。

「
高
い
酒
を
売
ろ
う
と
し
て
も
、
な
か
な
か
売

れ
な
い
。
売
る
た
め
に
は
、
東
京
に
進
出
し
な

け
れ
ば
と
決
心
し
ま
し
た
。
地
元
な
ら
多
く

の
人
に
飲
ん
で
い
た
だ
か
な
い
と
商
売
に
な
り

ま
せ
ん
が
、
都
会
な
ら
数
％
の
人
に
飲
ん
で
い

た
だ
く
だ
け
で
も
相
当
量
に
な
り
ま
す
。
そ

れ
な
ら
ば
、
個
性
が
出
る
酒
造
り
を
し
よ
う

と
考
え
ま
し
た
」

　
そ
の
こ
ろ
の
東
京
は
第
一
次
地
酒
ブ
ー
ム

で
、「
越
乃
寒
梅
」「
八
海
山
」「
上
善
如
水
」

の
よ
う
な
、
淡
麗
辛
口
の
日
本
酒
が
人
気
を

集
め
て
い
た
。
一
方
、
大
量
生
産
さ
れ
て
い
た

三
倍
増
醸
清
酒
は
避
け
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
、

甘
口
＝
品
質
の
悪
い
酒
と
い
う
イ
メ
ー
ジ
が
つ

い
て
し
ま
っ
た
。

　
ど
ん
な
酒
を
売
る
べ
き
か
を
模
索
し
て
い

た
岡
空
社
長
は
、
上
原
先
生
と
も
話
し
合
い
、

山
陰
ら
し
い
味
の
あ
る
酒
を
売
ろ
う
と
決
心

す
る
。

「
目
指
し
た
の
は
、
ほ
の
か
な
香
り
を
持
ち
、

ボ
デ
ィ
は
し
っ
か
り
と
し
て
い
な
が
ら
、
飲
み

口
が
さ
っ
ぱ
り
と
し
た
濃
醇
辛
口
の
酒
。
そ
し

て
、
無
濾
過
で
自
然
な
酒
に
し
ま
し
た
」

　
昔
な
が
ら
の
酒
造
り
は
、
味
が
変
わ
ら
な

い
こ
と
が
大
切
だ
っ
た
。
新
酒
を
出
せ
ば
味
が

違
う
と
、
消
費
者
が
離
れ
て
し
ま
う
。
そ
の

た
め
、
味
が
変
わ
ら
な
い
よ
う
に
仕
込
み
時

期
が
異
な
る
酒
を
混
ぜ
て
濾
過
す
る
の
が
、

昔
の
製
法
で
あ
っ
た
。

「
無
濾
過
に
す
れ
ば
、
造
っ
た
年
や
タ
ン
ク
、

そ
の
年
の
米
の
良
し
あ
し
で
味
が
変
わ
っ
て
き

ま
す
。
幸
い
だ
っ
た
の
は
、
う
ち
は
小
さ
な
タ

ン
ク
で
酒
造
り
を
続
け
て
い
た
こ
と
。
米
の
給

水
も
麴
づ
く
り
も
、
一
つ
一
つ
の
工
程
を
手
作

業
で
こ
な
す
た
め
、
お
い
し
い
お
酒
が
造
り
や

す
い
環
境
に
あ
り
ま
し
た
」

　
東
京
に
進
出
し
、
売
り
上
げ
も
少
し
ず
つ

伸
び
て
い
っ
た
。
そ
し
て
、
そ
こ
で
生
ま
れ
た

人
の
縁
に
よ
っ
て
、
岡
空
社
長
は
さ
ら
な
る
冒

険
に
出
る
。

　
毎
年
三
月
に
千
葉
で
開
催
さ
れ
る
国
際
食

品
・
飲
食
展
「FO

O
D
EX

」
に
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
で
参
加
し
た
岡
空
社
長
は
全
国
各
地
の
意

欲
あ
る
蔵
元
や
酒
販
店
の
人
と
出
会
う
。
こ

れ
か
ら
は
海
外
で
日
本
酒
を
売
る
時
代
だ
と

意
気
投
合
し
、
十
二
の
酒
蔵
で
五
百
万
円
ず
つ

出
資
し
て
組
合
を
設
立
。一
九
九
六
（
平
成
八
）

年
に
欧
米
に
進
出
し
た
。

　
フ
ラ
ン
ス
で
は
、
日
本
食
レ
ス
ト
ラ
ン
も
開

店
し
た
が
、
時
期
尚
早
で
、
三
年
で
閉
店
に

追
い
込
ま
れ
た
。
四
十
フ
ィ
ー
ト
型
の
コ
ン
テ

ナ
に
詰
め
て
運
ん
だ
日
本
酒
は
、
一
年
経
っ
て

も
一
割
も
減
る
こ
と
が
な
か
っ
た
。

　
ア
メ
リ
カ
で
は
、
量
販
店
で
二
十
リ
ッ
ト
ル

の
日
本
酒
が
二
十
〜
三
十
ド
ル
で
販
売
さ
れ
て

お
り
、
そ
の
三
十
倍
の
値
段
の
組
合
の
酒
は
売

れ
る
わ
け
が
な
い
と
販
売
店
に
は
言
わ
れ
て
い

た
。
し
か
し
、
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
か
ら
日
本
食
の

ブ
ー
ム
が
生
ま
れ
、和
食
レ
ス
ト
ラ
ン
が
増
え
、

高
い
酒
で
も
少
し
ず
つ
売
れ
る
よ
う
に
な
っ
て

き
た
。
ア
メ
リ
カ
で
は
安
い
酒
を
熱
燗
で
飲
む

「H
O
T
 SA
K
E

」
が
主
流
で
あ
っ
た
が
、
岡
空

社
長
た
ち
は
冷
や
の
「CO

LD
 SA
K
E

」
を

提
案
。
珍
し
さ
も
あ
っ
て
好
評
を
得
、
冷
蔵

で
輸
送
・
貯
蔵
・
販
売
を
徹
底
し
た
こ
と
も

功
を
奏
し
た
。

　
し
か
し
、
販
売
店
を
開
拓
し
て
い
く
に
は

現
地
の
営
業
担
当
者
三
〜
四
人
が
必
要
だ
っ

た
。
経
費
が
か
さ
ん
で
毎
年
一
千
万
円
以
上
の

赤
字
が
続
い
た
。
増
資
に
次
ぐ
増
資
で
何
と

か
こ
ら
え
て
い
た
が
、
結
局
組
合
は
清
算
す
る

こ
と
と
な
る
。
岡
空
社
長
は
そ
の
後
再
び
出

資
し
て
新
た
な
組
合
を
設
立
す
る
が
、
そ
ち

ら
も
解
散
す
る
結
果
と
な
っ
た
。

　
そ
れ
で
も
諦
め
ず
、
再
度
出
資
し
て
輸
出

会
社
の
株
式
会
社
J
C
T
O
ジ
ャ
パ
ン

（K
uram

otoU
S,LLC

）
を
二
〇
〇
九
（
平
成

二
十
一
）
年
に
設
立
。
円
安
が
追
い
風
に
な
り
、

売
上
高
年
間
二
百
万
ド
ル
の
損
益
分
岐
点
に
の

る
こ
と
が
で
き
、
順
調
な
航
海
と
な
っ
て
い
る
。

　
失
敗
が
続
い
て
も
ど
う
し
て
諦
め
ず
に
挑

戦
し
続
け
て
い
る
の
か
と
尋
ね
る
と
、
岡
空
社

長
は
充
実
感
に
満
ち
た
表
情
で
語
っ
た
。

「
日
本
全
国
に
仲
間
が
で
き
て
、
そ
の
出
会
い

が
大
き
か
っ
た
。
そ
れ
に
、
外
国
人
は
利
き
酒

能
力
が
高
く
、
銘
柄
に
左
右
さ
れ
る
こ
と
な

く
お
酒
を
飲
ん
で
判
断
し
て
く
れ
ま
す
。
二

十
七
歳
で
地
元
に
帰
っ
て
、『
も
う
日
本
酒
は

い
ら
な
い
』
と
言
わ
れ
て
頭
を
下
げ
て
い
た
時

代
か
ら
、
売
り
手
と
買
い
手
が
お
互
い
感
謝

し
な
が
ら
酒
を
語
れ
る
時
代
に
な
っ
た
こ
と
が

一
番
う
れ
し
い
。
気
持
ち
の
い
い
ビ
ジ
ネ
ス
が

で
き
る
の
で
す
」

　
同
年
、
ソ
ウ
ル
に
百
％
出
資
の
子
会
社

「JIZA
K
E CY

 K
O
REA

」（
J
C
K
）
を
設

立
し
、
他
の
酒
蔵
の
銘
柄
も
含
め
、
日
本
酒

や
焼
酎
の
販
売
を
行
っ
て
い
る
。

　
日
本
酒
は
、
他
の
製
品
に
比
べ
て
輸
出
量

が
ま
だ
少
な
い
た
め
、
現
地
の
営
業
担
当
者

と
一
緒
に
な
っ
て
、
で
き
る
だ
け
日
本
酒
の
会

を
開
き
、
お
客
さ
ま
に
直
接
説
明
す
る
よ
う

心
掛
け
て
い
る
。

　
ソ
ウ
ル
で
は
、
東
京
農
業
大
学
の
醸
造
学

科
に
留
学
し
た
韓
国
人
の
キ
ム
さ
ん
と
縁
あ
っ

て
出
会
い
、
J
C
K
の
営
業
を
お
願
い
す
る
こ

と
に
な
っ
た
。
日
本
の
酒
蔵
を
巡
る
ほ
ど
熱
心

な
キ
ム
さ
ん
に
任
せ
る
こ
と
が
で
き
、
岡
空
社

長
も
一
安
心
し
て
い
る
よ
う
だ
。

「
ア
ル
コ
ー
ル
の
平
均
消
費
量
が
一
番
多
い
今

の
六
十
代
が
さ
ら
に
高
齢
化
す
れ
ば
、
日
本

酒
の
消
費
量
は
ど
ん
ど
ん
減
っ
て
い
き
ま
す
。

こ
れ
は
、
自
分
が
二
十
〜
三
十
代
の
と
き
と
一

緒
の
戦
い
。
今
後
は
、
海
外
比
率
を
も
っ
と

高
め
て
い
き
た
い
」と
岡
空
社
長
は
意
気
込
む
。

　
大
海
原
に
出
る
大
型
客
船
の
よ
う
に
、
ど
っ

し
り
と
し
た
気
構
え
で
世
界
を
眺
め
て
い
る
よ

う
に
感
じ
た
。

と
ん  

へ

み 

く
り 

や
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業
界
の
変
化
を
実
感
し
、

業
態
変
化
を
意
識

海
外
比
率
を
高
め
、生
き
残
る

仲
間
と
と
も
に
海
外
進
出

級
数
か
ら
銘
柄
へ

品
質
が
問
わ
れ
る
時
代
に

店舗「岡空本店」は水木しげるロード沿いに建ち、鬼太郎グッズなども販売している 純米酒以上は無濾過とし、瓶詰め後、瓶燗火入れを行う

低温管理された仕込み室

鳥取県の酒米「強力（ごうりき）」を使った「千代むすび」

本社外観

◆千代むすび酒造株式会社：TEL 0859（42）3191　URL http://www.chiyomusubi.co.jp

　
耳
の
奥
ま
で
響
く
よ
う
な
低
い
音
の
汽
笛

を
鳴
ら
し
、
白
い
船
体
は
ゆ
っ
く
り
と
港
を
離

れ
た
。
そ
し
て
海
の
向
こ
う
へ
進
み
出
し
、
い

つ
し
か
そ
の
姿
は
海
原
に
消
え
て
い
く
。

　
二
〇
〇
九
（
平
成
二
十
一
）
年
、
境
港
と

韓
国
の
東
海
港
、
ロ
シ
ア
の
ウ
ラ
ジ
オ
ス
ト
ッ

ク
港
を
結
ぶ
国
際
定
期
貨
客
船
「
D
B
S
ク

ル
ー
ズ
フ
ェ
リ
ー
」
が
就
航
し
た
。
韓
国
東

海
岸
と
日
本
を
結
ぶ
初
め
て
の
航
路
で
あ
り
、

境
港
は
韓
国
か
ら
の
観
光
客
の
玄
関
口
に
も

な
っ
た
。

　
港
は
、
彼
方
へ
の
あ
こ
が
れ
や
不
安
、
期

待
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
気
持
ち
を
生
む
場
所
で

あ
る
。
企
業
家
が
海
の
向
こ
う
を
目
指
し
た

の
は
、
小
さ
い
こ
ろ
か
ら
慣
れ
親
し
ん
で
き
た

境
港
の
土
地
柄
が
影
響
し
て
い
る
の
か
も
し
れ

な
い
。

　
し
か
し
な
が
ら
、
海
外
で
の
ビ
ジ
ネ
ス
は
決

し
て
容
易
で
は
な
い
。
失
敗
を
重
ね
、
も
う

や
め
よ
う
と
思
っ
た
こ
と
は
な
い
か
と
尋
ね
る

と
、
企
業
家
は
「
ま
っ
た
く
思
わ
な
か
っ
た
」

と
は
っ
き
り
答
え
た
。
道
を
模
索
す
る
中
で

芽
生
え
た
仲
間
と
の
絆
や
若
い
こ
ろ
の
経
験

が
、
決
心
を
揺
る
ぎ
な
い
も
の
に
し
た
の
だ
ろ

う
。
鳥
取
県
境
港
市
の
老
舗
、
千
代
む
す
び

酒
造
の
岡
空
晴
夫
社
長
で
あ
る
。
名
前
の
と

お
り
、
晴
れ
晴
れ
と
し
た
表
情
で
答
え
て
く

れ
た
。

　
千
代
む
す
び
酒
造
は
、一
八
六
五
（
慶
応
元
）

年
に
創
業
し
た
。
現
在
地
で
あ
る
大
正
町
は
、

か
つ
て
は
畑
し
か
な
か
っ
た
が
、一
九
〇
二（
明

治
三
十
五
）
年
に
境
駅
と
御
来
屋
駅
を
結
ぶ

鉄
道
が
開
通
す
る
と
、
徐
々
に
ま
ち
と
し
て

栄
え
て
い
っ
た
。
昭
和
初
期
、
岡
空
社
長
の
祖

父
で
三
代
目
の
岡
空
林
太
郎
氏
が
大
正
町
に

酒
造
を
移
転
。
以
来
、
こ
の
地
で
ま
ち
の
変

化
を
見
続
け
て
き
た
。

　
終
戦
の
四
カ
月
ほ
ど
前
、
百
メ
ー
ト
ル
先
の

港
で
弾
薬
を
積
ん
だ
船
が
爆
発
し
、
百
十
五

人
が
亡
く
な
る
玉
栄
丸
爆
発
事
故
が
発
生
し

た
。
辺
り
一
帯
は
壊
滅
的
な
被
害
を
受
け
、

千
代
む
す
び
酒
造
も
社
屋
が
全
壊
し
た
。
戦

地
か
ら
帰
っ
て
き
た
岡
空
社
長
の
父
の
昇
氏

は
、
倒
壊
状
態
の
製
造
場
か
ら
、
酒
造
を
立

て
直
し
て
い
っ
た
。
戦
時
中
、
酒
造
を
守
っ
て

き
た
林
太
郎
氏
は
、
昇
氏
に
酒
造
を
明
け
渡

す
と
、
灘
で
の
酒
造
り
を
目
指
し
、
夫
婦
で

神
戸
に
引
っ
越
し
た
。
結
局
、
酒
造
り
は
叶

わ
な
か
っ
た
が
、酒
販
店
を
経
営
し
た
と
い
う
。

「
林
太
郎
は
今
で
い
う
実
業
家
。
酒
造
だ
け
で

な
く
、
金
物
屋
や
銀
行
な
ど
、
い
ろ
ん
な
事

業
を
行
っ
て
い
た
そ
う
で
す
。
そ
れ
に
対
し
、

父
の
昇
は
売
れ
る
分
だ
け
売
る
と
い
う
、
堅
実

な
商
売
人
。
そ
れ
が
私
に
は
物
足
り
な
く
感

じ
ら
れ
た
の
で
す
」

　
岡
空
社
長
が
ま
だ
小
学
生
だ
っ
た
昭
和
三

十
年
代
は
、
酒
造
に
と
っ
て
は
売
り
手
市
場

だ
っ
た
。
少
量
の
米
を
全
国
の
蔵
元
に
公
平
に

配
分
す
る「
原
料
米
の
割
り
当
て
制
度
」が
あ
っ

た
た
め
、造
れ
ば
売
れ
る
と
い
う
状
態
だ
っ
た
。

「
親
戚
が
来
る
の
で
お
酒
を
分
け
て
ほ
し
い
、

お
店
を
開
く
か
ら
お
酒
を
売
っ
て
ほ
し
い
と
た

く
さ
ん
の
人
が
訪
れ
て
い
た
こ
と
を
覚
え
て
い

ま
す
。
そ
の
と
き
に
お
酒
を
分
け
て
い
た
老
舗

の
方
は
、
義
理
人
情
で
今
も
う
ち
の
お
酒
を

買
っ
て
く
だ
さ
っ
て
い
ま
す
」

　
こ
う
し
た
華
や
か
な
時
代
は
長
く
は
続
か

な
か
っ
た
。
昭
和
四
十
年
代
に
な
る
と
、
自
主

流
通
米
制
度
が
登
場
し
、
造
石
数
量
の
自
由

化
の
波
に
さ
ら
さ
れ
た
。
実
力
の
あ
る
蔵
は
自

由
に
必
要
量
の
酒
を
造
れ
る
こ
と
に
な
り
、
小

さ
な
蔵
が
桶
ご
と
大
手
に
売
る
〝
桶
売
り
〞
が

盛
ん
に
行
わ
れ
た
。
新
幹
線
が
開
通
し
、
道

路
網
が
発
達
す
る
と
、
灘
や
伏
見
の
酒
造
メ
ー

カ
ー
が
全
国
で
日
本
酒
を
販
売
す
る
よ
う
に

な
り
、
カ
ラ
ー
テ
レ
ビ
の
コ
マ
ー
シ
ャ
ル
が
大

手
酒
造
の
席
巻
を
さ
ら
に
加
速
さ
せ
た
。

　
父
・
昇
氏
は
「
二
階
に
唾
を
吐
く
よ
う
な
も

の
だ
」
と
桶
売
り
に
は
断
じ
て
応
じ
な
か
っ
た
。

そ
の
予
感
ど
お
り
、
大
手
酒
造
メ
ー
カ
ー
の
生

産
能
力
が
上
が
る
と
、
電
話
一
本
で
仕
事
を
失

う
蔵
元
が
頻
出
し
、
多
く
の
蔵
元
が
倒
産
し
た
。

　
こ
う
し
た
酒
造
業
界
の
大
き
な
変
化
を
目

の
当
た
り
に
し
な
が
ら
、
岡
空
社
長
は
一
九
七

三
（
昭
和
四
十
八
）
年
に
、
広
島
大
学
工
学

部
発
酵
工
学
科
を
卒
業
。
営
業
を
学
び
に
大

阪
の
酒
問
屋
に
就
職
し
、
四
年
半
働
い
た
。

日
本
酒
の
出
荷
量
は
一
九
七
五
（
昭
和
五
十
）

年
に
九
百
九
十
八
万
石
と
ピ
ー
ク
を
迎
え
、

そ
の
後
は
ワ
イ
ン
や
ビ
ー
ル
、
ウ
イ
ス
キ
ー
な

ど
洋
酒
の
台
頭
に
よ
っ
て
、
減
少
の
一
途
を
た

ど
っ
て
い
っ
た
。

「
そ
の
と
き
酒
問
屋
の
社
長
に
は
、『
こ
れ
か
ら

の
日
本
酒
業
界
は
本
当
に
厳
し
い
。
特
に
地

方
の
酒
造
は
や
め
た
方
が
い
い
』
と
力
を
込
め

て
言
わ
れ
た
こ
と
を
今
で
も
覚
え
て
い
ま
す
」

　
二
十
七
歳
で
境
港
に
戻
る
と
、
営
業
で
お

得
意
さ
ま
を
回
り
な
が
ら
、一
生
懸
命
働
い
た
。

し
か
し
二
、
三
年
が
経
過
す
る
と
、
た
だ
が
む

し
ゃ
ら
に
働
く
の
で
は
な
く
、
業
態
変
化
を
し

な
け
れ
ば
い
け
な
い
と
思
う
よ
う
に
な
る
。

　
そ
し
て
最
初
に
注
目
し
た
の
が
、
焼
酎
だ
っ

た
。
一
九
八
五
（
昭
和
六
十
）
年
ご
ろ
、
真
空

蒸
留
装
置
の
登
場
で
飲
み
や
す
い
焼
酎
が
ブ
ー

ム
と
な
っ
た
。
真
空
に
近
い
状
態
に
す
る
と
沸

点
が
四
十
〜
五
十
度
に
下
が
る
た
め
、
く
さ
み

の
な
い
焼
酎
が
製
造
で
き
る
。
機
械
を
導
入

し
て
米
焼
酎
を
出
し
た
と
こ
ろ
、
ヒ
ッ
ト
商
品

と
な
っ
た
。

　
変
化
の
波
は
さ
ら
に
や
っ
て
き
た
。
一
九
九

二
（
平
成
四
）
年
に
日
本
酒
の
級
別
制
度
が

廃
止
と
な
る
。
特
級
、
一
級
、
二
級
と
い
う
格

付
け
が
な
く
な
り
、
日
本
酒
は
級
数
で
は
な

く
、
銘
柄
勝
負
の
時
代
に
突
入
し
た
。

「
そ
れ
ま
で
の
日
本
酒
は
、
酔
う
た
め
の
酒
と

い
う
存
在
で
、
お
客
さ
ま
も
銘
柄
よ
り
も
級

数
に
関
心
を
持
っ
て
い
ま
し
た
。
銘
柄
勝
負

と
は
つ
ま
り
品
質
勝
負
。
品
質
を
向
上
さ
せ

て
い
き
ま
し
た
が
、
販
路
が
地
元
だ
け
で
は

な
か
な
か
出
荷
量
は
伸
び
ず
、
売
上
高
前
年

比
七
〜
八
％
減
の
年
が
続
い
て
い
き
ま
し
た
」

　
当
時
、
日
本
酒
を
指
導
し
て
も
ら
っ
て
い
た

上
原
浩
先
生
か
ら
は
「
こ
の
ま
ま
で
は
鳥
取

県
の
酒
蔵
は
全
滅
す
る
」
と
厳
し
い
言
葉
が

飛
ん
で
き
た
。
事
実
、
毎
年
一
割
の
酒
造
が
廃

業
す
る
状
態
に
追
い
込
ま
れ
て
い
た
。

「
高
い
酒
を
売
ろ
う
と
し
て
も
、
な
か
な
か
売

れ
な
い
。
売
る
た
め
に
は
、
東
京
に
進
出
し
な

け
れ
ば
と
決
心
し
ま
し
た
。
地
元
な
ら
多
く

の
人
に
飲
ん
で
い
た
だ
か
な
い
と
商
売
に
な
り

ま
せ
ん
が
、
都
会
な
ら
数
％
の
人
に
飲
ん
で
い

た
だ
く
だ
け
で
も
相
当
量
に
な
り
ま
す
。
そ

れ
な
ら
ば
、
個
性
が
出
る
酒
造
り
を
し
よ
う

と
考
え
ま
し
た
」

　
そ
の
こ
ろ
の
東
京
は
第
一
次
地
酒
ブ
ー
ム

で
、「
越
乃
寒
梅
」「
八
海
山
」「
上
善
如
水
」

の
よ
う
な
、
淡
麗
辛
口
の
日
本
酒
が
人
気
を

集
め
て
い
た
。
一
方
、
大
量
生
産
さ
れ
て
い
た

三
倍
増
醸
清
酒
は
避
け
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
、

甘
口
＝
品
質
の
悪
い
酒
と
い
う
イ
メ
ー
ジ
が
つ

い
て
し
ま
っ
た
。

　
ど
ん
な
酒
を
売
る
べ
き
か
を
模
索
し
て
い

た
岡
空
社
長
は
、
上
原
先
生
と
も
話
し
合
い
、

山
陰
ら
し
い
味
の
あ
る
酒
を
売
ろ
う
と
決
心

す
る
。

「
目
指
し
た
の
は
、
ほ
の
か
な
香
り
を
持
ち
、

ボ
デ
ィ
は
し
っ
か
り
と
し
て
い
な
が
ら
、
飲
み

口
が
さ
っ
ぱ
り
と
し
た
濃
醇
辛
口
の
酒
。
そ
し

て
、
無
濾
過
で
自
然
な
酒
に
し
ま
し
た
」

　
昔
な
が
ら
の
酒
造
り
は
、
味
が
変
わ
ら
な

い
こ
と
が
大
切
だ
っ
た
。
新
酒
を
出
せ
ば
味
が

違
う
と
、
消
費
者
が
離
れ
て
し
ま
う
。
そ
の

た
め
、
味
が
変
わ
ら
な
い
よ
う
に
仕
込
み
時

期
が
異
な
る
酒
を
混
ぜ
て
濾
過
す
る
の
が
、

昔
の
製
法
で
あ
っ
た
。

「
無
濾
過
に
す
れ
ば
、
造
っ
た
年
や
タ
ン
ク
、

そ
の
年
の
米
の
良
し
あ
し
で
味
が
変
わ
っ
て
き

ま
す
。
幸
い
だ
っ
た
の
は
、
う
ち
は
小
さ
な
タ

ン
ク
で
酒
造
り
を
続
け
て
い
た
こ
と
。
米
の
給

水
も
麴
づ
く
り
も
、
一
つ
一
つ
の
工
程
を
手
作

業
で
こ
な
す
た
め
、
お
い
し
い
お
酒
が
造
り
や

す
い
環
境
に
あ
り
ま
し
た
」

　
東
京
に
進
出
し
、
売
り
上
げ
も
少
し
ず
つ

伸
び
て
い
っ
た
。
そ
し
て
、
そ
こ
で
生
ま
れ
た

人
の
縁
に
よ
っ
て
、
岡
空
社
長
は
さ
ら
な
る
冒

険
に
出
る
。

　
毎
年
三
月
に
千
葉
で
開
催
さ
れ
る
国
際
食

品
・
飲
食
展
「FO

O
D
EX

」
に
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
で
参
加
し
た
岡
空
社
長
は
全
国
各
地
の
意

欲
あ
る
蔵
元
や
酒
販
店
の
人
と
出
会
う
。
こ

れ
か
ら
は
海
外
で
日
本
酒
を
売
る
時
代
だ
と

意
気
投
合
し
、
十
二
の
酒
蔵
で
五
百
万
円
ず
つ

出
資
し
て
組
合
を
設
立
。一
九
九
六
（
平
成
八
）

年
に
欧
米
に
進
出
し
た
。

　
フ
ラ
ン
ス
で
は
、
日
本
食
レ
ス
ト
ラ
ン
も
開

店
し
た
が
、
時
期
尚
早
で
、
三
年
で
閉
店
に

追
い
込
ま
れ
た
。
四
十
フ
ィ
ー
ト
型
の
コ
ン
テ

ナ
に
詰
め
て
運
ん
だ
日
本
酒
は
、
一
年
経
っ
て

も
一
割
も
減
る
こ
と
が
な
か
っ
た
。

　
ア
メ
リ
カ
で
は
、
量
販
店
で
二
十
リ
ッ
ト
ル

の
日
本
酒
が
二
十
〜
三
十
ド
ル
で
販
売
さ
れ
て

お
り
、
そ
の
三
十
倍
の
値
段
の
組
合
の
酒
は
売

れ
る
わ
け
が
な
い
と
販
売
店
に
は
言
わ
れ
て
い

た
。
し
か
し
、
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
か
ら
日
本
食
の

ブ
ー
ム
が
生
ま
れ
、和
食
レ
ス
ト
ラ
ン
が
増
え
、

高
い
酒
で
も
少
し
ず
つ
売
れ
る
よ
う
に
な
っ
て

き
た
。
ア
メ
リ
カ
で
は
安
い
酒
を
熱
燗
で
飲
む

「H
O
T
 SA
K
E

」
が
主
流
で
あ
っ
た
が
、
岡
空

社
長
た
ち
は
冷
や
の
「CO

LD
 SA
K
E

」
を

提
案
。
珍
し
さ
も
あ
っ
て
好
評
を
得
、
冷
蔵

で
輸
送
・
貯
蔵
・
販
売
を
徹
底
し
た
こ
と
も

功
を
奏
し
た
。

　
し
か
し
、
販
売
店
を
開
拓
し
て
い
く
に
は

現
地
の
営
業
担
当
者
三
〜
四
人
が
必
要
だ
っ

た
。
経
費
が
か
さ
ん
で
毎
年
一
千
万
円
以
上
の

赤
字
が
続
い
た
。
増
資
に
次
ぐ
増
資
で
何
と

か
こ
ら
え
て
い
た
が
、
結
局
組
合
は
清
算
す
る

こ
と
と
な
る
。
岡
空
社
長
は
そ
の
後
再
び
出

資
し
て
新
た
な
組
合
を
設
立
す
る
が
、
そ
ち

ら
も
解
散
す
る
結
果
と
な
っ
た
。

　
そ
れ
で
も
諦
め
ず
、
再
度
出
資
し
て
輸
出

会
社
の
株
式
会
社
J
C
T
O
ジ
ャ
パ
ン

（K
uram

otoU
S,LLC

）
を
二
〇
〇
九
（
平
成

二
十
一
）
年
に
設
立
。
円
安
が
追
い
風
に
な
り
、

売
上
高
年
間
二
百
万
ド
ル
の
損
益
分
岐
点
に
の

る
こ
と
が
で
き
、
順
調
な
航
海
と
な
っ
て
い
る
。

　
失
敗
が
続
い
て
も
ど
う
し
て
諦
め
ず
に
挑

戦
し
続
け
て
い
る
の
か
と
尋
ね
る
と
、
岡
空
社

長
は
充
実
感
に
満
ち
た
表
情
で
語
っ
た
。

「
日
本
全
国
に
仲
間
が
で
き
て
、
そ
の
出
会
い

が
大
き
か
っ
た
。
そ
れ
に
、
外
国
人
は
利
き
酒

能
力
が
高
く
、
銘
柄
に
左
右
さ
れ
る
こ
と
な

く
お
酒
を
飲
ん
で
判
断
し
て
く
れ
ま
す
。
二

十
七
歳
で
地
元
に
帰
っ
て
、『
も
う
日
本
酒
は

い
ら
な
い
』
と
言
わ
れ
て
頭
を
下
げ
て
い
た
時

代
か
ら
、
売
り
手
と
買
い
手
が
お
互
い
感
謝

し
な
が
ら
酒
を
語
れ
る
時
代
に
な
っ
た
こ
と
が

一
番
う
れ
し
い
。
気
持
ち
の
い
い
ビ
ジ
ネ
ス
が

で
き
る
の
で
す
」

　
同
年
、
ソ
ウ
ル
に
百
％
出
資
の
子
会
社

「JIZA
K
E CY

 K
O
REA

」（
J
C
K
）
を
設

立
し
、
他
の
酒
蔵
の
銘
柄
も
含
め
、
日
本
酒

や
焼
酎
の
販
売
を
行
っ
て
い
る
。

　
日
本
酒
は
、
他
の
製
品
に
比
べ
て
輸
出
量

が
ま
だ
少
な
い
た
め
、
現
地
の
営
業
担
当
者

と
一
緒
に
な
っ
て
、
で
き
る
だ
け
日
本
酒
の
会

を
開
き
、
お
客
さ
ま
に
直
接
説
明
す
る
よ
う

心
掛
け
て
い
る
。

　
ソ
ウ
ル
で
は
、
東
京
農
業
大
学
の
醸
造
学

科
に
留
学
し
た
韓
国
人
の
キ
ム
さ
ん
と
縁
あ
っ

て
出
会
い
、
J
C
K
の
営
業
を
お
願
い
す
る
こ

と
に
な
っ
た
。
日
本
の
酒
蔵
を
巡
る
ほ
ど
熱
心

な
キ
ム
さ
ん
に
任
せ
る
こ
と
が
で
き
、
岡
空
社

長
も
一
安
心
し
て
い
る
よ
う
だ
。

「
ア
ル
コ
ー
ル
の
平
均
消
費
量
が
一
番
多
い
今

の
六
十
代
が
さ
ら
に
高
齢
化
す
れ
ば
、
日
本

酒
の
消
費
量
は
ど
ん
ど
ん
減
っ
て
い
き
ま
す
。

こ
れ
は
、
自
分
が
二
十
〜
三
十
代
の
と
き
と
一

緒
の
戦
い
。
今
後
は
、
海
外
比
率
を
も
っ
と

高
め
て
い
き
た
い
」と
岡
空
社
長
は
意
気
込
む
。

　
大
海
原
に
出
る
大
型
客
船
の
よ
う
に
、
ど
っ

し
り
と
し
た
気
構
え
で
世
界
を
眺
め
て
い
る
よ

う
に
感
じ
た
。
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今
年
創
業
百
二
十
周
年
を
迎
え
た
株
式

会
社
サ
タ
ケ
の
歴
史
は
、
一
八
九
六
（
明
治

二
十
九
）
年
に
、
創
業
者
の
佐
竹
利
市
氏

が
日
本
で
初
め
て
動
力
式
精
米
機
を
開
発
・

販
売
し
た
こ
と
に
始
ま
る
。
こ
の
機
械
の
登

場
に
よ
り
、
当
時
人
力
で
あ
っ
た
精
米
作
業

は
機
械
化
さ
れ
、
日
本
の
農
業
・
酒
造
業

の
生
産
性
は
飛
躍
的
に
向
上
し
た
。

　
一
九
九
一
（
平
成
三
）
年
か
ら
は
製
粉
機

市
場
に
も
参
入
し
、
米
、
麦
、
ト
ウ
モ
ロ
コ

シ
の
三
大
主
食
に
関
わ
る
機
械
を
開
発
・

販
売
し
て
き
た
。
現
在
で
は
世
界
十
二
カ
国

に
生
産
・
販
売
拠
点
を
持
ち
、
約
百
五
十

カ
国
に
穀
物
加
工
の
機
械
と
技
術
を
提
供
し

て
い
る
。

　
世
界
シ
ェ
ア
ト
ッ
プ
を
誇
る
サ
タ
ケ
の

精
米
機
は
、
米
が
き
れ
い
に
仕
上
が
り
、

り  

い
ち

砕
米
が
少
な
く
、
操
作
性
が
高
い
こ
と
が

特
長
。
高
い
技
術
力
に
裏
打
ち
さ
れ
た
高

性
能
の
機
械
で
「
精
米
機
の
サ
タ
ケ
」
と

し
て
世
界
で
知
ら
れ
て
き
た
が
、
近
年
で

は
光
選
別
機
の
分
野
も
高
い
評
価
を
得
て

い
る
。

　
光
選
別
機
「
ピ
カ
選
G
R
A
N
D
」
は
、

流
れ
て
き
た
米
を
二
種
類
の
カ
メ
ラ
で

チ
ェ
ッ
ク
す
る
。
フ
ル
カ
ラ
ー
C
C
D
カ
メ

ラ
で
は
病
害
虫
被
害
米
を
、
近
赤
外
線
カ

メ
ラ
で
は
ガ
ラ
ス
や
石
な
ど
の
無
機
物
を

検
出
し
、
そ
れ
ら
を
エ
ア
ー
噴
射
に
よ
り

選
別
・
除
去
す
る
。
食
品
業
界
で
一
番
多

い
ク
レ
ー
ム
は
依
然
と
し
て
異
物
混
入
で

あ
る
こ
と
か
ら
、
サ
タ
ケ
の
光
選
別
機
は

重
宝
さ
れ
て
い
る
。

　
ま
た
、
こ
の
技
術
は
食
品
以
外
に
も
応
用

さ
れ
、
同
社
で
は
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
ペ
レ
ッ
ト

を
選
別
す
る
光
選
別
機
も
開
発
・
販
売
し

て
い
る
。

　
同
社
の
海
外
進
出
は
七
十
年
以
上
も
前

に
さ
か
の
ぼ
る
。
一
九
三
九
（
昭
和
十
四
）

年
に
満
州
佐
竹
製
作
所
を
設
立
後
、
東
南

ア
ジ
ア
、
オ
セ
ア
ニ
ア
、
中
南
米
、
ヨ
ー
ロ
ッ

パ
へ
と
順
次
販
路
を
拡
大
し
て
い
っ
た
。

　
こ
れ
ま
で
、
タ
イ
や
イ
ン
ド
な
ど
で
は
、

ジ
ャ
ス
ミ
ン
米
や
バ
ス
マ
テ
ィ
米
な
ど
高
級

米
を
輸
出
す
る
、
資
本
力
が
あ
る
輸
出
業

者
が
主
な
顧
客
で
あ
っ
た
。
し
か
し
今
後

は
事
業
の
拡
大
、
そ
し
て
さ
ら
な
る
社
会

貢
献
を
目
指
し
、
高
品
質
高
価
格
の
製
品

を
求
め
る
ト
ッ
プ
層
だ
け
で
な
く
、
広
く

米
を
供
給
す
る
ミ
ド
ル
層
に
ま
で
顧
客
を

広
げ
て
い
き
た
い
と
、
国
際
事
業
本
部
の

友
保
義
正
部
長
は
語
る
。

「
具
体
的
に
進
め
て
い
る
の
は
、
当
社
の
品

質
を
保
ち
な
が
ら
、
ミ
ド
ル
層
に
も
提
供
で

き
る
よ
う
な
価
格
帯
の
製
品
の
開
発
で
す
。

中
国
・
蘇
州
や
タ
イ
・
バ
ン
コ
ク
の
工
場

な
ど
で
生
産
す
る
こ
と
で
ト
ー
タ
ル
コ
ス
ト

を
下
げ
、
安
価
で
品
質
の
良
い
機
械
を
提
供

し
て
い
き
た
い
で
す
」

　
精
米
機
や
籾
摺
り
機
、
光
選
別
機
な
ど

機
械
単
体
の
販
売
で
は
安
定
的
に
満
足
を
得

る
の
は
難
し
い
こ
と
か
ら
、
単
体
機
同
士
を

結
ぶ
搬
送
機
ま
で
含
め
た
プ
ラ
ン
ト
の
形
で

研
究
開
発
を
進
め
る
。
モ
ジ
ュ
ー
ル
化
す
る

こ
と
で
、
間
接
費
を
抑
え
る
の
が
狙
い
だ
。

「
も
う
一
つ
、
重
視
し
て
い
る
の
が
ア
フ
タ
ー

サ
ー
ビ
ス
の
充
実
で
す
。
商
品
を
売
る
だ

け
で
な
く
、
顧
客
満
足
を
得
る
こ
と
も
重

要
な
た
め
、
流
通
さ
せ
る
前
に
ま
ず
ア
フ

タ
ー
サ
ー
ビ
ス
を
充
実
す
る
体
制
を
整
え

て
い
ま
す
」

　
二
〇
一
四
（
平
成
二
十
六
）
年
に
事
業
を

開
始
し
た
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
の
現
地
法
人
の
設

立
も
こ
の
流
れ
に
よ
る
も
の
だ
。
イ
ン
ド
ネ

シ
ア
市
場
で
は
、
こ
れ
ま
で
大
型
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
は
同
社
が
直
接
取
引
し
、
農
家
や
小

規
模
店
向
け
の
販
売
や
ア
フ
タ
ー
サ
ー
ビ
ス

は
販
売
協
力
店
を
通
し
て
行
っ
て
き
た
。
今

後
、
市
場
の
拡
大
が
見
込
め
る
こ
と
か
ら
、

現
地
の
有
力
企
業
と
の
合
弁
に
よ
り
サ
タ

ケ・ゴ
ー
ベ
ル・イ
ン
ド
ネ
シ
ア
を
設
立
し
た
。

ま
ず
は
ア
フ
タ
ー
サ
ー
ビ
ス
の
充
実
や
据
え

付
け
工
事
の
品
質
向
上
に
取
り
組
み
、
将

来
的
に
は
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
市
場
向
け
の
新
商

品
企
画
や
製
品
の
現
地
製
造
も
視
野
に
入
れ

て
い
く
と
い
う
。

　
穀
物
と
と
も
に
歴
史
を
歩
ん
で
き
た
サ
タ

ケ
で
は
、
穀
物
の
持
つ
優
れ
た
特
性
や
機
能

を
最
大
限
に
生
か
し
、「
食
を
通
し
て
も
っ

と
元
気
な
人
を
創
る
」
こ
と
を
会
社
の
ビ

ジ
ョ
ン
に
掲
げ
て
い
る
。

　
そ
れ
を
体
現
し
て
い
る
の
が
、「
G
A
B
A

ラ
イ
ス
」
で
あ
る
。
米
の
胚
芽
や
ヌ
カ
に
は
、

健
康
に
い
い
成
分
が
多
く
含
ま
れ
て
い
る

が
、
精
米
工
程
で
そ
れ
ら
は
失
わ
れ
て
し
ま

う
。
同
社
の
ギ
ャ
バ
生
成
装
置
は
、
胚
芽
部

に
あ
る
グ
ル
タ
ミ
ン
酸
か
ら
ギ
ャ
バ
（γ-

ア

ミ
ノ
酪
酸
）
を
生
成
さ
せ
、
胚
乳
部
へ
吸
収

さ
せ
た
後
に
精
米
加
工
し
て
ヌ
カ
と
胚
芽
を

取
り
除
き
、
無
洗
米
加
工
に
す
る
こ
と
で
、

精
白
米
に
比
べ
五
〜
十
倍
の
機
能
性
成
分
を

持
っ
た
無
洗
米
G
A
B
A
ラ
イ
ス
に
加
工
で

き
る
。

　
こ
の
無
洗
米
G
A
B
A
ラ
イ
ス
は
、
二
〇

一
五
（
平
成
二
十
七
）
年
四
月
か
ら
始
ま
っ

た
機
能
性
食
品
表
示
制
度
で
、
そ
の
表
示

が
消
費
者
庁
に
受
理
さ
れ
た
。
産
地
や
生

産
年
、
品
種
に
よ
っ
て
機
能
性
が
異
な
る

た
め
農
産
物
は
受
理
が
難
し
い
と
い
わ
れ
て

い
た
が
、
無
洗
米
G
A
B
A
ラ
イ
ス
の
安
全

性
や
機
能
性
が
し
っ
か
り
認
め
ら
れ
た
結

果
と
な
っ
た
。

「
一
九
六
〇
年
代
の
日
本
人
の
米
消
費
量
は

年
間
百
二
十
キ
ロ
ほ
ど
あ
り
ま
し
た

が
、
現
在
は
六
十
キ
ロ
を
切
り
、
高

タ
ン
パ
ク
、
高
脂
質
型
の
食
事
に

な
っ
て
い
ま
す
。
米
を
年
間
七
十
キ

ロ
ぐ
ら
い
食
べ
れ
ば
た
ん
ぱ
く
質
・

脂
質
・
炭
水
化
物
の
バ
ラ
ン
ス
が
一

番
い
い
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。
慣
れ

親
し
ん
だ
米
に
回
帰
し
て
も
ら
う
た
め
に

も
、
機
能
性
を
持
っ
た
お
い
し
い
米
を
追
求

し
て
い
き
た
い
」
と
技
術
本
部
の
水
野
英
則

技
術
副
本
部
長
は
話
す
。

　
ま
た
、
昨
年
に
は
、
韓
国
の
弁
当
・
惣

菜
製
造
会
社
か
ら
I
H
炊
飯
設
備
を
初
め
て

受
注
し
た
。
コ
ン
ビ
ニ
の
増
加
が
著
し
い
韓

国
で
は
弁
当
の
商
品
競
争
が
激
化
し
て
お

り
、
既
存
の
ガ
ス
炊
飯
と
比
べ
、
食
を
追
求

し
て
き
た
サ
タ
ケ
の
I
H
炊
飯
の
優
位
性
が

評
価
さ
れ
た
形
だ
。

　
米
へ
の
回
帰
は
健
康
だ
け
で
な
く
、
農
業

に
も
好
影
響
を
与
え
る
。
サ
タ
ケ
で
は
、
農

業
者
の
六
次
産
業
化
も
支
援
し
て
お
り
、
二

〇
一
五
（
平
成
二
十
七
）
年
七
月
に
は
、
東

広
島
市
豊
栄
町
清
武
地
区
の
稲
作
農
家
三

十
三
戸
と
共
同
で
農
業
生
産
法
人
「
株
式

会
社
賀
茂
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
を
設
立
し
た
。

高
齢
化
や
人
手
不
足
の
問
題
を
解
決
す
る

た
め
、
水
稲
を
中
心
に
六
次
産
業
の
モ
デ
ル

化
に
取
り
組
み
、
将
来
的
に
は
林
業
や
畜

産
業
、
商
工
業
と
も
連
携
し
た
地
域
参
画

型
循
環
事
業
の
構
築
を
目
指
す
。

　
ロ
ー
カ
ル
か
ら
グ
ロ
ー
バ
ル
へ
、
穀
物
を

通
じ
て
人
を
元
気
に
す
る
サ
タ
ケ
の
事
業
は

ま
す
ま
す
広
が
り
を
み
せ
て
い
る
。

穀
物
を
通
じ
、世
界
中
に
健
康
や
元
気
を

プ
ロ
デ
ュ
ー
ス
す
る
株
式
会
社
サ
タ
ケ  

《
広
島
県
東
広
島
市
》

精
米
機
の
開
発
・
生
産
で
世
界
の
農
業
・
食
品
加
工
分
野
の
発
展
に
貢
献
し
て

き
た
株
式
会
社
サ
タ
ケ
。創
業
百
二
十
周
年
を
迎
え
、事
業
の
裾
野
が
さ
ら
に

広
が
っ
て
い
る
。

ミ
ド
ル
層
も
タ
ー
ゲ
ッ
ト
に

持
続
可
能
な
農
業
の
実
現
へ

乾燥貯蔵籾摺り精米プラントが
インドネシアに竣工

約150カ国に穀物加工の機械と技術を提供

韓国最大の製菓・製パン企業から製粉プラントを受注

「
精
米
機
の
サ
タ
ケ
」だ
け
で
な
く

「
光
選
別
機
の
サ
タ
ケ
」に
も

機
能
性
に
優
れ
た

G
A
B
A
ラ
イ
ス

R&D部門では300名以上のエンジニアが
研究開発に従事

タイの精米工場に導入されたサタケの精米機
GABAライスの認知と普及を目的にGABAおむすび
などを販売する店舗をホノルルなどにオープン

も
み 

す

と
よ
さ
か
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ゆ
め
つ
む
ぎ
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と

途
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流
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者・米
本 

文
明
さ
ん

82

文：村上 郁子（山口県岩国市在住）　写真撮影：渡辺 久徳（山口県下関市在住）

米本 文明〈よねもと・ふみあき〉
p r o f i l e

1955年山口市生まれ。高知大学卒業後、1978年に山口鷺流狂言保存
会に入会。郵便局勤務の傍ら、小林栄治氏に師事し、山口鷺流狂言保存
会の中心メンバーとして数々の公演に出演、後進の指導にも当たる。2002
年、技術保持者に認定され、2011年には山口県文化功労賞を受賞。山口
鷺流狂言保存会は、2012年にサントリー地域文化賞を受賞。

狂
言
三
大
流
派
の
一
つ
と
さ
れ
な
が
ら
、
明
治
期
に
途
絶
え
た
鷺
流
の
流
れ
を
汲
む
山
口
鷺
流
狂
言
。

そ
の
伝
承
活
動
に
励
む
山
口
鷺
流
狂
言
保
存
会
の
リ
ー
ダ
ー
と
し
て
、
舞
台
に
立
ち
、
指
導
に
も
尽
力
し
て
い
る
。

　
能
と
並
ぶ
日
本
の
伝
統
芸
能
で
あ
る
狂
言

は
、
室
町
時
代
後
期
か
ら
江
戸
時
代
初
期
に

か
け
て
大
蔵
流
、
和
泉
流
、
鷺
流
の
三
つ
の

流
派
が
確
立
し
た
。
う
ち
、
鷺
仁
右
衛
門

宗
玄
を
祖
と
す
る
鷺
流
は
徳
川
家
康
の
愛
顧

を
受
け
、
大
蔵
流
と
と
も
に
幕
府
直
属
の
流

派
と
し
て
栄
え
た
が
、
明
治
維
新
後
に
急
速

に
衰
退
。
一
八
九
五
（
明
治
二
十
八
）
年
に

宗
家
が
途
絶
え
、
流
派
は
滅
亡
に
至
っ
た
。

　
と
こ
ろ
が
山
口
市
に
は
、
そ
の
鷺
流
の
流

儀
を
脈
々
と
受
け
継
ぎ
、
伝
承
活
動
を
行
っ

て
い
る
団
体
が
あ
る
。
山
口
鷺
流
狂
言
保
存

会
。
会
の
リ
ー
ダ
ー
と
し
て
各
地
で
の
公
演

会
に
出
演
し
、
後
進
の
指
導
に
も
当
た
っ
て

い
る
の
が
二
〇
〇
二
（
平
成
十
四
）
年
に
技

術
保
持
者
に
認
定
さ
れ
た
米
本
文
明
さ
ん

だ
。
技
術
保
持
者
と
は
、
す
な
わ
ち
山
口
県

指
定
無
形
文
化
財
で
あ
り
、
現
在
山
口
鷺
流

狂
言
で
認
定
を
受
け
て
い
る
の
は
米
本
さ
ん

と
そ
の
師
匠
の
小
林
栄
治
氏
の
二
人
だ
け
だ
。

「
山
口
鷺
流
狂
言
の
芸
の
神
髄
を
先
達
か
ら

直
接
教
わ
り
、
保
存
会
設
立
時
か
ら
現
在
に

至
る
ま
で
演
じ
続
け
て
い
る
の
は
小
林
栄
治

た
だ
一
人
で
す
。
私
は
元
来
、
裏
方
と
し
て

会
を
支
え
る
つ
も
り
だ
っ
た
の
で
す
が
、
い

つ
の
間
に
か
今
の
立
場
に
追
い
込
ま
れ
た
の

で
す
」
と
、
米
本
さ
ん
は
ク
ー
ル
に
語
る
。

狂
言
三
大
流
派
の
一
つ

鷺
流
の
流
儀
を
受
け
継
ぐ

長
州
藩
お
抱
え
狂
言
方
の

芸
を
伝
承
す
る
保
存
会

憧
れ
の
師
・
小
林
栄
治
氏
か
ら

バ
ト
ン
を
渡
さ
れ
て

　
山
口
鷺
流
狂
言
は
長
州
藩
（
毛
利
家
）
お

抱
え
狂
言
方
の
流
れ
を
汲
み
、
実
質
的
な
元

祖
は
長
州
藩
お
抱
え
の
狂
言
師
・
春
日
家

の
十
代
目
当
主
・
春
日
庄
作
（
荘
作
）
と

さ
れ
る
。
そ
も
そ
も
鷺
流
に
は
、
宗
家
系
の

鷺
仁
右
衛
門
派
と
分
家
系
の
鷺
伝
右
衛
門

派
の
二
派
が
あ
り
、
春
日
庄
作
の
芸
系
は
鷺

伝
右
衛
門
派
で
あ
っ
た
。
庄
作
は
明
治
維
新

の
混
乱
を
経
て
一
時
は
善
和
村
（
現
・
宇
部

市
）
で
農
業
に
も
従
事
し
て
い
た
が
、
一
八

八
六
（
明
治
十
九
）
年
に
野
田
神
社
上
棟
式

の
神
事
能
に
招
か
れ
て
以
降
は
山
口
に
定
住

し
、
地
元
の
素
人
衆
に
狂
言
を
教
え
、
種
々

の
台
本
も
書
き
写
し
て
最
晩
年
を
過
ご
し
た

と
い
う
。
庄
作
の
門
弟
は
数
十
名
を
数
え
た

が
、
時
代
の
移
り
変
わ
り
と
と
も
に
弟
子
の

数
は
減
り
、
山
口
鷺
流
狂
言
は
衰
微
し
て

い
っ
た
。
残
っ
た
数
名
の
弟
子
た
ち
が
芸
を

伝
え
、
地
元
の
大
学
教
授
や
中
央
公
民
館
長

の
支
援
も
得
て
、
一
九
五
四
（
昭
和
二
十
九
）

年
に
結
成
さ
れ
た
の
が
山
口
鷺
流
狂
言
保
存

会
で
あ
る
。
以
来
六
十
年
余
り
、
ア
マ
チ
ュ

ア
の
立
場
で
流
派
の
芸
系
を
守
っ
て
稽
古
と

公
演
を
重
ね
て
い
る
。

　
山
口
鷺
流
狂
言
が
世
に
認
め
ら
れ
た
の

は
、
一
九
七
三
（
昭
和
四
十
八
）
年
に
狂
言

研
究
者
の
小
林
責
氏
が
文
化
庁
の
要
請
に

よ
り
鷺
流
狂
言
の
調
査
に
山
口
を
訪
れ
、
五

年
後
に
そ
の
報
告
書
が
刊
行
さ
れ
て
か
ら
の

こ
と
だ
。
こ
れ
に
先
立
つ
一
九
六
七
（
昭
和

四
十
二
）
年
に
小
林
栄
治
氏
ら
四
名
が
技

術
保
持
者
の
認
定
を
受
け
、
山
口
鷺
流
狂

言
は
山
口
県
指
定
無
形
文
化
財
第
一
号
と

な
っ
て
い
た
。

　
大
学
を
卒
業
し
て
帰
郷
し
た
米
本
さ
ん
が

入
門
し
た
の
は
、
一
九
七
八
（
昭
和
五
十
三
）

年
の
こ
と
。
知
人
に
誘
わ
れ
て
公
演
会
を
観

賞
し
た
際
に
旧
知
の
樹
下
明
紀
氏
（
現
・
保

存
会
会
長
）
か
ら
入
会
を
勧
め
ら
れ
た
の
だ
。

「
後
で
聞
い
た
と
こ
ろ
に
よ
る
と
、
会
の
存
亡

を
か
け
て
中
央
公
民
館
長
ら
が
若
者
を
次
々

に
一
本
釣
り
し
て
い
た
よ
う
で
す
」（
笑
）

　
見
事
釣
ら
れ
た
米
本
さ
ん
は
、
三
年
間
稽

古
に
通
っ
た
後
、
一
時
中
断
。
数
年
後
に
幼

い
長
男
を
伴
っ
て
緩
や
か
に
復
帰
と
、
柔
軟

な
姿
勢
を
保
っ
て
い
た
が
、
二
〇
〇
〇（
平

成
十
二
）
年
、
国
立
能
楽
堂
特
別
企
画
公
演

で
の
小
林
栄
治
氏
と
の
共
演
が
状
況
を
変
え

た
。
日
頃
の
稽
古
で
は
弟
子
た
ち
の
芸
を
見

守
る
ば
か
り
だ
っ
た
小
林
氏
が
、
初
め
て
米

本
さ
ん
を
𠮟
責
指
導
し
た
の
だ
。

「
国
立
能
楽
堂
で
の
相
手
役
と
し
て
、
鍛
え

ざ
る
を
得
な
か
っ
た
の
で
し
ょ
う
。
た
だ
し

駄
目
出
し
を
す
る
だ
け
で
、
ど
う
演
じ
れ
ば

い
い
か
は
教
え
て
く
れ
ま
せ
ん
で
し
た
が
…
」

　
自
ら
会
得
せ
よ
と
い
う
師
の
教
え
に
応
え

て
米
本
さ
ん
は
稽
古
を
重
ね
、
い
よ
い
よ
迎

え
た
本
番
で
は
、
思
わ
ぬ
発
見
を
し
た
。

「
同
じ
舞
台
に
立
ち
、
初
め
て
小
林
の
老
い

を
感
じ
ま
し
た
。
八
十
歳
目
前
に
し
て
芸
は

堂
々
た
る
も
の
で
し
た
が
、『
米
さ
ん
、
頼

む
ぜ
よ
』
と
目
で
語
っ
て
い
た
の
で
す
」

　
大
舞
台
を
無
事
終
え
る
と
、
タ
イ
ミ
ン
グ

よ
く
小
林
責
氏
の
推
薦
も
得
て
、
そ
れ
ま
で

「
自
ら
申
請
す
る
の
は
面
は
ゆ
い
」
と
固
辞

し
続
け
て
き
た
技
術
保
持
者
へ
の
認
可
を
よ

う
や
く
受
け
入
れ
る
気
に
な
っ
た
。
将
来
、

も
し
技
術
保
持
者
が
不
在
に
な
れ
ば
、
山
口

鷺
流
狂
言
の
存
続
自
体
も
危
う
く
な
る
現
状

を
冷
静
に
捉
え
た
米
本
さ
ん
は
、
気
が
つ
け

ば
、
重
責
を
担
う
べ
き
立
場
に
い
た
。

　
現
在
、
保
存
会
会
員
は
約
二
十
名
。
九
十

一
歳
の
小
林
氏
を
筆
頭
に
、
中
学
生
か
ら
七
、

八
十
代
ま
で
と
年
齢
層
は
幅
広
い
。
稽
古
は

毎
週
土
曜
日
の
夕
刻
、
市
内
中
心
部
に
あ
る

山
口
ふ
る
さ
と
伝
承
総
合
セ
ン
タ
ー
の
和
室

で
約
二
時
間
行
っ
て
い
る
。
会
員
の
多
く
は

こ
こ
で
二
年
に
一
度
開
催
さ
れ
る
狂
言
教
室

を
き
っ
か
け
に
入
門
し
て
き
た
人
た
ち
だ
。

公
務
員
や
会
社
員
、
そ
の
他
リ
タ
イ
ア
世
代

も
多
い
。
元
演
劇
青
年
も
い
て
「
熱
演
癖
が

抜
け
な
い
」
と
い
う
苦
心
談
も
漏
れ
聞
い
た
。

　
山
口
鷺
流
狂
言
の
特
徴
は
独
自
の
台
本
に

あ
り
、
説
明
的
な
演
技
は
少
な
く
、
台
詞
の

イ
ン
ト
ネ
ー
シ
ョ
ン
も
柔
ら
か
い
。
小
林
責

氏
は
「
鷺
流
の
風
が
あ
る
」
と
評
し
た
と
か
。

そ
れ
だ
け
に
役
者
の
技
量
が
問
わ
れ
る
。

　
公
演
は
毎
年
秋
の
定
期
公
演
と
、
山
口

県
立
大
学
で
の
年
一
回
公
演
を
中
心
に
、
依

頼
に
応
じ
て
イ
ベ
ン
ト
へ
の
出
演
や
施
設
訪

問
な
ど
も
随
時
行
っ
て
い
る
。
近
年
は
小
学

校
で
の
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
も
多
い
。
公
演
時

期
は
重
な
り
が
ち
で
、
ほ
ぼ
毎
週
公
演
と
い

う
月
も
あ
り
、
年
間
約
三
十
公
演
を
行
っ
て

い
る
。

　
次
回
公
演
を
翌
月
に
控
え
た
稽
古
場
を
訪

ね
て
み
る
と
、
会
員
そ
れ
ぞ
れ
が
担
当
演
目

を
次
々
と
演
じ
、
米
本
さ
ん
は
じ
っ
と
見
つ

め
て
い
る
。
一
通
り
流
し
た
後
で
気
に
な
る

部
分
を
指
摘
し
、
時
に
お
手
本
を
演
じ
て
み

せ
る
。
言
葉
少
な
く
、
教
わ
る
会
員
の
方
が

声
高
な
ほ
ど
だ
が
、
そ
ん
な
米
本
さ
ん
の
指

導
を
助
け
て
い
る
の
が
三
十
代
に
な
っ
た
長

男
・
米
本
太
郎
さ
ん
だ
。
幼
い
こ
ろ
か
ら
稽

古
に
参
加
し
、
東
京
芸
術
大
学
で
能
楽
を
専

攻
し
た
太
郎
さ
ん
は
卒
業
後
に
帰
郷
。
会
の

中
心
メ
ン
バ
ー
と
し
て
舞
台
に
立
ち
、
会
員

の
指
導
や
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
も
担
っ
て
い
る
。

「
父
と
は
、
親
子
と
い
う
よ
り
、
小
林
栄
治

の
下
で
の
兄
弟
弟
子
の
関
係
で
す
」
と
、
米

本
さ
ん
に
代
わ
っ
て
説
明
す
る
太
郎
さ
ん
の

傍
ら
で
、
父
・
米
本
さ
ん
は
安
堵
の
表
情
。

山
口
鷺
流
狂
言
の
未
来
へ
向
け
て
思
い
を
馳

せ
て
の
こ
と
だ
ろ
う
か
。

　
そ
ん
な
米
本
さ
ん
も
自
身
の
芸
に
つ
い
て

は
「
芸
の
上
で
の
転
機
は
、
小
林
と
太
郎
と

三
人
で
演
じ
た
『
武
悪
』
で
す
」
と
、
き
っ

ぱ
り
と
言
う
。二
〇
〇
九（
平
成
二
十
一
）年
、

保
存
会
設
立
五
十
五
周
年
記
念
公
演
で
の
演

目
だ
。
三
十
分
以
上
の
大
曲
で
あ
り
、
当
時

八
十
五
歳
の
小
林
氏
に
と
っ
て
は
悲
願
の
再

演
で
も
あ
っ
た
と
い
う
。

「
円
熟
期
の
小
林
と
の
舞
台
が
、
と
に
か
く

楽
し
く
て
。
狂
言
は
元
来
笑
い
を
誘
う
楽
し

い
も
の
、
と
原
点
を
再
認
識
し
た
の
で
す
」

　
そ
う
語
る
言
葉
の
裏
に
、
ア
マ
チ
ュ
ア
と

い
う
立
場
で
芸
を
伝
承
し
て

い
く
苦
労
が
見
え
隠
れ
し
て

い
る
。
か
つ
て
県
や
市
か
ら
毎

年
受
け
て
い
た
助
成
金
が
現

在
で
は
ゼ
ロ
と
な
り
、
入
場

無
料
の
定
期
公
演
の
開
催
を

は
じ
め
経
済
面
で
運
営
は
容

易
で
は
な
い
。
装
束
の
新
調

や
小
道
具
の
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
、
活
動
経
費
も

捻
出
し
な
く
て
は
な
ら
な
い
が
「
き
ち
ん
と

し
た
も
の
を
お
見
せ
し
な
け
れ
ば
」
と
い
う

姿
勢
は
揺
る
が
な
い
。
誇
り
を
込
め
て
「
山

口
鷺
流
狂
言
は
、
美
し
き
停
滞
を
す
る
し
か

な
い
の
で
す
」
と
語
る
米
本
さ
ん
に
、
太
郎

さ
ん
が
「
ア
マ
チ
ュ
ア
だ
か
ら
こ
そ
奇
を
て

ら
う
必
要
が
な
く
、
伝
統
芸
の
王
道
を
死
守

で
き
る
と
い
う
長
所
も
あ
り
ま
す
」
と
、
言

葉
を
添
え
る
。

　
一
方
で
、
二
〇
一
五
（
平
成
二
十
七
）
年

に
は
、
米
本
さ
ん
自
ら
書
き
下
ろ
し
た
新
作

狂
言
「
狸
騙
」
を
、
二
十
代
の
愛
弟
子
と
太

郎
さ
ん
と
の
三
人
共
演
で
上
演
し
た
。
さ
ら

に
ア
メ
リ
カ
・
ケ
ン
タ
ッ
キ
ー
州
の
セ
ン
タ
ー

大
学
で
の
海
外
公
演
で
喝
采
を
浴
び
る
な

ど
、
新
た
な
動
き
も
見
ら
れ
た
。

「
一
番
の
喜
び
は
終
演
後
、
含
み
笑
い
を
し

て
い
る
お
客
さ
ん
の
顔
を
見
る
こ
と
。
や
は

り
、
続
け
て
い
か
な
け
れ
ば
と
思
い
ま
す
」

　
笑
い
を
核
と
す
る
狂
言
へ
の
畏
敬
と
、
伝

承
責
任
を
胸
に
、
未
来
を
信
じ
て
、
米
本
さ

ん
は
山
口
鷺
流
狂
言
を
演
じ
続
け
る
。 《

山
口
市
》

小林栄治氏（中央）と共演した狂言「鬼瓦」　写真提供：村上 行輝

さ
ぎ  

に      

え    

も
ん

そ
う
げ
ん

し
ょ
う
さ
く

し
ゅ
ん
に
ち

せ
き

さ
ぎ    

り
ゅ
う 
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村上 郁子〈むらかみ・いくこ〉
1958年山口県生まれ。フリーライター。
大学卒業後、大学研究室勤務を経て、
各種雑誌や自治体・企業の広報・情
報誌、記念出版物などの取材・執筆・
編集に携わる。

　
能
と
並
ぶ
日
本
の
伝
統
芸
能
で
あ
る
狂
言

は
、
室
町
時
代
後
期
か
ら
江
戸
時
代
初
期
に

か
け
て
大
蔵
流
、
和
泉
流
、
鷺
流
の
三
つ
の

流
派
が
確
立
し
た
。
う
ち
、
鷺
仁
右
衛
門

宗
玄
を
祖
と
す
る
鷺
流
は
徳
川
家
康
の
愛
顧

を
受
け
、
大
蔵
流
と
と
も
に
幕
府
直
属
の
流

派
と
し
て
栄
え
た
が
、
明
治
維
新
後
に
急
速

に
衰
退
。
一
八
九
五
（
明
治
二
十
八
）
年
に

宗
家
が
途
絶
え
、
流
派
は
滅
亡
に
至
っ
た
。

　
と
こ
ろ
が
山
口
市
に
は
、
そ
の
鷺
流
の
流

儀
を
脈
々
と
受
け
継
ぎ
、
伝
承
活
動
を
行
っ

て
い
る
団
体
が
あ
る
。
山
口
鷺
流
狂
言
保
存

会
。
会
の
リ
ー
ダ
ー
と
し
て
各
地
で
の
公
演

会
に
出
演
し
、
後
進
の
指
導
に
も
当
た
っ
て

い
る
の
が
二
〇
〇
二
（
平
成
十
四
）
年
に
技

術
保
持
者
に
認
定
さ
れ
た
米
本
文
明
さ
ん

だ
。
技
術
保
持
者
と
は
、
す
な
わ
ち
山
口
県

指
定
無
形
文
化
財
で
あ
り
、
現
在
山
口
鷺
流

狂
言
で
認
定
を
受
け
て
い
る
の
は
米
本
さ
ん

と
そ
の
師
匠
の
小
林
栄
治
氏
の
二
人
だ
け
だ
。

「
山
口
鷺
流
狂
言
の
芸
の
神
髄
を
先
達
か
ら

直
接
教
わ
り
、
保
存
会
設
立
時
か
ら
現
在
に

至
る
ま
で
演
じ
続
け
て
い
る
の
は
小
林
栄
治

た
だ
一
人
で
す
。
私
は
元
来
、
裏
方
と
し
て

会
を
支
え
る
つ
も
り
だ
っ
た
の
で
す
が
、
い

つ
の
間
に
か
今
の
立
場
に
追
い
込
ま
れ
た
の

で
す
」
と
、
米
本
さ
ん
は
ク
ー
ル
に
語
る
。

流
派
の
芸
風
を
守
り
つ
つ

長
男
を
右
腕
に
、
後
進
を
指
導

ア
マ
チ
ュ
ア
の
立
場
だ
か
ら

貫
け
る
矜
持
と
運
営
の
苦
労

　
山
口
鷺
流
狂
言
は
長
州
藩
（
毛
利
家
）
お

抱
え
狂
言
方
の
流
れ
を
汲
み
、
実
質
的
な
元

祖
は
長
州
藩
お
抱
え
の
狂
言
師
・
春
日
家

の
十
代
目
当
主
・
春
日
庄
作
（
荘
作
）
と

さ
れ
る
。
そ
も
そ
も
鷺
流
に
は
、
宗
家
系
の

鷺
仁
右
衛
門
派
と
分
家
系
の
鷺
伝
右
衛
門

派
の
二
派
が
あ
り
、
春
日
庄
作
の
芸
系
は
鷺

伝
右
衛
門
派
で
あ
っ
た
。
庄
作
は
明
治
維
新

の
混
乱
を
経
て
一
時
は
善
和
村
（
現
・
宇
部

市
）
で
農
業
に
も
従
事
し
て
い
た
が
、
一
八

八
六
（
明
治
十
九
）
年
に
野
田
神
社
上
棟
式

の
神
事
能
に
招
か
れ
て
以
降
は
山
口
に
定
住

し
、
地
元
の
素
人
衆
に
狂
言
を
教
え
、
種
々

の
台
本
も
書
き
写
し
て
最
晩
年
を
過
ご
し
た

と
い
う
。
庄
作
の
門
弟
は
数
十
名
を
数
え
た

が
、
時
代
の
移
り
変
わ
り
と
と
も
に
弟
子
の

数
は
減
り
、
山
口
鷺
流
狂
言
は
衰
微
し
て

い
っ
た
。
残
っ
た
数
名
の
弟
子
た
ち
が
芸
を

伝
え
、
地
元
の
大
学
教
授
や
中
央
公
民
館
長

の
支
援
も
得
て
、
一
九
五
四
（
昭
和
二
十
九
）

年
に
結
成
さ
れ
た
の
が
山
口
鷺
流
狂
言
保
存

会
で
あ
る
。
以
来
六
十
年
余
り
、
ア
マ
チ
ュ

ア
の
立
場
で
流
派
の
芸
系
を
守
っ
て
稽
古
と

公
演
を
重
ね
て
い
る
。

　
山
口
鷺
流
狂
言
が
世
に
認
め
ら
れ
た
の

は
、
一
九
七
三
（
昭
和
四
十
八
）
年
に
狂
言

研
究
者
の
小
林
責
氏
が
文
化
庁
の
要
請
に

よ
り
鷺
流
狂
言
の
調
査
に
山
口
を
訪
れ
、
五

年
後
に
そ
の
報
告
書
が
刊
行
さ
れ
て
か
ら
の

こ
と
だ
。
こ
れ
に
先
立
つ
一
九
六
七
（
昭
和

四
十
二
）
年
に
小
林
栄
治
氏
ら
四
名
が
技

術
保
持
者
の
認
定
を
受
け
、
山
口
鷺
流
狂

言
は
山
口
県
指
定
無
形
文
化
財
第
一
号
と

な
っ
て
い
た
。

　
大
学
を
卒
業
し
て
帰
郷
し
た
米
本
さ
ん
が

入
門
し
た
の
は
、
一
九
七
八
（
昭
和
五
十
三
）

年
の
こ
と
。
知
人
に
誘
わ
れ
て
公
演
会
を
観

賞
し
た
際
に
旧
知
の
樹
下
明
紀
氏
（
現
・
保

存
会
会
長
）
か
ら
入
会
を
勧
め
ら
れ
た
の
だ
。

「
後
で
聞
い
た
と
こ
ろ
に
よ
る
と
、
会
の
存
亡

を
か
け
て
中
央
公
民
館
長
ら
が
若
者
を
次
々

に
一
本
釣
り
し
て
い
た
よ
う
で
す
」（
笑
）

　
見
事
釣
ら
れ
た
米
本
さ
ん
は
、
三
年
間
稽

古
に
通
っ
た
後
、
一
時
中
断
。
数
年
後
に
幼

い
長
男
を
伴
っ
て
緩
や
か
に
復
帰
と
、
柔
軟

な
姿
勢
を
保
っ
て
い
た
が
、
二
〇
〇
〇（
平

成
十
二
）
年
、
国
立
能
楽
堂
特
別
企
画
公
演

で
の
小
林
栄
治
氏
と
の
共
演
が
状
況
を
変
え

た
。
日
頃
の
稽
古
で
は
弟
子
た
ち
の
芸
を
見

守
る
ば
か
り
だ
っ
た
小
林
氏
が
、
初
め
て
米

本
さ
ん
を
𠮟
責
指
導
し
た
の
だ
。

「
国
立
能
楽
堂
で
の
相
手
役
と
し
て
、
鍛
え

ざ
る
を
得
な
か
っ
た
の
で
し
ょ
う
。
た
だ
し

駄
目
出
し
を
す
る
だ
け
で
、
ど
う
演
じ
れ
ば

い
い
か
は
教
え
て
く
れ
ま
せ
ん
で
し
た
が
…
」

　
自
ら
会
得
せ
よ
と
い
う
師
の
教
え
に
応
え

て
米
本
さ
ん
は
稽
古
を
重
ね
、
い
よ
い
よ
迎

え
た
本
番
で
は
、
思
わ
ぬ
発
見
を
し
た
。

「
同
じ
舞
台
に
立
ち
、
初
め
て
小
林
の
老
い

を
感
じ
ま
し
た
。
八
十
歳
目
前
に
し
て
芸
は

堂
々
た
る
も
の
で
し
た
が
、『
米
さ
ん
、
頼

む
ぜ
よ
』
と
目
で
語
っ
て
い
た
の
で
す
」

　
大
舞
台
を
無
事
終
え
る
と
、
タ
イ
ミ
ン
グ

よ
く
小
林
責
氏
の
推
薦
も
得
て
、
そ
れ
ま
で

「
自
ら
申
請
す
る
の
は
面
は
ゆ
い
」
と
固
辞

し
続
け
て
き
た
技
術
保
持
者
へ
の
認
可
を
よ

う
や
く
受
け
入
れ
る
気
に
な
っ
た
。
将
来
、

も
し
技
術
保
持
者
が
不
在
に
な
れ
ば
、
山
口

鷺
流
狂
言
の
存
続
自
体
も
危
う
く
な
る
現
状

を
冷
静
に
捉
え
た
米
本
さ
ん
は
、
気
が
つ
け

ば
、
重
責
を
担
う
べ
き
立
場
に
い
た
。

　
現
在
、
保
存
会
会
員
は
約
二
十
名
。
九
十

一
歳
の
小
林
氏
を
筆
頭
に
、
中
学
生
か
ら
七
、

八
十
代
ま
で
と
年
齢
層
は
幅
広
い
。
稽
古
は

毎
週
土
曜
日
の
夕
刻
、
市
内
中
心
部
に
あ
る

山
口
ふ
る
さ
と
伝
承
総
合
セ
ン
タ
ー
の
和
室

で
約
二
時
間
行
っ
て
い
る
。
会
員
の
多
く
は

こ
こ
で
二
年
に
一
度
開
催
さ
れ
る
狂
言
教
室

を
き
っ
か
け
に
入
門
し
て
き
た
人
た
ち
だ
。

公
務
員
や
会
社
員
、
そ
の
他
リ
タ
イ
ア
世
代

も
多
い
。
元
演
劇
青
年
も
い
て
「
熱
演
癖
が

抜
け
な
い
」
と
い
う
苦
心
談
も
漏
れ
聞
い
た
。

　
山
口
鷺
流
狂
言
の
特
徴
は
独
自
の
台
本
に

あ
り
、
説
明
的
な
演
技
は
少
な
く
、
台
詞
の

イ
ン
ト
ネ
ー
シ
ョ
ン
も
柔
ら
か
い
。
小
林
責

氏
は
「
鷺
流
の
風
が
あ
る
」
と
評
し
た
と
か
。

そ
れ
だ
け
に
役
者
の
技
量
が
問
わ
れ
る
。

　
公
演
は
毎
年
秋
の
定
期
公
演
と
、
山
口

県
立
大
学
で
の
年
一
回
公
演
を
中
心
に
、
依

頼
に
応
じ
て
イ
ベ
ン
ト
へ
の
出
演
や
施
設
訪

問
な
ど
も
随
時
行
っ
て
い
る
。
近
年
は
小
学

校
で
の
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
も
多
い
。
公
演
時

期
は
重
な
り
が
ち
で
、
ほ
ぼ
毎
週
公
演
と
い

う
月
も
あ
り
、
年
間
約
三
十
公
演
を
行
っ
て

い
る
。

　
次
回
公
演
を
翌
月
に
控
え
た
稽
古
場
を
訪

ね
て
み
る
と
、
会
員
そ
れ
ぞ
れ
が
担
当
演
目

を
次
々
と
演
じ
、
米
本
さ
ん
は
じ
っ
と
見
つ

め
て
い
る
。
一
通
り
流
し
た
後
で
気
に
な
る

部
分
を
指
摘
し
、
時
に
お
手
本
を
演
じ
て
み

せ
る
。
言
葉
少
な
く
、
教
わ
る
会
員
の
方
が

声
高
な
ほ
ど
だ
が
、
そ
ん
な
米
本
さ
ん
の
指

導
を
助
け
て
い
る
の
が
三
十
代
に
な
っ
た
長

男
・
米
本
太
郎
さ
ん
だ
。
幼
い
こ
ろ
か
ら
稽

古
に
参
加
し
、
東
京
芸
術
大
学
で
能
楽
を
専

攻
し
た
太
郎
さ
ん
は
卒
業
後
に
帰
郷
。
会
の

中
心
メ
ン
バ
ー
と
し
て
舞
台
に
立
ち
、
会
員

の
指
導
や
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
も
担
っ
て
い
る
。

「
父
と
は
、
親
子
と
い
う
よ
り
、
小
林
栄
治

の
下
で
の
兄
弟
弟
子
の
関
係
で
す
」
と
、
米

本
さ
ん
に
代
わ
っ
て
説
明
す
る
太
郎
さ
ん
の

傍
ら
で
、
父
・
米
本
さ
ん
は
安
堵
の
表
情
。

山
口
鷺
流
狂
言
の
未
来
へ
向
け
て
思
い
を
馳

せ
て
の
こ
と
だ
ろ
う
か
。

　
そ
ん
な
米
本
さ
ん
も
自
身
の
芸
に
つ
い
て

は
「
芸
の
上
で
の
転
機
は
、
小
林
と
太
郎
と

三
人
で
演
じ
た
『
武
悪
』
で
す
」
と
、
き
っ

ぱ
り
と
言
う
。二
〇
〇
九（
平
成
二
十
一
）年
、

保
存
会
設
立
五
十
五
周
年
記
念
公
演
で
の
演

目
だ
。
三
十
分
以
上
の
大
曲
で
あ
り
、
当
時

八
十
五
歳
の
小
林
氏
に
と
っ
て
は
悲
願
の
再

演
で
も
あ
っ
た
と
い
う
。

「
円
熟
期
の
小
林
と
の
舞
台
が
、
と
に
か
く

楽
し
く
て
。
狂
言
は
元
来
笑
い
を
誘
う
楽
し

い
も
の
、
と
原
点
を
再
認
識
し
た
の
で
す
」

　
そ
う
語
る
言
葉
の
裏
に
、
ア
マ
チ
ュ
ア
と

い
う
立
場
で
芸
を
伝
承
し
て

い
く
苦
労
が
見
え
隠
れ
し
て

い
る
。
か
つ
て
県
や
市
か
ら
毎

年
受
け
て
い
た
助
成
金
が
現

在
で
は
ゼ
ロ
と
な
り
、
入
場

無
料
の
定
期
公
演
の
開
催
を

は
じ
め
経
済
面
で
運
営
は
容

易
で
は
な
い
。
装
束
の
新
調

や
小
道
具
の
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
、
活
動
経
費
も

捻
出
し
な
く
て
は
な
ら
な
い
が
「
き
ち
ん
と

し
た
も
の
を
お
見
せ
し
な
け
れ
ば
」
と
い
う

姿
勢
は
揺
る
が
な
い
。
誇
り
を
込
め
て
「
山

口
鷺
流
狂
言
は
、
美
し
き
停
滞
を
す
る
し
か

な
い
の
で
す
」
と
語
る
米
本
さ
ん
に
、
太
郎

さ
ん
が
「
ア
マ
チ
ュ
ア
だ
か
ら
こ
そ
奇
を
て

ら
う
必
要
が
な
く
、
伝
統
芸
の
王
道
を
死
守

で
き
る
と
い
う
長
所
も
あ
り
ま
す
」
と
、
言

葉
を
添
え
る
。

　
一
方
で
、
二
〇
一
五
（
平
成
二
十
七
）
年

に
は
、
米
本
さ
ん
自
ら
書
き
下
ろ
し
た
新
作

狂
言
「
狸
騙
」
を
、
二
十
代
の
愛
弟
子
と
太

郎
さ
ん
と
の
三
人
共
演
で
上
演
し
た
。
さ
ら

に
ア
メ
リ
カ
・
ケ
ン
タ
ッ
キ
ー
州
の
セ
ン
タ
ー

大
学
で
の
海
外
公
演
で
喝
采
を
浴
び
る
な

ど
、
新
た
な
動
き
も
見
ら
れ
た
。

「
一
番
の
喜
び
は
終
演
後
、
含
み
笑
い
を
し

て
い
る
お
客
さ
ん
の
顔
を
見
る
こ
と
。
や
は

り
、
続
け
て
い
か
な
け
れ
ば
と
思
い
ま
す
」

　
笑
い
を
核
と
す
る
狂
言
へ
の
畏
敬
と
、
伝

承
責
任
を
胸
に
、
未
来
を
信
じ
て
、
米
本
さ

ん
は
山
口
鷺
流
狂
言
を
演
じ
続
け
る
。

　
陽
光
き
ら
め
く
瀬
戸
内
海
に
面
し
、
穏

や
か
な
風
が
吹
く
浅
口
市
寄
島
町
。
農
業

や
漁
業
の
町
と
し
て
知
ら
れ
て
い
る
が
、

実
は
酒
造
り
の
町
で
も
あ
る
。
古
い
町
並

み
の
一
角
に
建
つ
「
寄
島
酒
造
会
館
」
は
、

か
つ
て
備
中
杜
氏
た
ち
の
酒
造
り
の
研
究

と
交
流
の
場
で
あ
っ
た
。
そ
の
隣
に
蔵
を

構
え
る
老
舗
酒
造
が
嘉
美
心
酒
造
で
あ
る
。

　
米
の
う
ま
味
を
引
き
出
し
た
〝
旨
口
〞

の
酒
を
う
た
う
嘉
美
心
酒
造
は
、
添
加
物

に
よ
る
「
甘
口
清
酒
」
と
は
一
線
を
画
す
、

米
を
惜
し
み
な
く
使
っ
た
酒
造
り
に
こ
だ

わ
っ
て
き
た
。
戦
後
、
多
く
の
蔵
元
が
大

手
酒
造
へ
の
桶
売
り
に
奔
る
な
か
で
、
銘

柄
「
嘉
美
心
」
を
守
り
抜
き
、
酒
造
り
の

時
期
に
は
蔵
人
や
杜
氏
た
ち
が
日
夜
研
究

に
没
頭
し
た
。
一
九
五
八
（
昭
和
三
十
三
）

年
に
は
、
杜
氏
、
蔵
人
ら
百
三
十
名
が
会

員
と
な
り
「
寄
島
酒
造
研
究
会
」
を
発
足
。

当
時
の
藤
井
敦
久
社
長
は
蔵
の
隣
地
に「
寄

島
酒
造
会
館
」
を
建
て
、
杜
氏
の
育
成
と

酒
造
り
に
飽
く
な
き
情
熱
を
注
い
だ
。

　
今
回
紹
介
す
る
名
酒
は
、「
I
W
C
（
イ

ン
タ
ー
ナ
シ
ョ
ナ
ル
ワ
イ
ン
チ
ャ
レ
ン
ジ
）

2
0
1
5
」
の
本
醸
造
酒
の
部
で
金
賞
を

受
賞
し
た
、「
特
別
本
醸
造
　
嘉
美
心
　
秘

宝
」
で
あ
る
。
一
口
飲
む
と
口
の
中
に
柔
ら

か
な
甘
味
が
広
が
る
、
ま
ろ
や
か
な
味
わ

い
の
お
酒
で
あ
る
。
飲
み
口
が
す
っ
き
り
し

て
い
る
た
め
、
食
中
酒
に
も
適
す
。
冷
や

か
ぬ
る
燗
で
楽
し
む
の
が
お
す
す
め
だ
。

　
こ
の
名
酒
と
一
緒
に
味
わ
い
た
い
の
が
、

ま
ま
か
り
の
酢
漬
け
で
あ
る
。
ま
ま
か
り

（
サ
ッ
パ
）は
岡
山
県
を
代
表
す
る
食
材
で
、

骨
や
皮
も
柔
ら
か
く
、
ば
ら
寿
司
の
具
材

と
し
て
も
欠
か
せ
な
い
小
魚
だ
。

「
甘
口
で
さ
っ
ぱ
り
と
し
た
『
秘
宝
』
と
、

酸
味
の
効
い
た
ま
ま
か
り
の
相
性
は
抜
群

で
す
。
全
国
で
開
か
れ
る
お
酒
の
会
に
ま

ま
か
り
を
一
緒
に
持
っ
て
い
く
と
、『
毎
年

楽
し
み
に
し
て
い
る
の
よ
』
と
よ
く
声
を

か
け
ら
れ
ま
す
」
と
姫
井
誠
常
務
取
締
役

は
話
す
。

「
日
本
の
四
季
は
そ
れ
ぞ
れ
に
旬
の
味
覚

が
あ
り
、
そ
の
良
さ
を
引
き
出
す
に
は
日

本
酒
が
一
番
。
一
日
頑
張
っ
た
ご
褒
美
に

飲
ん
で
い
た
だ
い
て
、『
日
本
に
生
ま
れ
て

良
か
っ
た
な
』
と
思
っ
て
い
た
だ
け
る
よ

う
な
酒
造
り
を
こ
れ
か
ら
も
目
指
し
て
い

き
た
い
で
す
」

　
日
本
人
が
慣
れ
親
し
ん
だ
米
の
食
味
が

感
じ
ら
れ
る
、
癒
や
し
の
名
酒
で
あ
る
。

会員の演技を見守りつつ、時折所作やタイミングを指導

幅広い年代の人が参加する毎週土曜日の稽古

小林氏と息子の太郎さん（左）と演じた「武悪」　写真提供：山口鷺流狂言保存会

《
岡
山
県
浅
口
市
》

創業　1913（大正2）年
岡山県浅口市寄島町7500-2
http://www.kamikokoro.co.jp
年間生産量 1,500石（270㎘/15万升）

嘉美心酒造株式会社

寄島酒造会館

写真撮影：林田 悟（岡山市在住）

こ
の
名
酒
に
こ
の
一
品

9

は
し

特
別
本
醸
造 

嘉
美
心 

秘
宝

か         

み         

こ
こ
ろ

ま
ま
か
り
の
酢
漬
け

き
ょ
う 

じ

た
ぬ
き
だ
ま
し

ぶ 

あ
く
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近
現
代
芸
術
再
発
見
2

　
ア
メ
リ
カ
の
首
都
、
ワ
シ
ン
ト
ン
D
．
C
．

に
、
ス
ミ
ソ
ニ
ア
ン
・
ア
メ
リ
カ
ン
・
ア
ー

ト
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
と
い
う
美
術
館
が
あ
る
。

重
厚
な
石
造
り
の
建
物
に
、
建
国
以
来
の
ア

メ
リ
カ
の
ア
ー
ト
作
品
が
展
示
さ
れ
る
こ
の

美
術
館
で
、
二
〇
一
五
（
平
成
二
十
七
）
年
、

国
吉
康
雄
の
回
顧
展
が
開
催
さ
れ
、
大
き
な

反
響
を
呼
ん
だ
。

「
ア
メ
リ
カ
の
ア
ー
ト
」
と
は
ど
ん
な
イ
メ
ー

ジ
だ
ろ
う
か
。
画
面
い
っ
ぱ
い
に
絵
の
具
を

飛
び
散
ら
せ
た
抽
象
絵
画
、
ア
メ
リ
カ
ン
コ

ミ
ッ
ク
を
そ
の
ま
ま
キ
ャ
ン
バ
ス
に
写
し

取
っ
た
よ
う
な
ポ
ッ
プ
ア
ー
ト
、
ど
ち
ら
も

二
十
世
紀
後
半
の
ア
メ
リ
カ
を
特
徴
づ
け
る

ア
ー
ト
で
あ
る
。
で
は
そ
の
前
の
時
代
、
第

二
次
世
界
大
戦
前
か
ら
終
戦
間
も
な
い
こ
ろ

の
ア
メ
リ
カ
の
ア
ー
ト
と
は
？ 

―
そ
の

答
え
の
一
つ
が
「
国
吉
康
雄
」
で
あ
る
。

　
国
吉
康
雄
は
岡
山
で
生
ま
れ
、
一
九
〇
六

（
明
治
三
十
九
）
年
、
単
身
ア
メ
リ
カ
に
渡
っ

た
。
明
治
か
ら
昭
和
初
期
の
日
本
で
は
、
中

国
地
域
や
九
州
か
ら
数
多
く
の
人
が
ハ
ワ
イ

や
ア
メ
リ
カ
西
海
岸
、
ブ
ラ
ジ
ル
な
ど
に
移

民
と
し
て
渡
っ
て
お
り
、
当
時
十
六
歳
だ
っ

た
国
吉
も
そ
の
一
人
だ
っ
た
。
彼
に
は
ア
メ

リ
カ
で
画
家
に
な
ろ
う
と
い
う
意
思
は
な

く
、
と
に
か
く
新
し
い
世
界
で
成
功
し
た
い

と
い
う
夢
を
持
っ
て
移
民
船
に
乗
っ
た
よ
う

で
あ
る
。
西
海
岸
に
到
着
し
た
後
は
、
日

系
人
社
会
の
中
で
、
果
物
の
収
穫
や
ホ
テ
ル

の
ベ
ル
ボ
ー
イ
な
ど
の
労
働
を
し
な
が
ら
学

校
に
通
い
、
英
語
を
学
ん
で
い
た
。
言
葉
を

補
う
た
め
に
絵
を
描
い
て
用
件
を
伝
え
て
い

た
と
こ
ろ
、
学
校
の
教
師
か
ら
、
美
術
学
校

に
通
う
こ
と
を
勧
め
ら
れ
、
こ
れ
が
画
家
を

目
指
す
き
っ
か
け
と
な
っ
た
。

　
二
十
世
紀
初
頭
の
ア
メ
リ
カ
の
画
壇
は
保

守
的
だ
っ
た
。
ア
カ
デ
ミ
ー
と
呼
ば
れ
る
学

校
で
写
実
的
な
技
法
が
教
え
ら
れ
、
そ
れ
を

忠
実
に
守
る
画
家
が
力
を
持
っ
て
い
た
。
一

終
生
、
国
吉
の
絵
画
の
特
徴
と
な
る
。

　
一
九
三
〇
年
代
か
ら
五
〇
年
代
に
か
け

て
、
国
吉
康
雄
は
画
家
と
し
て
ア
メ
リ
カ
で

活
躍
し
た
。
当
時
は
白
人
以
外
へ
の
強
い
人

種
差
別
が
あ
り
、
ま
た
太
平
洋
戦
争
中
ア
メ

リ
カ
に
と
ど
ま
っ
た
国
吉
は
「
敵
性
外
国
人
」

と
い
う
扱
い
を
受
け
る
。
戦
後
は
、
共
産
主

義
を
糾
弾
す
る
マ
ッ
カ
ー
シ
ズ
ム
に
も
巻
き

込
ま
れ
た
。
常
に
ア
メ
リ
カ
で
安
住
で
き
る

か
ど
う
か
わ
か
ら
な
い
状
況
に
置
か
れ
な
が

方
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
か
ら
は
印
象
派
や
抽
象
的

な
表
現
な
ど
新
し
い
動
き
が
伝
え
ら
れ
、

「
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
に
比
べ
て
ア
メ
リ
カ
の
ア
ー
ト

は
遅
れ
て
い
る
。
自
分
た
ち
は
ヨ
ー
ロ
ッ
パ

の
真
似
で
は
な
い
独
自
の
ア
ー
ト
を
生
み
出

さ
な
く
て
は
な
ら
な
い
」
と
い
う
気
運
が

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
の
画
家
た
ち
の
間
で
高
ま
っ

て
い
た
。
国
吉
が
西
海
岸
を
離
れ
て
ニ
ュ
ー

ヨ
ー
ク
に
移
っ
た
の
は
ち
ょ
う
ど
そ
の
こ
ろ
、

一
九
一
〇（
明
治
四
十
三
）
年
の
こ
と
だ
っ
た
。

　
国
吉
の
周
囲
で
は
、
さ
ま
ざ
ま
な
人
種
・

民
族
の
画
家
が
、
そ
れ
ぞ
れ
固
有
の
文
化
を

背
景
と
し
つ
つ
自
分
自
身
の
ア
ー
ト
を
生
み

出
そ
う
と
し
て
い
た
。
国
吉
も
独
自
の
画
風

を
模
索
し
、
試
行
錯
誤
す
る
。
ヨ
ー
ロ
ッ
パ

か
ら
の
新
し
い
美
術
動
向
、
古
典
、
ア
メ
リ

カ
の
民
俗
的
な
美
術
、
浮
世
絵
、
そ
し
て
ア

メ
リ
カ
東
海
岸
や
中
西
部
の
風
景
も
大
き
な

影
響
を
与
え
た
。
一
九
二
〇
年
代
初
頭
に
は

画
廊
で
個
展
を
開

く
よ
う
に
な
り
、

「
東
洋
だ
け
で
も

西
洋
だ
け
で
も
な

い
。
伝
統
か
ら
自

由
で
、
か
つ
伝
統

か
ら
力
強
い
要
素

を
選
び
出
し
て
混

ぜ
合
わ
せ
、
全
く

独
創
的
な
画
風
を

創
り
だ
し
て
い
る
」

と
評
価
さ
れ
る
。
い
く
つ
も
の
相
反
す
る
要

素
が
同
時
に
含
ま
れ
る
と
い
う
点
、
こ
れ
は

ら
、
国
吉
は
彼
の
画
才
や
人
格
を
認
め
る

人
々
の
共
感
を
得
な
が
ら
生
き
抜
く
。ニ
ュ
ー

ヨ
ー
ク
近
代
美
術
館
で
の
「
19
人
の
現
代
ア

メ
リ
カ
画
家
展
」（
一
九
二
九
年
）
の
一
人
に

選
ば
れ
、
ホ
イ
ッ
ト
ニ
ー
美
術
館
で
回
顧
展

（
一
九
四
八
年
）
を
開
き
、「
ア
メ
リ
カ
美
術

家
組
合
」
の
初
代
会
長
（
一
九
四
七
年
）
に
、

ま
た
ヴ
ェ
ネ
チ
ア
・
ビ
エ
ン
ナ
ー
レ
の
ア
メ

リ
カ
代
表
（
一
九
五
二
年
）
と
な
る
。
著
名

な
賞
を
い
く
つ
も
と
り
、
雑
誌
で
「
現
代
ア

メ
リ
カ
の
画
家
ト
ッ
プ
10
」（
一
九
四
八
年
）

に
も
選
ば
れ
る
。

　
国
吉
の
絵
画
に
は
、
西
洋
と
東
洋
だ
け
で

な
く
、
否
定
と
肯
定
、
争
い
と
共
存
な
ど
、

常
に
複
数
の
価
値
観
に
さ
ら
さ
れ
た
彼
の
人

生
が
反
映
さ
れ
て
い
る
か
の
よ
う
に
、
複
雑

な
要
素
が
い
く
つ
も
重
な
り
合
っ
て
い
る
。

「
相
反
す
る
複
雑
な
要
素
を
何
重
に
も
併
せ

持
つ
」

―
こ
れ
は
ア
メ
リ
カ
を
表
す
キ
ー

ワ
ー
ド
で
も
あ
る
。
世
界
中
の
さ
ま
ざ
ま
な

文
化
を
背
景
と
し
た
多
様
な
価
値
観
が
認

め
ら
れ
、
共
存
す
る
。
ア
メ
リ
カ
の
ア
ー
ト

と
は
何
か
を
常
に
問
い
続
け
る
ス
ミ
ソ
ニ
ア

ン
・
ア
メ
リ
カ
ン
・
ア
ー
ト
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム

が
国
吉
を
再
評
価
し
た
の
も
こ
の
「
多
文
化

主
義
」
の
視
点
か
ら
だ
っ
た
。「
多
様
な
価

値
観
を
認
め
る
こ
と
が
ア
メ
リ
カ
の
良
さ
で

あ
る
」
と
い
う
考
え
方
が
重
い
意
味
を
持
つ

現
代
、
国
吉
も
ま
た
、
二
十
世
紀
前
半
の

日
系
人
画
家
と
い
う
だ
け
で
は
な
い
重
要
性

を
増
し
て
い
る
。

（
文
・
江
原 

久
美
子
）

岡
山
か
ら
ア
メ
リ
カ
へ

相
反
す
る
価
値
観

独
創
的
な
画
風

ア
メ
リ
カ
の
多
文
化
主
義
と

国
吉
康
雄

く
に

よ
し

や
す

お

国
吉 

康
雄
［1889-1953］

「ここは私の遊び場」（1947年）　油彩・キャンバス　福武コレクション蔵 
香川県直島 ベネッセハウスミュージアムにて展示中。
大きな建物が破壊されたような廃墟で少女が一人で遊んでいる。左側には、
黒い日の丸。しかし一方で、向こうの家並みと空には明るさが見える。

※

江原 久美子〈えはら・くみこ〉
1968年岡山県生まれ。1996年より「ベネッセアー
トサイト直島」（香川）の企画や運営、教育プログラ
ムに携わる。また同時にベネッセコーポレーションに
よる「国吉康雄美術館」（岡山）の運営にも携わる。
2013年、ベネッセハウスミュージアムでの「国吉康
雄展」を企画。現在は岡山大学教育学部「国吉康
雄を中心とした美術鑑賞研究寄付講座」准教授。

「水難救助員」（1924年）　油彩・キャンバス　福武コレクション蔵
女性が岩のようなものに座って、長い髪を両手で広げている。その姿を
背後の男性が見ている。場所は海のようで、水平線上に虹と雲が出て
いる。写生ではなく国吉の超現実的なイメージが描かれた1920年代
の代表的な作風。

国吉康雄◎このほか、日本で国吉康雄の作品を見るには
横浜そごう美術館
（2016年6～7月「国吉康雄展」）
岡山県立美術館
（常設展のほか、2016年9～11月「国吉康雄展」）
ほか、東京国立近代美術館など所蔵館にて随時展示。

「ミスター・エース」（1952年）　油彩・キャンバス　福武コレクション蔵
スミソニアンでの回顧展にも出展された国吉康雄の晩年の代表作。
中央にサーカスの道化師のような人物が立ち、こちらを見ている。手のポーズは何を意味しているのか、画面全体が赤
や青、黄や緑など鮮やかな色に満ちているのに、なぜ顔だけが白と黒で描かれているのか。左下から見上げている別の
仮面は何か。背景は超現実的で場所も時代もわからない――この絵について「こうだ」という答えはない。何人かで対
話しながら絵を見ると、人によって見方が異なり、何度見ても新しい発見がある。この絵は一つの解釈を許さず、絶えず
「見ている人がどう考えるか」を問い続けている。
香川県直島「ベネッセハウスミュージアム」にて展示中。

※…国吉康雄は当時の移民法により、1953年に亡くなるまでアメリカ市民権は取得できず、国籍は日本のままだった。25 －碧い風 Vol 86／2016.3－ 24－碧い風 Vol 86／2016.3－



　
下
関
駅
か
ら
幡
生
駅
を
経
て
、
響
灘
を
望

み
な
が
ら
山
陰
本
線
で
北
上
す
る
こ
と
約
四

十
分
。
山
裾
に
ひ
ら
け
た
静
か
な
里
に
、
下

関
の
奥
座
敷
と
呼
ば
れ
る
川
棚
温
泉
が
あ
る
。

　
そ
の
昔
、
地
震
で
亡
く
な
っ
た
青
龍
を
祀

る
と
温
泉
が
湧
き
出
た
と
伝
わ
る
伝
説
の
古

湯
だ
が
、
文
献
で
は
応
永
年
間
（
一
三
九
四

〜
一
四
二
八
年
）
に
三
恵
寺
の
怡
雲
和
尚
が

薬
師
如
来
に
導
か
れ
て
再
び
温
泉
を
掘
り
当

て
た
と
さ
れ
る
。
江
戸
時
代
に
長
府
藩
主
毛

利
侯
の
「
御
殿
湯
」
が
設
け
ら
れ
る
と
、
殿

様
の
湯
と
し
て
有
名
に
な
り
、
県
内
有
数
の

湯
治
場
と
な
っ
た
。
明
治
以
降
、
下
関
が
国

際
港
と
し
て
発
展
す
る
と
、
そ
の
奥
座
敷
と

し
て
栄
え
た
。

　
今
で
は
八
軒
の
宿
と
共
同
浴
場
が
出
迎
え

て
く
れ
る
の
ど
か
な
温
泉
街
で
あ
る
。
そ
の

泉
質
は
含
弱
放
射
能
・
ナ
ト
リ
ウ
ム
・
カ
ル

シ
ウ
ム
・
塩
化
物
温
泉
で
、
無
色
透
明
の
な

め
ら
か
な
湯
。
肌
に
優
し
く
美
肌
や
老
化
防

止
に
効
能
が
あ
る
と
さ
れ
て
い
る
。

　
そ
の
川
棚
温
泉
の
名
物
と
い
え
ば
、
熱
し

た
瓦
の
上
に
炒
め
た
茶
そ
ば
や
錦
糸
卵
、
牛

肉
な
ど
を
重
ね
た「
瓦
そ
ば
」が
有
名
で
あ
る
。

　
川
棚
温
泉
で
は
今
、
住
む
人
も
訪
れ
る
人

も
共
に
心
地
よ
い
と
思
え
る
ま
ち
を
目
指
し

て
、
温
泉
と
音
楽
と
い
う
異
色
の
組
み
合
わ

せ
に
よ
る
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
て
い
る
。
そ

れ
は
二
〇
〇
〇
年
代
初
頭
、
地
域
活
性
化
を

探
る
住
民
ら
が
地
域
資
源
と
し
て
、
川
棚
の

美
し
い
自
然
と
そ
れ
に
ま
つ
わ
る
物
語
に
着

目
し
た
こ
と
に
始
ま
る
。
川
棚
の
魅
力
の
一

つ
は
、
平
野
に
溶
け
込
む
よ
う
な
穏
や
か
な

山
裾
が
、
そ
の
先
の
海
や
島
と
も
連
な
っ
た

一
体
感
が
織
り
な
す
自
然
美
で
あ
る
。
そ
の

安
ら
ぎ
の
景
観
が
多
く
の
人
々
を
魅
了
し
、

数
々
の
物
語
を
生
み
出
し
て
き
た
。
な
か
で

も
特
筆
す
べ
き
存
在
が
、
フ
ラ
ン
ス
の
世
界

的
ピ
ア
ニ
ス
ト
、ア
ル
フ
レ
ッ
ド・コ
ル
ト
ー（
一

八
七
七
〜
一
九
六
二
年
）
で
あ
る
。

　
一
九
五
二
（
昭
和
二
十
七
）
年
の
来
日
公

演
で
、
川
棚
温
泉
に
宿
泊
し
た
コ
ル
ト
ー
は
、

響
灘
に
浮
か
ぶ
厚
島
の
眺
め
に
ほ
れ
込
み
、

買
い
取
り
た
い
と
申
し
出
る
。
当
時
の
村
長

が
、
永
住
す
る
な
ら
差
し
上
げ
る
と
快
諾
す

る
と
、
コ
ル
ト
ー
は
感
激
し
た
と
い
う
。
彼

は
再
来
日
を
果
た
せ
ず
十
年
後
に
他
界
す
る

も
、
以
降
、
厚
島
は
孤
留
島
と
呼
ば
れ
、
川

棚
に
コ
ル
ト
ー
の
物
語
は
受
け
継
が
れ
た
。

　
住
民
ら
が
こ
の
物
語
を
生
か
し
て
活
性
化

を
、
と
考
え
て
い
た
矢
先
の
二
〇
〇
三
（
平

成
十
五
）
年
、
コ
ル
ト
ー
が
設
立
し
た
パ
リ

の
エ
コ
ー
ル
・
ノ
ル
マ
ル
音
楽
院
か
ら
コ
ル

ト
ー
ゆ
か
り
の
島
に
つ
い
て
問
い
合
わ
せ
が
届

く
。
こ
れ
を
契
機
に
「
音
楽
の
あ
る
ま
ち
づ

く
り
」
を
目
指
す
取
り
組
み
が
動
き
出
し
た
。

　
そ
れ
を
主
導
し
た
の
が
、
住
民
自
ら
が
地

域
経
営
を
担
う
目
的
で
設
立
し
た
、
山
口
県

初
の
民
間
ま
ち
づ
く
り
会
社
「
川
棚
温
泉
ま

ち
づ
く
り
株
式
会
社
」で
あ
る
。二
〇
一
〇（
平

成
二
十
二
）
年
、
コ
ル
ト
ー
が
滞
在
し
た
ホ

テ
ル
跡
地
に
「
下
関
市
川
棚
温
泉
交
流
セ
ン

タ
ー
　
川
棚
の
杜
」（
設
計
・
隈
研
吾
）
が

完
成
す
る
と
ま
ち
づ
く
り
会
社
は
指
定
管
理

者
と
な
り
、
こ
こ
を
拠
点
に
イ
ベ
ン
ト
主
催
、

情
報
発
信
な
ど
を
行
う
よ
う
に
な
る
。
併
設

ホ
ー
ル
は
「
コ
ル
ト
ー
ホ
ー
ル
」
と
名
付
け

ら
れ
た
。

　
コ
ル
ト
ー
と
の
物
語
が
結
実
し
た
催
し
の

一
つ
が
、「
川
棚
・
コ
ル
ト
ー
音
楽
祭
」だ
ろ
う
。

世
界
最
高
峰
の
音
楽
を
温
泉
か
ら
届
け
た
い

と
い
う
思
い
で
ほ
ぼ
毎
年
、
彼
ゆ
か
り
の
演

奏
家
を
招
い
て
音
楽
祭
を
開
催
し
て
い
る
。

今
年
は
四
月
五
日
の
予
定
と
い
う
。

　
一
方
で
、
住
民
に
音
楽
に
親
し
ん
で
も
ら

い
た
い
と
毎
月
歌
声
喫
茶
を
開
い
て
い
る
ほ

か
、音
楽
活
性
化
事
業（
お
ん
か
つ
）と
し
て
、

川
棚
の
ク
ス
の
森
で
の
コ
ン
サ
ー
ト
や
一
流
演

奏
家
に
よ
る
学
校
巡
り
な
ど
を
実
施
し
て
、

地
域
の
人
々
に
音
楽
の
感
動
を
届
け
て
い
る
。

　
併
せ
て
、
毛
利
侯
が
通
っ
た
「
毛
利
侯
御

殿
湯
街
道
」
の
ウ
ォ
ー
ク
大
会
、
昭
和
初
期

に
川
棚
に
長
期
滞
在
し
た
俳
人
種
田
山
頭
火

の
名
前
を
冠
し
た
俳
句
コ
ン
テ
ス
ト
の
開
催

な
ど
、「
毛
利
侯
・
山
頭
火
・
コ
ル
ト
ー
が

愛
し
た
川
棚
・
豊
浦
」
を
テ
ー
マ
に
、
音
楽

以
外
の
川
棚
ら
し
い
魅
力
も
発
信
し
て
き
た
。

　
温
泉
旅
館
の
努
力
も
さ
る
こ
と
な
が
ら
、

い  

う
ん

は
た  

ぶ

こ   

る  

と
う

こ
う
し
た
ま
ち
づ
く
り
が
奏
功
し
、
二
〇
一
一

（
平
成
二
十
三
）
年
に
は
そ
れ
ま
で
年
々
減
少

し
て
い
た
豊
浦
地
区
（
川
棚
温
泉
）
の
宿
泊

客
数
が
増
加
に
転
じ
て
い
る
。

　
川
棚
温
泉
の
「
音
楽
の
あ
る
ま
ち
づ
く
り
」

の
特
徴
は
、
住
民
主
体
で
行
わ
れ
て
い
る
こ

と
に
あ
る
。
そ
の
た
め
川
棚
の
自
然
や
物
語

の
魅
力
に
加
え
、
そ
れ
ら
を
愛
す
る
住
民
の

思
い
に
共
感
し
た
音
楽
家
た
ち
が
川
棚
で
の

演
奏
会
を
希
望
す
る
よ
う
に
な
り
、
ま
た
建

築
家
の
隈
研
吾
氏
が
周
囲
の
山
並
み
に
溶
け

込
む
川
棚
の
杜
や
ホ
ー
ル
を
設
計
す
る
に

至
っ
た
。
今
で
は
隈
氏
と
住
民
と
で
、
町
全

体
を
庭
園
に
見
立
て
た
、
自
然
と
調
和
す
る

ま
ち
の
グ
ラ
ン
ド
デ
ザ
イ
ン
も
構
想
中
だ
。

　
美
し
い
川
棚
の
風
土
と
そ
れ
を
こ
よ
な
く

愛
し
た
先
人
た
ち
。
そ
の
物
語
に
共
感
し
た

人
々
の
思
い
が
大
き
な
輪
と
な
り
、
温
泉
街

に
新
た
な
未
来
を
紡
ぎ
出
そ
う
と
し
て
い
る
。

（
文
・
川
西 

由
香
理
）

八
百
年
の
伝
統
を
誇
り
、
そ
の
な
め
ら
か
な
湯
と
美
し
い
景
観
が
先
人
た
ち
に
こ

よ
な
く
愛
さ
れ
て
き
た
川
棚
温
泉
。
そ
の
一
人
、
ピ
ア
ニ
ス
ト
の
ア
ル
フ
レ
ッ
ド
・

コ
ル
ト
ー
と
の
出
会
い
が
生
ん
だ
物
語
を
縁
に
、
音
楽
が
あ
ふ
れ
る
温
泉
街
に
生

ま
れ
変
わ
ろ
う
と
し
て
い
る
。

コルトーが愛した厚島の眺め

コルトーの胸像

下関市川棚温泉交流センター　川棚の杜

発祥の店「たかせ」の元祖瓦そば

第6回川棚・コルトー音楽祭

作図：小学館クリエイティブ 川棚グランドホテル大浴場「山頭火」

◆川棚温泉観光協会： 083（772）0296  URL http://www.kawatana.com　  写真提供：岡本 公二、豊浦町観光協会、川棚温泉まちづくり株式会社
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《
島
根
県
松
江
市
》

　松
江
市
街
地
中
心
部
に
あ
る
亀
田
山
に
建
つ
松
江

城
は
、
出
雲
・
隠
岐
の
領
主
と
な
っ
た
堀
尾
氏
に
よ

っ
て
築
城
さ
れ
た
平
山
城
で
あ
る
。

　天
守
は
、
外
観
は
四
重
、
内
部
五
階
、
地
下
一
階

の
形
式
で
、
正
面
の
南
側
に
は
彦
根
城
な
ど
と
同
じ

く
附
櫓
を
設
け
、
屋
根
は
す
べ
て
本
瓦
葺
き
と
な
っ

て
い
る
。

　構
造
上
の
特
色
と
し
て
挙
げ
ら
れ
る
の
が
、
軸
部

に
多
用
さ
れ
た
通
し
柱
で
あ
る
。
二
階
分
を
貫
く
通

し
柱
に
よ
り
、
上
層
の
重
さ
を
分
散
さ
せ
て
下
層
に

伝
え
る
構
造
と
な
っ
て
い
る
。
ま
た
、
柱
の
周
囲
に

板
を
張
り
、
鎹
や
釘
、
帯
鉄
で
留
め
た
「
包
板
」

も
多
く
見
る
こ
と
が
で
き
る
。

　昭
和
の
解
体
修
理
工
事（
昭
和
二
十
三
〜
三
十
年
）

で
は
、
取
り
外
さ
れ
た
部
材
の
木
口
に
堀
尾
家
の
家

紋
で
あ
る
分
銅
紋
に
「
富
」
の
文
字
が
入
っ
た
刻
印

が
確
認
さ
れ
た
。
松
江
城
築
城
に
は
、
安
来
市
に

あ
っ
た
月
山
富
田
城
の
部
材
を
一
部
転
用
し
た
と
い

う
伝
承
が
あ
る
。

　天
守
は
一
六
一
一
（
慶
長
十
六
）
年
に
完
成
し
た

と
い
わ
れ
て
い
た
が
、そ
れ
を
証
明
す
る
は
ず
の「
祈

禱
札
」
が
一
九
三
七
（
昭
和
十
二
）
年
以
降
、
行
方

不
明
と
な
っ
て
い
た
。

　し
か
し
、
二
〇
一
二
（
平
成
二
十
四
）
年
五
月
、

松
江
城
二
之
丸
に
あ
る
松
江
神
社
か
ら
二
枚
の
祈
禱

札
を
発
見
。札
か
ら
は「
慶
長
拾
六
年
正
月
吉
祥
日
」

な
ど
の
文
字
が
確
認
さ
れ
、
築
城
時
期
が
慶
長
十

六
年
正
月
以
前
で
あ
る
こ
と
が
確
実
と
な
っ
た
。

　松
江
城
天
守
は
、
一
九
五
〇（
昭
和
二
十
五
）
年

の
文
化
財
保
護
法
の
制
定
で
国
宝
か
ら
重
要
文
化
財

に
な
っ
た
が
、
近
年
の
こ
う
し
た
貴
重
な
資
料
の
発

見
に
よ
り
、
二
〇
一
五
（
平
成
二
十
七
）
年
七
月
に

再
び
国
宝
に
指
定
さ
れ
た
。

松
江
城
天
守

国
宝
の
旅
21
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